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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　高い天井に、キュキュッと床を擦こするゴムの音が響き渡った。

　汗を吸い込んだ空間はエネルギーに満みち溢あふれ、熱気でグツグツと煮えたぎっている。

「それでは、これから仮入部者の練習を始めます」

　ここは東京都立北小お笠がさ原わら高等学校。青あお根ね島しま村から連絡船に乗ること三十分、親おや島じま村にある、北小お笠がさ原わら諸しよ島とう唯一の高校だ。

　その体育館で、いま二人の少女がもじもじと膝を擦こすり合わせていた。

「あ、あの……ミサキさん？　この服装は一体……？」

「ええと、わたしはアクセリアさんたちの様子を確認しに来ただけなのですが……」

　一人は絹糸のように流れる黄金こがね色の髪をポニーテールにまとめた女の子。もう一人は烏からすの濡ぬれ羽ば色いろに艶つやめく髪をお団子にまとめた少し大人っぽい女子。それぞれ、ゴールドで刺し繡しゆうされた赤いレオタードと、スパンコールの眩まばゆい紫色のレオタードに身を包んでいる。

「まあまあ、これが女子体操部のユニフォームなんだから。二人とも、よく似合ってるよ！」

　三み咲さきはアクセリアたちの質問をスルーしてグッと親指を立てた。

　いい……笑顔です。

「ユ、ユウタ様は、どう思われますか？」

　リボンを持った手で前を隠しながら、アクセリアが上目遣いに尋ねてくる。

「どうって……。そ、そうだな。なんか、妖精……みたいかな」

　まあ妖精じゃなくてハーフエルフなんだけどさ。

「それは、似合っているということでしょうか？」

「う、うん……」

「まあ、嬉うれしいです！　殿方にこのような衣い裳しようを見られるのは恥ずかしいのですが、ユウタ様でしたら、わたくし見られてもぜんぜん構いません（ぐいぐい）」

「お、おう……」

　ちょっと、近いな……。そんなにそばに寄られると、胸のふくらみとか腰のラインがくっきり見えちゃって、目のやり場に困るんだが……。

　スポーツウェアとは言え、新体操のユニフォームは、年頃の男子高校生である俺にとって少々刺激が強すぎる。

「それにしても……」

　華きや奢しやな腰に、白いうなじを彩いろどる柔らかな後れ毛。

　正直に言おう。これにはマジでドキッとした。脚なんか、俺の腕ぐらいしかねえんじゃねえかってくらい細い。まだ女性らしい体形ではないが、それがかえって少女としての未成熟な魅力を引き立てている。ただ立ってるだけなのに、白鳥のように優美で艶なまめかしい。

　一方の美み羽うさんは、ふだんのパリッとしたスーツ姿を知っているだけに、ギャップがハンパなかった。

　日頃は厚いジャケットの下に秘められた曲線が、惜しげもなくさらされている。襟なんか深いＶカットになっているので、いつもは見えない鎖骨のさらに下、胸元を覆う薄い肌が、呼吸するたびにゆっくり上下するところまでハッキリ見えてしまう。

「あの、由ゆう太たさん……あまりその……ジロジロ見ないでいただきたいのですが」

「あ、いや、すみません！」

「大丈夫だよ、みうみう。水泳部なんか、いつももっと恥ずかしいカッコしてるんだから」

　お前は水泳部員に暗殺されるぞ。

「しかし三み咲さきまで着る必要あったのか？」

「でへへ。どうどう、似合ってる？　天地魔闘の構え[image: ]」

　他にすべきポーズはいくらでもあるだろうに……。

「こら、あなたたち！　こっち来てちゃんと準備運動しなさい！」

　遊んでたら部長に怒られた。

　ちなみに先輩方は、さすがというか、がっちりした肩幅をしていた。

　スタイルは整ってるけど、脚の筋肉なんかよく見るとモビルスーツみたくなってるし。やっぱ新体操は大変なスポーツなんだなってことを改めて思い知らされる。

「それじゃあ今日は仮入部ってことだから、基礎の基礎から始めましょうか。まずは柔軟トレーニングからよ。さ、そこの台で仰あお向むけに寝そべって」

「は、はい……」

　二人は言われたとおり、ベンチプレスで使用するような台の上に身を横たえた。

　すると先輩方がぞろぞろやって来て、おもむろに二人の足首をつかむ。

「ふぇ？　な、何を？」

「ちょ、ちょっと？」

　先輩方はそのまま脚を九十度に持ち上げると、ゆっくり左右に開き始めた。

「え？　え？　ユ、ユウタ様がご覧になっているところで、こんなはしたない格好……」

「い、いや、やめて……恥ずかしい」

　慌てて大事なところを手で隠そうとする二人だが、すぐに腕をつかまれ、頭の上に押し付けられてしまう。

「これは柔軟運動よ。恥ずかしがってるヒマがあったら自分の身体からだに意識を集中しなさい！」

「ひえっ!?」

「は、はい！」

　そして二人の脚は、ぐんぐん広げられていく。

「や……あ、痛、痛いっ！　痛いですぅぅぅ！」

「さ、裂けちゃう！　裂けちゃうぅぅぅ！」

　悲鳴を上げるアクセリアたちだが、先輩方は表情一つ変えず体重をかけ続ける。

　これはもうトレーニングっつーか、普通に拷問として成り立つレベルだ。

「せ、先輩方、さすがにそれは──」

「「「「黙ってなさい！」」」」

「ひょぇ！」

　こ、これが女子体操の世界か。厳しすぎるぜ……。

　一方、三み咲さきはと言うと。

「（ぐにょーん）」

「あら、あんたぜんぜん面白くないわね。一緒に大会目指さない？」

「にゃははは！」

　ぜんぜん大丈夫っぽかった。

　あいつすげえな、俺だったら間違いなく股関節が粉砕されてる角度だぞ。

「さて、そろそろ次のメニューに移ろうかしら」

　先輩方が手を離すと、アクセリアと美み羽うさんはぐったり脚を下ろした。

「ハァハァ……」

「ぐす……」

　見た感じ、完全に事後っぽい。

「ほら、何を休んでいるの！　まだ練習は終わってないわよ！」

「ぴっ!?」

「もう……無理」

　そして次にアクセリアたちが連行されたのは、フロアの壁かべ際ぎわだった。

「あ、あの、今度は何を……？」

「いいから黙ってそこに手をかけなさい」

　言われるがまま肋ろく木ぼくをつかむと、再び先輩方がやってきて、アクセリアと美み羽うさんの片足を持ち上げ始める。

　ぐいいいいいいい………!!

「いやっ！　ユウタ様、み、見ないでっ！　ひぎぃぃぃぃ！」

「あっ、あっ……初めてなのに、こんな格好……いやっ」

　汗に濡ぬれた髪が頰に貼り付き、割と本気で泣きが入っている。

　セリフだけ聞いてると変な気分になりそうだが、実際に見てるほうは、むしろぐんぐん萎えていく。

「ふぅ、だいぶあそこもほぐれてきたみたいね」

　完全に鬼畜のセリフだろそれ。

「最後はこれよ」

　爽やかな笑顔で部長が指し示したのは、間隔を開けて並べられた二脚の椅子×２。

　もう何が行われるのかは余裕で予想がつきますわ。

「も、もう許してぇ……（ふるふる）」

「ちょ、ちょっと、休ませて……」

　と言っても聞いてもらえるわけがなく、

「それじゃあいくわよ。無理に力入れると余計につらいから、息を吐いて、ゆっくり力を抜いていきなさい」

「いやっ、あ、ああっ！」

「ひぃっ……んっ！」

　両足をそれぞれの椅子に乗せ、地獄の強制開脚が行われる。

「んくっ、あ、いぎっ」

「ひっ、ひっ、ふー!!」

　後ろに立った先輩がある程度体重を支えてくれているが、なんかもう、人としてあってはならない方向に股関節が曲がり始めている。

　これ、マジでちょっと見てられないんだけど……。

「もう少しいけそうね」

　顔立ちの整った綺き麗れいな先輩方が、笑顔で容赦なくアクセリアたちを痛め付けていく。

「あっ………ん！」

「いぎっ……ひっ！」

　完全にトラウマシーン確定っすわ。

「やれやれ、大げさね。ま、こんなところかしら」

　先輩方が手を離した瞬間、アクセリアと美み羽うさんはそのままドサリと床に崩れ落ちた。

「う……ひっく。わたくし、穢けがされてしまいました……」

「はぁはぁはぁ………も………だめ」

　うむ。まあ、なぜ俺たちがこんなことをしているのか、ということを説明する前に、




　体操部は、なしだな。
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　雨を切り裂いて、けたたましいエンジン音が早朝の空にこだました。

　傘を叩たたく雫しずくはポツポツと重く、熱気を蓄えたアスファルトをゆっくり冷ましていく。

「由ゆう太たくん、ご苦労さんだったね」

　三さん国ごく志しの武将のような髭ひげを生やしたおっさんが、俺の肩に手を乗せた。

　この人は、青あお根ね島しま村の村長だ。スーツよりも青龍偃えん月げつ刀とうのほうが似合いそうな風貌をしているが、これで意外と気ぃ遣いなお方である。

　バラバラ音を立てながら、シコルスキーＳ─76型ヘリが、ゆっくりとその愛あい嬌きようある団子鼻を持ち上げた。金属の塊がふわりと浮き上がり、そのままするすると上昇していく。

「櫻さくら子こちゃん、佐さ和わ子こおばさん、またねー!!」

　隣で三み咲さきが大きく手を振った。

　これからヘリは隣の親おや島じまへと向かい、そこから二十四時間かけて船で内地へ渡ることになる。

　民間の空港がない以上、どんな金持ちでもこのルートに例外はない。

「母さん、そっちでも元気でな」

　わずか三泊四日の短い滞在だったが、母さんと、そして四しノの宮みやとの記憶は、鮮烈に脳内へ刻み込まれていた。騒々しい二人だったが、いなくなると、それはそれで寂しいもんだ。

「……次に四しノの宮みやが来た時は、今度こそ青あお根ね島しまの案内をしてやらなきゃな」

　なぜか不意に、背後で剣を抜く音が聞こえた。

「ユウタ殿、姫様を差し置いて他の女子おなごにうつつを抜かすなど、たとえ神が許してもこのベルベリンデは許しませぬぞ」

「いいのです、ベルベリンデ。浮うわ気きは男の甲か斐い性しよう。それを寛容に受け止めるのも、妻の務めです……ぐすっ」

「えっ!?　いやいやいや！　なんで島を案内するってだけでそんな大おお事ごとになってんの!?」

　ベルベリンデさん、二本目の剣まで抜くのやめてくださいよ！

「由ゆう太たさん……未成年だからといって減刑されると思ったら大間違いですからね」

「俺、何か罪を犯しました!?」

　美み羽うさんの目がマジで怖いんですけど！

「よーし、お前ら、そこまでだ」

　パン、パンと手を叩たたきながら、百もも花か姉ちゃんが俺たちの会話に割り込んだ。

「ユウ、それに三み咲さきも、今日から学校だろ？　早くしないと連絡船が出ちまうぞ」

「あ、もうそんな時間か。そろそろ急がなきゃな」

「そういえばユウタ様、今日はいつもと違うお洋服をお召しのようですが、何か大事なご用でもあるのですか？」

「いや、これは学校の制服だよ」

「せいふく？」

「そう。日本の学校では、こうやって決められた服を着なきゃいけないんだ」

　例外もあるらしいけどな。

「ほらほらアクセリアちゃん、これが日本のＪＫの制服だよ」

　三み咲さきが俺の肩に手を置き、得意の横ピースをきめる。

[image: ]

「まあ、大変です！　それでは、わたくしも急いでその『せいふく』に着替えなければ！」

「へ？　いやいや、アクセリアは着替える必要ないよ？」

「ふぇ？　ですが、先ほど日本の学校では『せいふく』を着るものと……」

「ちょ、ちょっと待って。どうしてアクセリアも学校来る前提になってんの？」

「行けないのですか!?」

「そ、そりゃそうだよ。アクセリアはまだ正式な日本人じゃないんだから……」

「そんな[image: ]　ユウタ様は、妻であるわたくしを置いていかれるのですか……？」

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべ、アクセリアがふらふらよろめく。

「お、大げさだよ、学校に行くくらいで。それに今日は金曜日だから、明日と明後日あさつては家にいるし」

「ぐす………」

「由ゆう太た、アクセリアちゃんが可哀想かわいそうだから今日は学校休んだら？」

「おい、今日は二学期の始業式だぞ？　それに、今日休んだって、どうせ来週また同じこと繰り返すんだから」

「そうだけどさー」

　アクセリアの様子を見かねた美み羽うさんが、おもむろに口を開いた。

「あの、由ゆう太たさん。わたしにいい考えがあります。夏休みの絵日記のお手伝いでわたしが描いた由ゆう太たさんの肖像画を、由ゆう太たさんご本人だと思ってアクセリアさんに持っていていただくというのはいかがでしょう」

　そう言って差し出された絵は、

「ゲルニカ!?」

　キュビズムを超越した何かだった。

　むしろ不安定になるわ！

「いかがですか、アクセリアさん？」

「あわわわわ……」

　ほら見ろ！　アクセリアが震え出しちゃったじゃねえか！

「おかしいですね。これは皆さんとの団らんの様子を描いた作品なのですが」

　どんな黙示録的団らんを描いたんだよ、あんたは……。

　俺の肩口から絵を覗のぞき込こんでいた三み咲さきが、ぽつりと呟つぶやく。

「あのさぁ、それだったらいっそのこと、写真でいいんじゃない？」

「あ、その手があったか。けど、いまは写真なんて持ってねえぞ？」

「生徒手帳に顔写真あったじゃん。貸して貸して」

「お、おう。ほらよ」

「うぅ……それではこのお写真をユウタ様だと思って、お帰りをずっとお待ちしております」

「だから大げさだって」

「おーい、ユウ、三み咲さき。もう連絡船が出ちまうぞー。なんならウチが港まで車で──」

「三み咲さき、港までダッシュだ！」

「うん！　負けないよ！」

　危うく百もも花か姉ちゃんに殺されかけた俺たちだったが、何とか連絡船に飛び乗り、無事始業前に学校へ着くことができたのだった。
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　ようやく教室にたどり着くと、一人の女子生徒が声をかけてきた。

「二人とも朝からそんなに汗を流して、青あお根ね島しまの人は相変わらず元気なのね」

　ふわふわのセミロングに大きな髪飾り。やや小柄だが、自己主張の強い太めの眉とパッチリした瞳。華やかな顔立ちは育ちの良さを感じさせるが、お洒しや落れなのにどこか垢あか抜ぬけない様は、田舎のなんちゃってアイドルを彷ほう彿ふつとさせる。

「あー…姫ひめ川かわ、おはよう」

「結ゆ衣いちゃん！　おはよー!!」

　こいつの名前は姫ひめ川かわ結ゆ衣い。親おや島じま村を代表するリゾートグループの会長令嬢だ。

　見た目はまあ可愛かわいらしいんだけど、クラス委員ということもあってか、妙にツンケンしてて、正直ちょっと苦手なんだよな……。

「漆うるし原ばら君。今日はいい天気ね」

「ん？　ああ、そうだ──え？」

　いや、雨なんすけど……。

　天気について謎の感想を述べた姫ひめ川かわは、俺の脇に立って、じっと見下ろしてくる。

「あ、由ゆう太た。あたし始業式が始まる前に、ちょっと厠かわやに行ってくるね」

　突然三み咲さきが鞄かばんを置いて席を立った。

　おい、ＪＫが厠かわやとか言うなよ……。

「んじゃ、俺もトイレに行っとくかな」

　後を追うように席を立ちかけた瞬間、姫ひめ川かわに肩をつかまれる。

「ね、ねえ！」

「へ？」

「夏休みは……何をしてたの？」

「何をしたって、そりゃまあいろいろと……」

　なにその抽象的な問い。もしかして、ものすごく哲学的なこと尋ねてる？

「そ、そうよね、いろいろしてるわよね。たとえばそう……旅行に行ったりとか！」

「いや、行ってないけど？」

　姫ひめ川かわが「うっ！」とよろめいた。

「ま、まあいいわ。それならちょうど良かった。実はわたし、夏休みの間にパパと二人でパリに行ってきたの」

「へー」

　そりゃ、うらやましいこって。

「そ、それでねっ、パリの有名なお店でチョコ買ってきたんだけど、いっぱい買いすぎちゃったから、あなたにもお裾分けしてあげるわっ！」

「いやいいよ」

「そうでしょう。嬉うれしいわよね──ええっ!!」

「な、なに驚いてんの？」

「だ、だって、パリよ!?　高級でおいしくて有名なチョ……chocolatシヨコラなのよ!?」

　なぜフランス語っぽく言い直した！

「いや、俺そんなに甘いもん好きじゃないからさ。そんなにうまいなら三み咲さきにでもくれてやってくれよ。あいつ何でも食うから」

「ちょっ……ま、待ちなさいよっ！　あなた、わたしをバカにしてるの!?」

「え!?　してないけど!?」

　いまってそういう話の流れだった!?

「いいから黙って受け取りなさいってば！　早くしないと溶けちゃうじゃない！」

　だからなぜチョコを選んだ！

「そ、そう言われてもなあ……」

「いまならこのお洒しや落れな紙袋をもう一枚付けてあげるから、ほら！　ね!?　ね!?　早く！　ハリーアップ！」

　紙袋とか、いらなすぎだろ……。

　けどこいつ、なんか涙目になってるし。おまけにさっきから、みんながチラチラこっち見てるんだよなぁ……。

「じゃ、じゃあ、そんなに言うならもらっとくよ……」

　しぶしぶ手を差し出すと、姫ひめ川かわの表情がパアッと明るくなった。

「あはっ！　最初からそうやって素直に受け取ればいいのよ。本当は欲しかったくせにっ」

　だからどうして急に上から目線になるんだっつーの。

「へいへい、ありがとうござい──」

　と、その時だった。





　パカラン、パカラン、パカラン、パカラン、パカラン☆






「ヒヒーン！」

　ガシャーン！

「う、うおおおお!?」

　突然窓ガラスを突き破って、馬が教室に飛び込んできた。

「ひっ!?　な、何事!?」

　青毛の黒馬にまたがっているのは、剣を下げた女騎士。

　しかもなぜか今日は棘とげの生えた肩パッドをしている。世紀末覇王かよ……。

「ここにおられたか、ユウタ殿」

「ベ、ベルベリンデさん!?　どうしてここに!?」

「奥方様のペット、海竜のメロンの背に乗って追いかけてきたのです。村人に貴殿の『せいとてちょう』を見せたところ、この建物におられると聞きましてな」

「いや、俺が聞いたのは手段じゃなくて、理由のほうなんですけど！」

　他のクラスメイトたちは、驚きの余り呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「この期に及んで理由を尋ねるなど笑止千万ッ！　大切な姫様を一人置き去りにしておいて、このわたしが黙っているとでもお思いでしたか！　その罪、地獄で存分に詫わびていただきましょう！」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに、姫ひめ川かわが俺の袖を強く引っ張った。

「ちょ、ちょっと漆うるし原ばら君！　何なの彼女!?」

「いや、あの人は……」

「む？　もしやそこの女子おなご、貴様がユウタ殿をたぶらかしたのか？」

「え!?　そ、そんな、わたしが漆うるし原ばら君をたぶらかしただなんて……でも、もしかしたらわたしのほうがたぶらかされちゃったのかも……♥」

「いや、たぶらかしてねえよ!?」

　何言っちゃってんの、あんた!?

「ユウタ殿、姫様というものがありながら……もはや絶ぜつ許ゆるの極み！　ならばこのベルベリンデ、容赦はせんッ！」

「ひえええええ！」

　黒馬を駆った女騎士が、机を蹴散らしながらこちらへ向かってくる。

「ここは危険だ！　逃げるぞ姫ひめ川かわ！」

　俺はそばにいた姫ひめ川かわの手をつかみ、グッと引っ張った。

「ちょ、ちょっと！」

「どうした！」

「い、いきなり手を握らないでよ。ビックリするじゃない！（ポッ）」

「いいから早く逃げろォォォォォ！」

「受けよ！　クロス流刀殺法奥おう義ぎ！　ベルベリンデストラッ──」

〝お待ちなさい！〟

　万事休すかと思われたその時、バンッと扉を開けてエルフ耳の美少女が姿を現した。その隣には、メガネをかけたクール美人の姿が。

「ア、アクセリア!?　それに美み羽うさんまで!?　ど、どうして学校に……!?」

「ハァ、ハァ……わ、わたしが連れて来たのです。他に彼女を止める手段がありませんでしたので……」

「ベルベリンデ、これはどういうことです」

　アクセリアは、珍しく怒りを露あらわにしながらベルベリンデさんへ詰め寄った。

「ひ、姫様……!!　これはその……どうかお許しを！」

　馬から飛び降りたベルベリンデさんが、武器を投げ捨てスライディング土下座をきめる。

「わたくしは言ったはずです。夫の帰りを待つのは妻の務め、くれぐれもユウタ様にご迷惑をおかけしてはならないと」

　アクセリアのセリフに、教室がざわめいた。

「え？　お、おい。いま『妻』って……」

「それにあの耳……整形？」

　姫ひめ川かわが、血相を変えてつかみかかってくる。

「ちょ、ちょっと漆うるし原ばら君！　これはどういうことなの!?　説明してちょうだい！」

「いや、それはその……」

　その様子を見たアクセリアが、「む」と眉を寄せ、俺の腕にしがみ付いてきた。

「あなたはどなたですか!?　わたくしのユウタ様に乱暴なさらないでください！」

「ど、どなたですかって……それはこっちのセリフよ！　あなた、漆うるし原ばら君の一体何なの!?」

「わたくしはアクセリア・ウル・リリガルド。ユウタ様の……妻です！」

〝えええええええええええ!?〟

　教室に響き渡るクラメイトたちの叫び声。

　ちょうどそこへ、用を足し終えた三み咲さきがひょっこり教室に戻ってきた。

「ふい～、すっきりした～～って、あれ？　アクセリアちゃんにベルベリンデさん？　それにみうみうも？」

　のん気に手を拭いている三み咲さきの前で、俺は頭を抱えながらしゃがみ込んだ。

　さようなら、俺の平穏な高校生活……。
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　カーペットの敷かれた校長室で、俺と三み咲さきは黒革のソファに腰を下ろした。向かいでは、バーコード頭の校長先生が汗を拭きながら美み羽うさんと名刺交換している。

「烏う森もり美み羽うさんですか。これはこれは、総務省からわざわざこんな辺へん鄙ぴな島へ。それにしても、異世界なんてものが本当に存在するとは……」

「こちらこそ、ご迷惑をおかけしており恐縮です」

「フン。迷惑をかけたのはユウタ殿のほうです。わたしは天に代わって裁きを下そうとしたに過ぎませぬ」

「まあ、ベルベリンデ。そのような言い方はいけませんよ」

　ひじ掛け椅子でふんぞり返るベルベリンデさんを、アクセリアが困り顔でたしなめる。

　お前は従者かつ被告人なんだから立ってなさい。

「小さな島ですので大したおもてなしはできませんが、我々も教育者としてできる限りご協力したいと思っております。何か必要なことがあれば、気兼ねなくおっしゃってください」

　手もみする校長の言葉を聞いて、アクセリアがパッと表情を輝かせた。

「本当ですか！　それでは早速ですが、わたくしもこの学校で、皆さんと一緒に学ばせていただけないでしょうか！」

「それはそれは、お安いご用で──へ？」

「わたくし、ユウタ様と一緒にニホンの学校に通いたいと思っていたのです！　これで離れ離れにならず済みますね、ユウタ様！」

　腕に抱き付いたアクセリアが、ぐいっと顔を寄せてくる。

　だからそれは感触がヤバいんだって……。

　向かいで教頭先生がわざとらしく咳せき払ばらいした。

「校長先生、そんな安請け合いをしてよろしいのですか？　教育委員会にどう説明されるおつもりです」

「い、いや、分かっとるよ。すまんがアクセリアさん、それは認めるわけにはいかないんだ」

「え？　どうしてでしょうか？」

「だってほら、何かあった時に困るだろう？」

「何かとは……？」

「いや、それは、まあいろいろと……」

　再び教頭先生が、ごほんと咳せき払ばらいする。

「そもそも君は一体何歳なんだね？　見たところ、中学生くらいのようだが」

　そういやそうだ。っていうか俺、アクセリアの年齢をハッキリ聞いたことなかったな。

「わたくし、十三歳になります」

　ぶ────[image: ]　じゅ、十三歳!?

「どうかなさいましたか、ユウタ様？」

「いや、予想よりも若かったもんで……」

　十三歳ってあんた、去年までＪＳやってた年齢じゃねえか……。

　胸の発育具合から考えて、てっきり十五歳くらいかと思ってたのに……その辺はやっぱ、イグザリアさん譲りだったってわけか。

「それ見たことか。十三歳では高校に通わせることはできんよ」

「え……？　そ、そんな……」

　教頭の言葉にしゅんと落ち込むアクセリア。長い両耳が、しおしおと垂れる。

「アクセリアさん、さすがにこれ以上無理を申し上げては先方にご迷惑です。せっかく由ゆう太たさんがリリガルドにも学校を作ってくれたのですから、しばらくはそこで学んで……」

「ですがミウさん、わたくし、ニホンの学校を直じかに体験して、ぜひリリガルドの教育に役立てたいのです」

「え……？　リリガルドの教育に、役立てる……？」

「はい。実際にわたくしも学校に通うことで、言葉だけでは知り得なかった様々なことを、肌で学び取れるのではないかと思いまして」

「…………」

「ねえみうみう、何とかならないのかなあ。アクセリアちゃんも真面目にリリガルドのことを思って言ってるわけだし、あたしもアクセリアちゃんと一緒に学校通えたらうれしいな」

　しばらく腕組みしてじっと考え込んでいた美み羽うさんだったが、ふと何かを思い出したように顔を上げた。

「そうですね……まったく手がないわけではありません」

「ど、どういうことだね!?」

　驚いた教頭先生が、口から泡を飛ばして身を乗り出す。

「本省のほうで、モデル事業を提案します。彼女たちを、生徒ではなくオブザーバーとして受け入れるのです」

「オ、オブザーバー!?」

「はい。生徒ではありませんので年齢は関係ありませんし、教員の皆さんにも指導上の責任は発生しません。これなら学校の皆さんにもご迷惑をかけずに済むと思います」

「そ、そんなことが……」

　予想外のアイディアに、教頭先生がぐっと反論の言葉を詰まらせる。

　後を引き取ったのは、校長先生だった。

「し、しかしねえ、烏う森もりさん。わたしはもう退官間近だ。その辺の話はまだ若くて有望な校長がいる学校に任せて、ここは一つ穏便に収めることはできないものかねえ……」

「たしかに、ご退職まで波風立てずに済ませたいというお気持ちは理解できます。ですが、逆にお考えになってみてはいかがでしょうか」

「逆に……？」

「はい。いまわたしが申し上げた事業は日本、いえ、世界の教育界でも初の試みです。これを成功させた人物を同じポストに留めおけば、人事権を持つ都は批判にさらされるでしょう」

「ふむ……」

（あの、美み羽うさん。どういうことですか？）

　話についていけない俺たちへ、美み羽うさんは小声でこっそり説明してくれた。

（本来この学校の校長は『上がりポスト』──つまり、これ以上は出世が望めない立場です。しかしこのモデル事業を成功させれば、さらに上の役職も目指せると話したのです）

（いまよりもっと偉くなれるってわけですか）

（ええ。ですが肩書の問題だけではありません。定年退職時の地位によって、退職金や退職後の天下り先のグレードも変わりますから、これは非常に大きなメリットがあります）

　なるほど。何とも世せ知ち辛がらい話だな。

「どう思うかね、教頭先生」

「わ、わたしは、校長先生がご反対なさらないのであれば、それを支えるまでです」

　二人は顔を見合わせ、視線で何かを確かめ合う。

「分かりました。教育の発展のためとあらば、この老骨も第一線を退く前にひと肌脱ぐといたしましょう」

　ソファからメタボな腰を上げた校長は、美み羽うさんの手をガッチリ握った。
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　週が明け、月曜日。

　校門前に植えられたヤシの木陰に、ピッタリ寄り添う二人分の影が重なった。

「うふふ。ユウタ様と一緒に初登校です♥」

　制服に身を包んだアクセリアが、ギュッと俺の腕に抱き付いてくる。

　百もも花か姉ちゃんのお下がりなので、若干丈が短めだが、それ以外は大丈夫そうだ。

「よかったね、アクセリアちゃん」

「はい。これもミウさんやミサキさんのおかげです。本当にありがとうございました」

「お、おい。みんなの前であんまりくっつくなって……」

　サマーベストに包まれた胸のふくらみが、むにゅっと腕に押し付けられる。

　でもこの子、まだ十三歳なんだよな……。

「姫様、ニホンの制服姿も麗うるわしい……ハァハァ」

　隣では、同じ制服を着たベルベリンデさんが、アブナイ目でアクセリアに見とれていた。

「ったく、ベルベリンデさんまで来る必要ないのに……」

「何を言われるユウタ殿！　男どもの毒どく牙がから姫様をお守りするのは我がクロス家の務め！　我が魔剣ネクロマンサーが、今宵こよいも生いけ贄にえの血を欲ほつしておるわ」

　通報するぞお前。

「にしてもその制服、もう少し何とかならなかったんすか？」

　三み咲さきの予備用制服を急ごしらえで仕立て直したのだが、さすがにサイズが足りなくてパツンパツンだ。サマーセーターも着ていないので、乳首がうっすらと……って、え？　乳首？

「ありゃ!?　ベルベリンデさん、あたしが貸してあげたキャミとブラ、ちゃんと着てきた!?」

「む？　それはこれのことですかな」

　スポーツバッグからぺろんと出てきたのは、パステルピンクのキャミソールと、花柄レースのセクシーブラ。

「ぶ───────[image: ]」

「ダ、ダメだよベルベリンデさん！　ちゃんと下着つけなきゃ！」

　珍しく三み咲さきがまともなことを言っている。

「ご安心召されよミサキ殿。この上からビキニアーマーを装着すれば──」

「制服の上にビキニアーマー着た女子高生なんていないから！」

「しかしこのような贅ぜい沢たく品ひん、姫様の従者たるわたしには分不相応かと」

「そういう問題じゃないってば！」

「そうですよ、ベルベリンデ。ミサキさんのご好意を無にしてはいけません」

「お、俺もそう思いますベルベリンデさん。い、いくら何でもその格好は」

「由ゆう太たは見ちゃダメ！」

　ずびしっ！

　うごおおおお！　目が！　目がぁぁぁぁぁ！

「ほら！　あたしがやり方教えてあげるから、早くブラ着けて！」

「むう……承知した。それでは、ご教授願おうか（脱ぎっ）」

「ここで脱いじゃらめぇぇぇぇぇ！」

　三み咲さきはベルベリンデさんを連れて、急いで校内のトイレに駆け込んだ。

　取り残されたアクセリアと顔を見合わせ、思う。

　俺は今日、無事に生きて帰ることができるのだろうか……。
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「皆さんおはようございます。わたくし、アクセリア・ウル・リリガルドと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

[image: ]

　アクセリアがぴょこんと頭を下げると、みんなの口から「可愛かわいい！」「ハーフ？」と感嘆の声が漏れた。

　さもありなん。制服に身を包んだアクセリアは、そこらのアイドルなんか目じゃないくらいの美少女だ。

　さらりと流れる金色の髪、陶器のように白くきめ細やかな肌。手足はほっそりとして顔は小さく、長いまつ毛がサファイア色に輝く瞳を彩いろどっている。

　頭のてっぺんからつま先まで、完璧としか言いようのない美少女。

　あれが俺の嫁とか、マジで信じられん……。

「え～、アクセリアさんは漆うるし原ばら君の遠い親戚で、海外に住んでおりましたが、ご家庭の都合により、このたび我が校へ転校してくることとなりました」

　臨時教師のお爺じいちゃん先生が、事前打ち合わせどおりの内容をみんなに説明する。オブザーバー云うん々ぬんの話は、ここだけの秘密だ。

　それにしても、設定がベタすぎるだろ……。

「さて。次はわたしの番だな」

　アクセリアの自己紹介が終わったところで、今度はベルベリンデさんが一歩前に出る。

「ベルベリンデ・エル・クロスだ。姫様の従者を務めている。今日から貴様らを一人前の戦士に育ててやる。覚悟しておけ」

　いや、あんたは生徒のほうだから！

「あの、ベルベリンデ君？　君は三年生のクラスだと思ったんじゃが……？」

　え？

「気にするな。わたしはここで構わん」

　いや、あんたが気にしなくても学校側が気にするわ！

「しかしねえ、違う学年ではさすがに……」

「わたしには姫様の警護という重要な任務がある。どうしてもと言うのなら、力ずくでどかしてみろ！」

　ベルベリンデさんが剣を振りかざすと、先生は二本の指で「パシッ」と白はく刃じんを受け止めた。

　って、えええええええ!?

「おやおや、若い子は血気が盛んでいかんなあ」

「き、貴様、その技は……」

「なあに、昔取った杵きね柄づかというやつですよ」

　ベルベリンデさんは剣を鞘さやに収め、くるりと背中を見せる。

「どうやら、姫様の警護は一人で充分のようだな」

　そして、そのままカツカツ足音を立てて教室を出ていってしまった。

　一体何だったんだ……。

「さて、みんなからアクセリアさんに何か質問はあるかのう？」

　何事もなかったかのように先生が呼びかけると、待ってましたとばかりにクラスメイトの一人が手を上げた。

「アクセリアさんは、どこの国から来たんですか？」

　当あたり障さわりのない質問だな……普通なら。

　だが俺たちには支障ありまくりだ。ここで正直に「異世界から来ました」なんて言おうものなら、確実に痛い子扱いだろう。

　というわけで、

「申し訳ございません。実は身の危険を感じてこちらへ亡命してまいりましたので、国のことはあまり申し上げられないのです」

　ということにしておいてもらった。

「そ、そうなんだ……」

　質問をした女子も、事情を察して、神妙そうな表情を浮かべる。

　たぶん、政治難民みたいなものを思い浮かべているのだろうが、よもや転移魔法でファンタジー世界からやって来たとは思うまい。

「さて、他に質問は……」

　次に手を上げたのは、好奇心旺盛な男子だった。

「あの……アクセリアさんの耳は、どうしたんですか？」

　それな。

　ハーフエルフの象徴とも言える長い耳。さぞかしみんな不思議に思ったことだろう。

　だが、これにはすでに魔法の言葉を授けてある。

「遺伝です」

　ニッコリ笑顔で答えたアクセリアに、質問した男子は「なるほど」と頷うなずいて手を下ろした。

　よく考えると何も分かっていないのだが、そこを分かった気にさせるのが、科学用語の素晴らしいところである。

　まあ実際に遺伝なわけだから、ウソついてるわけじゃないしね。

「さて、時間もないから、次で最後の質問にするぞー」

「先生ー、アクセリアさんは漆うるし原ばら君と結婚してるって聞いたんですけど、ホントですかー？」

　チッ、やはり来たか。

「おや。どうなんだね、アクセリアさん」

「はい、わたくしはユウタ様の妻です☆」

　ざわっ、とにわかに騒がしくなる教室。不穏な気配に隣を見ると、姫ひめ川かわが「ぐぬぎぎぎ……」と、ものすごい形相で俺を睨にらみ付つけている。なぜ！

（はぁ～～、やっぱこうなっちまったか……）

　本当は秘密にしておきたかったのだが、こればかりはアクセリアを黙らせておくことができなかった。

　というのも昨日の夜、俺は風ふ呂ろ上あがりに勇気を出してアクセリアにこう尋ねてみたのだ。

「なあアクセリア、俺たち二人の関係は、みんなには内緒にしておかないか……？」

　するとアクセリアは「ガーン[image: ]」と顔を真っ青にして、わなわな震え出した。

「どどど、どうしてですか!?　はっ、分かりました！　やはり卑いやしいハーフエルフが妻ではユウタ様に恥をかかせてしまうのですね……？　ええ、良いいのです。わたくしのことなど、名も知らぬ他人と捨て置きください……。うう……わあああああん！」

　その直後、





「姫様を泣かす輩やからは悪・即・斬！」






　壁をぶち破って登場したベルベリンデさんの牙突が、俺の額に炸さく裂れつした。

　あの時偶然アイス枕を頭に巻いてなかったら、俺は確実に死んでいただろう。




　と、いうわけで。

「えーと……先生、俺からちょっと補足してもいいでしょうか。実は彼女の故郷では、耳に触れた男性を夫と呼ぶ習慣があるんです」

　苦肉の策として考えたのがいまの回答である。

　これならきっと、ちょっと耳に触れてしまっただけの関係とみんなに思ってもらえるに違いない。たぶん。

「ほう、変わった文化だね。そうなのかい、アクセリアさん」

「はい。ユウタ様はわたくしの耳に触れ、大切な夫になりました♥」

　じゃあ俺もあの子の耳に触れれば夫になれるのかな、と呟つぶやいたそこの男子、貴様には絶対触れさせないからな！

「ふむ。まあ、世界にはいろんな習慣があるからのう。みんなも、これを機に多様な文化を受け入れる寛容な精神を育はぐくんでもらいたいと先生は思っています」

　先生が珍しくいい感じにまとめ、ホームルームは無事終了した。

「ふう～、何とかやり過ごせたか」

　汗をぬぐいながら、俺は天井を見上げる。

　このまま何事も起こらず一日が過ぎればいいんだが……。
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　時計が間もなく正午を指そうとしていた頃、一人の女子生徒がそわそわと机の脇にかけたスポーツバッグをに手を伸ばした。

（ど、どうしよう……もうすぐ四時限目が終わっちゃう……）

　ふわふわしたセミロングの髪に、華のあるぱっちりとした瞳。やや太めの眉が印象的な、そこそこ可愛かわいい女の子。

　姫ひめ川かわ結ゆ衣いである。

（今朝はとんでもない転校生が来てちょっとビックリしちゃったけど、わざわざ早起きして、ママにも手伝ってもらったんだもん。絶対漆うるし原ばら君に渡さなきゃ）

　結ゆ衣いが由ゆう太たのことを気にかけるようになったのは、入学式の日に起きた、とある出来事がきっかけだった。




　四月一日。

　校門前ではすっかり花びらを散り終えた葉桜と並んで、背の低いヤシの木がそよそよと風になびいていた。

　ここ北小お笠がさ原わらでは、桜は春に咲くものではない。冬の景色を彩いろどるものだ。そして初うい々ういしい新入生たちは、紺こん碧ぺきの空と深緑の香りに迎えられ、高校生活の第一歩を刻む。

「それでは早速じゃが、この学校には親おや島じまだけじゃなくて、お隣の青あお根ね島しまから入学してきたもんもおるから、自己紹介をしてもらうかのぉ」

　白髪の老教師の言葉に、期待と不安の入り混じった表情で耳を傾ける生徒たち。

　そんな中、姫ひめ川かわ結ゆ衣いはただ一人、ぶるぶると膝を小刻みに震わせていた。

（うぅ……お、お手洗いに行きたい）

　足を交差させて懸命に尿意と戦っているが、そろそろ限界は近い。

（こんなことになるなら、モーニングコーヒーなんて飲まなければよかった……）

　一見気が強そうな結ゆ衣いだが、実はちょっとしたストレスですぐ眠れなくなってしまう、意外と繊細な神経の持ち主だった。今朝は眠気覚ましにコーヒーを飲んだのだが、どうやらそれが悪かったらしい。

（このわたしが『お手洗いに行かせてください』なんて、絶対言えないし……）

　内太ももをギュッと閉じ、必死の思いで尿道を圧迫する。貧乏ゆすりをしていないと、気が変になりそうだ。

（ホームルームはあと二十分。秒で換算すると、二十かける六十だから、ええと……百二十の十倍で、千二百秒！）

　長いんだか短いんだか、さっぱり分からない。

　焼け付くような焦燥感が、チリチリと首筋を焦がす。

「よし、じゃあ次」

　いよいよ結ゆ衣いの番が回ってきた。

　平静を装よそおいながら、膀ぼう胱こうを刺激しないよう、ゆっくり立ち上がる。

　カタン。

（ひぎぃっ！）

　不意に危険な振動バイブレーシヨンが結ゆ衣いの下腹部を襲った。

「ん～～？　どうした？　緊張でもしとるのか～？」

「んく……い、いえ……わ、わたしは姫ひめ川かわ結ゆ衣い、親おや島じま中学校出身で、す……」

　中腰のまま、何とか名前と出身校を告げる。

（だめ……もう、無理………）

　だが、それが精一杯だった。自己紹介を早々に切り上げ、ゆっくり席に座ろうとする。

「これこれ姫ひめ川かわさん。待ちんしゃい。これから三年間一緒に勉強する仲間なんじゃ。もう少しじゃな、なんとゆーか、こみにけーしょんを──」

　しかし、お爺じいちゃん先生はそれを許そうとしなかった。

（う、うう……もう、やめてぇ……）

　涙目の結ゆ衣いは、ガクガク震える膝を励ましながら、再び椅子から立ち上がる。

「しゅ、趣味……は、船でクルージングすること、です……」

「おお～、船か。実はわしも若いころは船に乗っておってなあ。と言っても戦艦じゃったが。戦艦は訓練が厳しかったぞお。『鬼の山やま城しろ、地獄の金こん剛ごう』なんちゅうてなあ。いまの若い子には信じられんじゃろうが、ある時、意地の悪い上官が突然バットを持ち出して──」

「せ、先生。そのお話、長くなります……？」

「ふぉ？　ああ、いやすまんすまん。いまはみんなの自己紹介の時間じゃったな。んで、趣味はなんじゃったかのう？」

「あの……し、失礼ですが、先生の血は何色でしょうか……？」

「む？　赤じゃよ？　わしへの質問は後にしなさい。まずは自分のことを紹介するのが先じゃ」

（って、あなたがわたしの自己紹介を邪魔してるんじゃない！）

　思わず興奮した拍子に、結ゆ衣いの背筋がぶるっと震えた。


　ぴちょん。







（あっ♥）






　じわりと広がった温ぬくもりが、熱を奪い去りながらひやりと結ゆ衣いの大事な部分を濡ぬらしていく。

（出た……出ちゃったぁ。一滴だけど、出ちゃったぁ……）

　冷たい感触は、妙な背徳感を結ゆ衣いの下腹にねじ込んでくる。

「む？　どうしたんじゃ、姫ひめ川かわさん？　もしやおぬし──」

　う、うそ!?　バレた!?

「軍艦にも興味があるのか？」

「ありません！」

「まあ若い時はそういうものに憧れる気持ちも分からんではないが、もっと平和を大切に──」

（あああああ、もう、やめて！　出ちゃう……!!）

　スカートの裾を引っ張りながら、もじもじと太ももを擦こすり合わせる結ゆ衣い。

　パンパンに張った膀ぼう胱こうは、いくら蛇口をきつく締めても後から尿意が込み上げてくる。

　お願い、誰か助けて──!!

「聞いとるのかね、姫ひめ川かわさん」

「ひっ!?」

　その瞬間、結ゆ衣いの中で何かが途切れた。





　プッシャアアアアアアアア。






　下着を貫く熱い奔流。足元に広がる大きな水みず溜たまり。

　内太ももから流れ落ちる液体が、靴下と上履きを濡ぬらしていく。

「あ………ああ…………」

　法悦と羞恥、解放と絶望、天国と地獄が同時に押し寄せてくる。

　終わった……。小学校中学校と、ずっとお嬢様でクラスのヒエラルキーの頂点にいたこのわたしが、公衆の面前で、おもらしなんて……。

　終わった終わった終わった終わった終わった終わった終わった終わった終わった終わ──




　──った？




　あれ？　違う。

「ご、ごめん……姫ひめ川かわ」

　クラスメイトたちから注がれる視線の中で、結ゆ衣いはハッと我に返った。

「え……？　な、何……これ………？」

　まだ尿意は途切れていない。いまだ膀ぼう胱こうは緊張に張り詰めている。

　おまけに床を濡ぬらす液体はシュワシュワと軽快な発泡音を立てているし、スカートや足元だけでなく、シャツと髪の毛までびしょびしょだ。

「す、すまん、姫ひめ川かわ。あの……大丈夫……じゃないよな」

　隣の席の男子が手にしているのは、キャップから炭酸水が溢あふれ出だしたペットボトル。

　まさか、わたしを濡ぬらしたのは、あの飲みもの……？

　教壇で、老教師がゆらりと立ち上がった。

「漆うるし原ばら由ゆう太た……貴様、何をしておる」

「ち、違うんです、先生！　これには深いわけが──」

「理由なら、生徒指導室でじっくり聞こうか」

　脱ぎ捨てたジャケットが、ズドン！　と音を立てて教壇にめり込んだ。

「え!?　せ、先生！　いまジャケットが、ズドンって」

「他のみんなは自習じゃ。姫ひめ川かわは着替えてきなさい。誰か、手のあいてる者は掃除を手伝ってあげるように」

「あの……話聞くだけなのに、どうして指をボキボキ鳴らしてるんですか？」

「さぁ回復してやろう。全力でかかってくるがいい」

「いや、自分で歩けますから、引っ張らないで……あ──────────っ」

　無理やり連行されていく男子生徒が、一瞬チラリと結ゆ衣いのほうを見た。

　教師には見えない角度で手を合わせ、意味深に片目を閉じる。

（まさか……わたしを助けるために……？）

　確かめる間もなく、彼は教室の外へと連れ出されていった。

「ほら、結ゆ衣いちゃん。ジャージ貸してあげるから着替えてきなよ」

「え？　あ……ありがとう、失礼するわ！」

　慌てて駆け込んだトイレで、結ゆ衣いはホッと息をついた。

（あ、危なかったわ……。けど、おかげで助かっちゃった）

　ジャージに袖を通しながら、生徒指導室に引っ張られていった男子の顔を思い出す。

（漆うるし原ばら由ゆう太た……って言ったかしら）

　身を挺ていして危機から救ってくれたその男子は、ちょっとかっこいいような……いや、かなりかっこいいような……というか、ぶっちゃけものすご～～くかっこよく見えた。




　チラリと由ゆう太たの横顔を盗み見た結ゆ衣いは、ふう……と熱っぽい息を吐き出した。

（夏休み明けだし、二人の関係を変えるチャンスよね。一学期は失敗しちゃったけど、今度こそ絶対に渡さなきゃ！　でも、わたしのお弁当、喜んでもらえるかな……）

　キーン、コーン、カーン、コーン。

　チャイムの音で、結ゆ衣いはハッと我に返った。

（えっ!?　もう授業終わり!?）

「きりーつ。礼。着席」

　椅子に腰を下ろしたところで、結ゆ衣いはゴクリと唾を飲み込む。

　もう悩んでいるヒマはない。

　スポーツバッグを開け、中からパステルグリーンのナプキンに包まれた弁当箱を取り出す。

　実はこのナプキンも、散々悩んで選んだものだ。

　結ゆ衣い自身はピンクが好きだが、男子はそういう色を恥ずかしがるかもしれない。かと言って、ブルーや黒では、いいデザインのものが見当たらない。

　このパステルグリーンにたどり着くまで、どれほどの紆う余よ曲きよく折せつがあったことか……。

　いつもより大きなお弁当箱を胸に抱え、結ゆ衣いは恐る恐る隣の席に手を伸ばした。

「ねえ、漆うるし原ばらく──」

「ユウタ様、見てください！　わたくし、今日はユウタ様のために、腕によりをかけてお弁当を作ってまいりました！」

　え!?

「ほらほら由ゆう太た、アクセリアちゃんの手作り弁当だよー」

　声をかけようとしたところで、二人の女子が由ゆう太たに話しかけてきた。

　和わ栗ぐりさんと、転校生の子だ。

（あ………）

　伸ばした手が、空くうをつかむ。

　一メートルにも満たない距離が、宇宙の星々くらい離れて感じる。

「アクセリアの手作りって……だ、大丈夫か？」

「チッチッチッ。由ゆう太た、アクセリアちゃんを舐なめたらアカンよ？　アクセリアちゃんは、普通に作れば料理も上手なんだから」

「妻として、普通にがんばりました！」

「お、おう……」

「それじゃあ御ご開かい帳ちようー!!」

「今日は得意のパイ生地を使ったお料理です！　いま切り分けますね！」

　緑色のナプキンを握り締めると、綺き麗れいな柄にくしゃっと皺しわが寄った。

　大きな弁当箱を抱えた自分が、なんだかひどく滑稽に思える。

「ふふ、切れました！　さあユウタ様、どうぞ！　はい、あーん♥」

「お、おい、よせよ。自分で食べられるから」

「じゃあアクセリアたん、あたしにちょうだい！　あーん！」

「まあ。うふふ、ミサキさんたら。それでは……はい、あーん」

　居たたまれなくなった結ゆ衣いは、弁当箱を抱えてそっと席を立った。

　行く当てがあるわけではない。だが、たとえどこであろうと、ここにいるよりはマシだ。

（お弁当、一人じゃ食べ切れないな……）

　朝から愚痴の一つも言わず、笑顔で手伝ってくれた母。

　わたしがこんな気持ちでいると知ったら、なんて思うだろう……。

「ママ、ごめん……」

　教室を出ようとしたところで、スラッとした背の高い女子とすれ違った。

　ちょっとした美男子にも見えるその女子は、お腹なかをさすりながらポツリと呟つぶやく。

「ふう、腹が減ったな。よもや『がっこう』が狩猟禁止とは」

　しゅ、狩猟!?

「……って、あなた、たしかベルベリンデさん、だったっけ？」

「うむ。いかにもわたしがベルベリンデだ。何か用か？　果たし合いか？」

「は、果た──!?　いえ、そうじゃなくて、いま、お腹なかが減ったって……」

「フッ、貴殿には関係のないことだ。それより貴殿は他の者たちと一緒に食事をしないのか？」

「わたしは…………いいの」

「そうか」

　立ち去りかけたところで、

「あの、ベルベリンデさん」

「ん？」

　パステルグリーンのナプキンに包まれたお弁当箱を、すっと結ゆ衣いは差し出した。

「これ、あげる」

「むぅ？　それは弁当か？　ありがたい申し出だが、貴殿の食糧はどうする？」

「わたしの分は、他にあるから……」

　渡しそびれた弁当を押し付けられるなんて、まったく迷惑な話だろう。

　けど、どうせ一人じゃ食べ切れそうにないし、捨てるのも、手伝ってくれた母に申し訳ない。

「それでは遠慮なく受け取っておこう。感謝する」

　美丈夫の女子生徒は、お弁当箱をひょいと取り上げ、さわやかな笑みを浮かべた。

　感謝する、だって。ホントはわたしのほうが感謝したいくらいなのに……。

　結ゆ衣いは顔も上げず、そのまま逃げるように教室を出ていった。
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　終業のチャイムが鳴ると、待ちかねたように三み咲さきがアクセリアを連れて駆け寄ってきた。

「ねえねえ由ゆう太た、アクセリアちゃんに部活の案内してあげない？」

　三み咲さきの言葉に、アクセリアがきょとんと首を傾かしげる。

「『ぶかつ』ですか？」

「そうそう。部活ってのはね、みんなでスポーツとか芸術をやる時間なんだよ」

「まあ、それは楽しそうですね！　ユウタ様は、何か部活をなさっているのですか？」

「ん～～。俺は結構いろんな部活を掛け持ちしてるよ」

　島の学校は生徒数が少ないので、みんなでいろんな部を掛け持ちして試合に必要な人数を確保しているのだ。

「そういうわけだからさ、アクセリアちゃん、いまから部活見学に回らない？」

「はい！　ぜひよろしくお願いいたします！」

「もちろん由ゆう太たも一緒に付いてくるんだよ？」

「へいへーい」

　だろーと思ったよ。

　何かまたおかしな騒ぎが起こらなきゃいいけど……。




「まずはここかな！」

　鼻び腔こうをくすぐる井草の香り。一面に並べられた白いカード。

　最初に訪れたのは、競技かるた部だった。

「いや、何でこんなマイナー部から始めるんだよ……」

「マイナー部言うなし！　競技かるた部は、文科系と運動系を兼ねた立派な部活なんだよ！」

　とそこへ、女子たちに袴はかまを着せてもらったアクセリアが姿を現した。

「ユウタ様、お待たせいたしました」

　小袖を襷たすきで結び上げ、白く細い腕が眩まぶしく輝いている。

「わあ！　アクセリアちゃん、すごく似合ってるよ！」

「うふふ。いかがでしょう、ユウタ様」

　茜あかね色いろの裾をなびかせて、アクセリアがくるりと一回転する。

「あ、うん。まあ、に、似合ってるよ……」

　和の袴はかまと、ファンタジー然としたアクセリアの金髪が絶妙なギャップを生み出して、ちょっとヤバいくらい可愛かわいい。恥ずかしくて口には出せないけど……。

「ぬふふ。由ゆう太た、これで驚いてたらダメだよ。実はもう一人、ゲストを呼んであるんだから」

「え？　ゲスト？」

「カモーン、みうみう！」

　奥の襖ふすまを開けて姿を現したのは、やはり袴はかまに身を包んだ美み羽うさんだった。

「あの、わたしはリリガルドでの授業が終わったので、アクセリアさんたちの様子を見に来ただけなのですが……」

「どおどお由ゆう太た？　みうみうもすっごく可愛かわいいでしょ！」

「あ……う、うん」

　矢や絣がすり模様の小袖に海え老び茶ちや色の女おんな袴ばかま。頭には大きなリボンが飾られ、手にはきゅっと絞られた巾着袋が握られている。

　これぞ大正女学生。はいからさんが通りますよ～。

「わたしは地味ですので、アクセリアさんと並ぶと恥ずかしいのですが……」

「いや、すごく落ち着いてて素敵だと思いますよ」

「そ、そうでしょうか……」

　目を伏せてもじもじする、美み羽うさん。

　和装もよく似合ってるし、こっちはこっちで正統派清純乙女という感じだ。

「そんじゃ二人とも、早速部活やってみよっか！」

「は、はい……」

「わたくし、がんばります！」

　というわけで始まった競技かるた部の仮入部だったが、




「天あまつ──」

「はい！」

「千ち早はや──」

「はい！」

「め──」

「はい！」

　美み羽うさんの脇には、圧倒的な数の札が積み上げられていた。

　まさに美み羽うさん無双。競技かるた部のみんなもあっけに取られている。

　一方アクセリアはというと、

「字、字が読めません……」

　だよな～～。

「三み咲さき、これは完全にミスチョイスだろ……」

「めんごめんご！　二人の袴はかま姿が見たかったもんだから、つい！」

　うん、知ってた。

「それじゃ、ここはこのくらいにして、他の部を見に行くか」

　結局かるた部の見学は、袴はかま姿のコスプレだけで終わった。

「残念です。わたくしが、もっとニホンの言葉を読めたら良かったのですが……」

　しょんぼりと耳を垂れるアクセリアを見て、先ほど着付けをしてくれた一年生部員が「ねえ、アクセリアさん」と肩を叩たたく。

「はい、何でしょう？」

「良かったら、今度クラスのみんなで家に集まって、勉強会しない？」

「べんきょうかい、ですか？」

「そうそう。日本では、仲の良い子同士で家に集まって、一緒に勉強会をするんだよ。一人だとだらけちゃうけど、みんなでやれば勉強もはかどるでしょ？」

「まあ、それは素敵ですね！　ユウタ様、わたくし、お勉強会に行ってみたいです！」

「ああ、行ってきなよ」

「もちろん、ユウタ様もご一緒に！」

「え!?　俺も!?」

　俺、勉強なんかしたくないんだけど……。

「ユウタ様、妻をたった一人で勉強に行かせるつもりですか？」

「う……わ、分かったよ」

「漆うるし原ばら君、早速アクセリアさんのお尻に敷かれてるんだね」

「いや、それは……」

「うふふっ。お友達とお勉強会、とっても楽しみです！」

　嬉うれしそうに耳をぴょこぴょこ動かすアクセリア。

　勉強会か。めんどくさいけど、まあ本人が楽しみにしてるならいいか。
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　その頃、結ゆ衣いはとぼとぼと廊下を歩いていた。

「クラス委員の仕事でずいぶん遅くなっちゃった。今日はもう帰ろうかな……」

　自然と足が玄関へ向きかける。とその時、背後から結ゆ衣いを呼び止める声があった。

「やあ、ヒメカワ殿」

「え？　ああ、ベルベリンデさん……って、あなた、その手に持っているものは何？」

「見てのとおり、剣だ。この学校に剣道部なるものがあると聞いたのでな、我がクロス流刀殺法とどちらが優れているか、腕試しをしていたのだ」

「そ、そう……？」

　何を言っているんだろう、この人は。

「まあ、ここの剣士もなかなかではあったが、まだまだ未熟ゆえ、我がクロス流刀殺法の敵ではなかった」

「ふ、ふーん……そうなの？　それじゃあ、わたしは用があるから、これで──」

「あいや待たれよ」

　おかしな人には関わるまいと、そそくさと立ち去ろうとした結ゆ衣いの背中を、ベルベリンデが再び呼び止めた。

「な、何かしら？」

「今日は貴殿のおかげで大変美味な昼食を食べさせてもらった。このとおり、改めて礼を申し上げる。ユウタ殿も、非常に喜んでおられたぞ」

「え？　漆うるし原ばら君が？」

「左様。貴殿の様子がおかしかったのを心配されて、ちょうど立ち話をしていたわたしに、何があったのかと尋ねてこられたのだ。事情を話したところ、ユウタ殿もぜひ貴殿の弁当を食したいと申されてな」

「そ、そうなんだ……。漆うるし原ばら君が……わたしのことを、心配してくれて………」

「ところでヒメカワ殿、不ぶ躾しつけなことをお尋ねするが、貴殿はわたしのことを好いているのか？」

「は!?　え、いや、何で!?」

「ユウタ殿がそのように申されたのだ。ヒメカワ殿がわたしに懸け想そうしているのではないかとな。しかし、すまぬがわたしは剣と姫様のために生きる身。貴殿の気持ちには応じられぬ」

「ち、違うわよ！　わたしが好きなのは、う──」

「う？」

　慌ててハッと口を押さえる結ゆ衣い。

「う……うちのパパみたいな男性よ！」

「ふむ、そうであったか。ではわたしの予想も外れたようだな」

「ベルベリンデさんの予想？」

「うむ。貴殿が懸け想そうしているのは、わたしではなくユウタ殿のほうだと申しておいたのだ」

「ちょ、ちょっと待って！　何てこと言ってくれるのよ！」

「違ったか？」

「ど、どうでもいいでしょ、そんなこと！　……で、漆うるし原ばら君は何て？」

「フッ、赤面しておられたわ」

「────!!」

　赤面したってことは……満更でもなかったってこと？

　それなら、もしかしたら……。

　急に、胸の奥からふつふつと込み上げてくるものを感じた。

　しぼんでいた心が、熱いエネルギーで満たされていく。

　こうしてはいられないわ……。

「ベルベリンデさん、漆うるし原ばら君はいまどこに？」

「たしか、姫様やミサキ殿と一緒に部活見学に回っておられたな」

「部活見学？」

　まさか、アクセリアさんと同じ部活に入る気？　そんなことになったら、ますますわたしの入り込む余地がなくなっちゃう……。

「先ほど体育館を出てこられたのを見かけたが、次はたしか、あちらのほうへ──」

「ありがとう！」

　結ゆ衣いはダッと廊下を駆けだした。

　その背中を見送りながら、ベルベリンデは誰に言うともなく呟つぶやく。

「むう。ユウタ殿は『姫ひめ川かわが俺のこと好きなんて言ったら、俺のほうがぶっ飛ばされるわ！』と真っ赤な顔で憤慨しておられたが、案外これは、もしかすると……」

　息を切らして走りながら、結ゆ衣いは「もう一歩も引かないんだから」と、決意を新たにするのだった。
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　陽光をキラキラ弾く水面、塩素の匂いと舞い散る飛沫しぶき。

　女子体操部でのひと悶もん着ちやくを終え、次に俺たちが連れてこられたのは……、

「やっぱ島の部活と言えば、水泳部は外せないっしょ！」

　学校指定の水着に着替えた三み咲さきが、ぴょんと跳ねた。

「お前、さっきは水泳部のこと『恥ずかしいカッコしてる』ってディスってたクセに」

　ちなみに俺も水着着用で集合している。一応、水泳部も掛け持ちしてるんで。

「あの、ミサキさん。これが『すくーるみずぎ』というものでしょうか？」

　俺の隣で、スク水を着たアクセリアが顔を赤らめながらもじもじと俯うつむいた。
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「いいね！　似合ってるよ、アクセリアちゃん！」

「他の皆さんは、太ももまで隠れるものを着ておられる方が多いように思うのですが……」

「あれは上級者向けなんだよ！」

　なんの上級者だ。

「ところでユウタ様、ミウさんのお姿が見えないようですけれども」

「ああ、美み羽うさんなら帰ったよ。なんか、股関節が痛いって……」

　ひょこひょこ妙な足取りで歩く後ろ姿は、実に切なかった。

　帰ったら、美み羽うさんに謝っといたほうがよさそうだな。

「そういや、アクセリアが泳いでるところ見たことなかったけど、どれくらい泳げるんだ？」

「わたくしは水の精霊さんもお友達ですので、泳ぎはどちらかと言えば得意かもしれません」

「なるほどな。んじゃ、とりあえずプールの隅っこ借りたから、試しに泳いでみるか」

　早速準備運動を始めようとした、その時だった。

「わたしも参加するわ！」

　プールサイドで叫ぶ仁王立ちの影。

　あれは……。

「姫ひめ川かわ!?　どうしてここに!?」

「べ、別にいいでしょ！　わたしもちょうど他の部活を見てみたいと思ってたの！」

　こいつはたしか、吹奏楽部だったか。吹奏楽部で掛け持ちなんかできるのか？

「ちなみに水着はあたしが貸してあげたんだよ！　みうみうの分も用意してあったけど、帰っちゃったから！」

「なるほど、やはり貴様が一枚嚙かんでいたか……」

　スク水姿の姫ひめ川かわは、普通に可愛かわいかった。

　まあ細いんだけど、太ももは意外にむちむちしてて、幼児体形な割に、胸はそこそこある。

　アクセリアほど整ったスタイルではないが、かえってそれが生々しいというか、肉感的な魅力を醸かもし出だしている。

「ちょ、ちょっと！　何じろじろ見てるのよ！」

「あ、いや……すまん」


「み、見たいなら、素直にそう言えば見せてあげるのに……」



「え？　いま何て？」

「何でもないわ、バカぁ！」

　何で俺怒られてんの？

「やっぱ俺、姫ひめ川かわに嫌われてんのかなぁ……」

　ポツリと呟つぶやく俺に、三み咲さきが呆あきれた表現を浮かべた。

「はぁ？　何言ってんのさ、由ゆう太た？」

「いや、別に……独り言だよ」

　実は嫌われた原因ならとっくに分かってる。始業式の日のことだ。

　俺、あん時姫ひめ川かわに思いっきりジュースぶちまけちまったんだよな。こっそり「助けてくれ」って合図送ったけど、完璧にシカトされたし……。

　三み咲さきのやつ、俺が冷凍庫に入れておいたお茶をいつの間にか炭酸水に入れ替えやがって。おまけにそれが爆発して姫ひめ川かわをジュースまみれにしちまうとか、マジで最悪じゃねえか……。

「はぁ……まあいいや、とりあえず泳ぐぞ」

　準備運動を終えた俺は、プールサイドからゆっくり水に足を入れた。

　その隣で、三み咲さきが勢いよくジャンプする。

「水すい遁とん！　水龍弾の術ーっ！」

　ざっぶーん！

「こら、三み咲さき！　いきなり飛び込むんじゃねえ！」

「にゃははは！」

　他の皆さんに迷惑でしょうが！

「おい姫ひめ川かわ、大丈夫だったか？」

「はわわわわ……」

　プールサイドを見ると、びしょ濡ぬれになった姫ひめ川かわが、腰を抜かしたようにへたり込んでいた。

「み、水……あわわ……」

「へ？　お前もしかして水が苦手なのか？　だったら水泳部はやめたほうが……」

「だ、大丈夫よ！　ぜんぜん問題ないわ！　け、けど、ほんのちょびっとだけ怖いから、そばで見ててもらえないかしら」

「お、おう……」

　プールの中から差し出した手を、姫ひめ川かわがすがるように握ってくる。

　どうやら本当に水が怖いらしい。

「ゆ、ゆっくりと……（ドキドキ）」

「そう、落ち着いて足から静かに入るんだ。じゃあ、手を離すぞ」

「うん……」




　トプン！




　そして、そのまま水中に没した。

「ひ、姫ひめ川かわ!?」

　しまった！

　当たり前のように立ち泳ぎしてたけど、この辺りは少し深くなってるから、姫ひめ川かわじゃ足が届かないんだ！

「がばっ！　ごぼごぼっ！」

「姫ひめ川かわ、もう一度俺の手につかまれ！」

「ぷわっ！　はっ！　はうっ！」

　慌ててクロールで近寄ると、姫ひめ川かわは突然、俺に覆おおい被かぶさってきた。

「むごっ!?」

　ちょっ、姫ひめ川かわ！　それヤバいって！

　頭を上から押さえ付けられ、水面に出ることができない。って言うかその前に、顔が胸で圧迫されて呼吸ができない。おっぱいで窒息死という、冗談みたいな危機が現実の恐怖として襲いかかってくる。

「ごぼぼぼ……」

「由ゆう太た！　あたしの手につかまって！」

　三み咲さきが手を伸ばすが、腕も脚で挟み込まれ、伸ばすことができない。

　このままじゃヤバい……何とか、何とかしなきゃ……!!

　俺は肘から先を何とか動かし、姫ひめ川かわの脇腹を全力でくすぐり倒した。

「ひゃっ！」

　どうだ、これで力が緩むはず！

　と思ったのだが、ビクッとのけ反った姫ひめ川かわは、ますます強烈な力で俺の胴を締め上げてきた。

　逆効果かよ！

（あ、なんか気持ち良くなってきた……）

　全身からすーっと力が抜けていく。

　もしかしてこれ、マジでヤバくね？

　薄れゆく意識の中、俺の耳にアクセリアの声が届いた。




〝水の精霊さん！　わたくしに力を！〟




　直後、青い光が渦を巻き、俺と姫ひめ川かわの身体からだを一気に水面へと押し上げる。

　ザッパーン！

　水柱はそのまま俺と姫ひめ川かわをプールサイドに押し流し、辺りに大粒の雨を降らせた。

「ご、ごほっ！　ごほっ！」

「だ、大丈夫ですか、ユウタ様！　ヒメカワさん！」

「お、俺は大丈夫……」

「アクセリアちゃん、結ゆ衣いちゃんも大丈夫そうだよ！」

「そうですか……」

　アクセリアは、ホッとした様子でその場にへたり込む。

　だがその周りでは、水泳部の生徒たちが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「ア、アクセリアさん……？　な、何、いまの……？　アクセリアさんの身体からだが光って、水が生き物みたいに……」

「え……？　あ……そ、それは……」

　禁止されていた魔法をみんなの前で使ってしまい、目を泳がせるアクセリア。

　だが俺はその肩を、後ろからポンと叩たたいた。
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「──ってわけで、アクセリアはホントは異世界から来たハーフエルフなんだ」

　俺が説明すると、みんな口を半開きにして、化石のように固まってしまった。

「ね、ねえ由ゆう太た、さすがにホントのこと言っちゃうのはマズかったんじゃない……？」

「しょうがねえだろ、見られちまったんだから。それに、ずっと黙ってるのもみんなをだましているみたいで気が引けるし……」

「そうだけどさ……」

　俺は覚悟を決めて、みんなのほうをキッと見返した。

　が、

「な、なんだよすっげーじゃねえか！　異世界なんてホントにあったんだな！」

「エルフみたいな耳だなーって思ってたけど、本物のエルフだったんだね！」

　あれ？

「え？　いや、みんな、信じるの……？」

「そりゃそうだろ！　だって、魔法だぞ!?　身体からだが青く光って水柱が上がったんだぞ!?」

　さすが島育ち。みんな純朴だなあ。

「それにしても、由ゆう太たが異世界から来た島の領主とはビックリだよ」

「……あのさ、悪いんだけど、そのことは他のみんなには内緒にしてもらえないかな」

「分かってるって。下へ手たに知られたら、科学者に連れてかれて解剖とかされちまうかもしれないもんな」

　うむ、さすがにそれはないと思うんだが、近いことをすでに経験してるのが怖いところだ。

「姫ひめ川かわも、いいよな。一応、クラスのみんなには、俺から説明しとこうと思うんだけど」

「え？　あ、うん……」

「どうした？　まだ具合が悪いのか？」

「べ、別に、何でもないわ。けど……」

　いつものようにツンと横を向いた後、姫ひめ川かわはばつが悪そうに俯うつむいた。

「漆うるし原ばら君、アクセリアさん……ごめんなさい。わたしのせいで、迷惑を……」

「俺は何もしてないよ。助けてくれたのはアクセリアのほうさ」

「いえ、わたくしもヒメカワさんの姿を見て、思わず身体からだが勝手に動いてしまっただけで……」

　その言葉に、ますますますます項うな垂だれる姫ひめ川かわ。

「わ、わたし……本当に──」

　その唇を、アクセリアがちょんと人差し指で塞いだ。

「謝らないでください、ヒメカワさん。わたくしたち、お友達ではありませんか」

「アクセリアさん……」

　ニッコリ微ほほ笑えむアクセリアに、姫ひめ川かわはぎこちない笑顔で返した。
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「今日は本当に刺激的な一日でした！」

　夕食を囲みながら、アクセリアが興奮気味に語り始めた。

「授業ではリリガルドの学校と比べものにならないほど高度なことを教えていただきましたし、部活も大変意義深いものでした！」

「良かったね、アクセリアちゃん！　楽しい時間が過ごせて！」

「はい！　これも、ミウさんのおかげです！」

　だがテーブルを挟んだ向かい側では、美み羽うさんがずーんと暗い表情でご飯を口に運んでいる。

「あの、ミウさん……？」

「もしかしてみうみう、まだあそこが痛いの？」

　三み咲さきの問いに、美み羽うさんが頷うなずきながら自分の下腹部へ手を伸ばした。

　それを見た百もも花か姉ちゃんが、不審そうな表情で首を傾かしげる。

「あん？　三み咲さき、そいつぁどういうことだ？」

「あのね、実は今日みうみうも連れてみんなで部活見学に行ったんだけど、そこでみうみうが、大事なところを由ゆう太たに……」

　おいこら三み咲さき、その言い方はものすごく語弊があるんじゃないか？

「んだとぉ……？　おいユウ、どういうことだ」

　百もも花か姉ちゃんが、ゆらりと立ち上がる。

　ちょっと待て、この流れは良くない。

「違うんだ、百もも花か姉ちゃん。話を聞い──」

「いいからいますぐオモテ出ろや」

「やだやだやだ絶対出ない！」

　出たら殺すんでしょ、ぼくのこと！

「安心しろ、ちょっとドライブに連れてってやるだけだから」

「もっといやだああああ、助けてえええええええ！」

　その様子を見ていた美み羽うさんが、パチンと箸を置いて顔を上げた。

「み、美み羽うさん……？」

「いいんです、和わ栗ぐりさん。由ゆう太たさんは別に悪くありません。ただ、わたしがあんな目に遭っている時、どうして助けてくださらなかったのかと……ぐすっ」

「ユウ……行こうぜ、ピリオドの向こうへ」

「逝いきたくないいいいいいいいいい！　だあずげでえええええええええ！」

　結局、百もも花か姉ちゃんの誤解はアクセリアが解いてくれた。

「はぁ～。よく分からんが、自分の行動にはちゃんと責任持てよ、ユウ。ウチもあんまり手は汚したくねえからな」

「は、はひっ」

　良かった。冤えん罪ざいで罰せられる人の気持ちがよく分かった。

「そう言えばアクセリアちゃん、かるた部見学した時に、クラスの子から、今度一緒に勉強会しようって誘われてたよね」

「あ、はい、そうなんです！　わたくし、お勉強会なんて初めてですので、ドキドキしてしまいます！　どんなドレスを着ていけば良いでしょう」

「うん、普通の服でおｋだよ……」

　ドレスで来たら、みんなびっくりするだろうなあ。

「うふふ。わたくしもいつかクラスの皆さんを、我がリリガルド城へお招きしたいです」

「わあ、お城に招待かぁ！　きっとみんな大喜びするよ！」

「そうでしょうか。わたくしも、皆さんに喜んでいただけたらとっても嬉うれしいです」

　はしゃぐアクセリアの姿に、俺たちの頰も知らず知らずのうちに緩む。

　俺もアクセリアもいつかそんな日がきたら……と思っていたのだが、チャンスは意外な形で到来した。
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　姫ひめ川かわ結ゆ衣いが登校すると、クラスメイトたちは、がやがやとアクセリアを取り囲んでいた。

「すごい、ホントにエルフなんだ！」

「道理で綺き麗れいだなあと思った！」

「アクセリアちゃん、お姫様なんだよね！　美人でお姫様で魔法も使えるなんて、すごい！」

　男子も女子も、まるで本物のアイドルが学校へやって来たかのような騒ぎだ。

　普段は結ゆ衣いにくっ付いている取り巻きの女の子たちも、今日は他の生徒たちと一緒にアクセリアを囲んでいる。

（何よ、わたしだって『姫』って呼ばれてたのに。まあ、たしかにあの子、性格は悪くないみたいだけど……）

　昨日のことを思い出すと、チクリと胸が痛む。

（お礼に焼いてきたクッキー、受け取ってくれるかしら。一応あの子の分もあるんだけど……）

　クラスのみんなは、結ゆ衣いが登校してきたことにも気付かず盛り上がっている。

「それにしても由ゆう太たのやつ、こんな可愛かわいい子を嫁にしちまうとはな～。うらやましいぜ、このこの！」

「お、おい、よせよ！」

「うふふ。ユウタ様とお似合いだなんて、わたくし、照れてしまいます♥」

「いや、そこまで言ってねえだろ……」

　二人の会話を聞いてるうちに、結ゆ衣いは胸がもやもやしてくるのを感じた。

　何だろう、この気持ち。すごく、嫌な気分……。

　ガラガラガラ。

「ほれほれ、ホームルームを始めるぞ～」

　遅れて登場した教師の一声に、生徒たちはようやくアクセリアの囲みを解いた。

「え～、一点だけ連絡じゃ。毎年実施してる、一年生の臨海学校についてじゃが……」

　ホームルームの冒頭、生徒たちの表情がパッと明るく輝いた。

　臨海学校とは、近くの叔お父じ島じまという無人島で例年行われている宿泊行事のことだ。

　校外の活動ということで、みんなとても楽しみにしているのだが……。

「実は大変残念なお知らせじゃ。何と毎年使ってるチャーター船が壊れてしまってな、今年は叔お父じ島じまへは行けません。ですので、今年の臨海学校は、この親おや島じま内で行われます」

「「「「ええ～～～～～～[image: ]」」」」

　一斉に不満の声が巻き起こった。

「親おや島じまなんて見飽きてるよ先生～」

「そうですよ～。こんな島、何もないじゃないですか～」

　彼らの言葉に、結ゆ衣いの耳がピクリと動く。

（ちょっとあんたたち、何言ってるのよ！　この島はねえ、パパが頑張ってリゾート開発してくれたから成り立ってるのよ!?　それを言うに事欠いて、何もないだなんて……!!）

　だがクラス内には誰一人、親おや島じまでの臨海学校を喜んでいる者はいない。

「勘弁してよー、先生」

「親おや島じまじゃなかったらどこでもいいからさー」

　その様子を見て、結ゆ衣いはますますいきり立った。

（いいわ、面白いじゃない。だったらこのわたしが最高の臨海学校を提供してやるわよ！　姫ひめ川かわリゾートグループの名にかけて、一生忘れられない思い出を作ってやるんだから！）

　結ゆ衣いが怒りにまなじりを裂いたその先で、一人の生徒が手を上げた。

「ねえねえ！　だったらさ、今年はみんなでアクセリアちゃんが住んでるリリガルドに行くってのはどう!?」

（え!?）

　声を上げたのは、三み咲さきだった。

　沈んでいた生徒たちの顔が、パアッと明るくなる。

「いいね、それ！」

「ナイスアイディア、和わ栗ぐりさん！」

　三み咲さきはくるっと振り向いて、アクセリアにウインクを送る。

「ね！　いいよね、アクセリアちゃん！」

「はい！　わたくし、お友達をお家うちに呼ぶというニホンの文化に憧れておりました！　皆さん、ぜひ我がリリガルド城にお越しください！」

「すっげー!!　お城だって!!　俺超行きたい！」

「わたしも！」

　一斉に盛り上がるクラスメイトたち。

　その歓喜に満ちたムードの中で、結ゆ衣いは一人、ギリギリと拳を握り締めていた。

　何よ……何なのよみんな。パパが頑張って良くしてくれたこの島のことはほったらかしにしておいて、後からひょっこり出てきた島なんかに食い付くなんて……。

「……やめときなさいよ」

　気が付くと、結ゆ衣いの舌は自分の意志を離れて勝手に動いていた。

「そんなところ、どうせホテルもレストランも展望台もない、ただの集落でしょ？　行ったって、どうせ不便ですぐ帰りたくなるに決まってるわ」

「あう……」

　しょんぼり耳を垂らしたアクセリアの横顔を見て、結ゆ衣いは「ハッ」と自分の口を押さえた。

　どうしよう……わたし、何てことを……。

「おい、姫ひめ川かわ」

　不意に由ゆう太たが立ち上がり、結ゆ衣いを睨にらみ付つけた。

「たしかにリリガルドは親おや島じまと比べりゃ泊まるとこもねーし、車も走ってなくて不便だけどな、それでも親おや島じまに負けないくらい、すっげーいいところなんだぞ」

「あ……いえ……わ、わたしは……」

「先生。臨海学校、リリガルドでやらせてください。あそこがどんだけいいところか、みんなに分からせてやります。な、アクセリア！」

「は、はい！」

　目を擦こすり、力強く頷うなずくアクセリア。

（ち、違うの、漆うるし原ばら君。わたしは、ただ親おや島じまの良さを分かってもらおうと……）

　だが、クラスメイトたちの歓声に押され、結ゆ衣いはそれ以上口を開くことができなかった。

　結局満場一致の賛成で、今年の臨海学校はリリガルドで実施することになったのだった。
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「結ゆ衣いちゃーん、晩ご飯できたわよー」

「はーい、ママ」

　食卓につくと、香ばしいかおりが胃袋を刺激した。

「今日は結ゆ衣いちゃんの好きなラザニアにしたわよ」

「ありがとう、ママ」

　結ゆ衣いにとって、彼女は自慢の母だ。美人でお料理も上手で、いつもパパを陰で支えている。

　年に何度か、一緒に内地へ行ってお洋服を買ってもらうのが結ゆ衣いの一番の楽しみだ。

　ガチャ。

「ただいまー」

　ナイフでラザニアを切り分けていると、帰宅した父がダイニングのドアを開けた。

「お帰りなさい、あなた。今日は早かったのね」

「ん？　ああ、まあちょっとな……」

（たしかにそうね。いつもはわたしがベッドへ入る頃に帰ってくるのに。最近パパ、ちょっと帰りが早いような……）

「なあ、ちょっといいかい？」

「え？　ええ」

　結ゆ衣いの父が、母を隣の部屋に呼んだ。

　それを見て、結ゆ衣いの胸がざわりと騒ぐ。

（どうしたんだろう、パパ。お夕飯の最中なのに、ママを呼ぶなんて……）

　悪いとは思いながら、結ゆ衣いは食事の手を止め、忍び足で隣の部屋のドアの前に立った。

〝──ねえあなた、そんなに状況が悪いの？〟

〝ああ。これまで何とかやり繰りしてきたけど、東日本大震災後の観光自粛やら燃料費高騰で受けたダメージが、ずっと尾を引いてるんだ……〟

〝そう……〟

〝フッ。結局、片道二十四時間もかかるところへわざわざ行こうなんて人は、ほとんどいないってことさ。おまけに船が出るのは一週間に一便。それだったらみんな海外へ行くよ〟

〝そうね。でも、このままでは結ゆ衣いが……〟

〝結ゆ衣いだけじゃない。お前にも悪いと思っている。パリに連れてってやれなくて、本当に済まなかったな〟

〝気にしないで。あの子ずっと行きたがっていたんだもの。せめて最後くらい、いい思い出を残してあげなきゃ〟

　ガーンッ！　と頭を殴られたようなショックを受けた。

（うそ……。ママ、自分は長時間飛行機に乗るのが苦手だから行かないって言ってたのに……）

〝七十年代の離島ブームが懐なつかしいよ。あの頃は親父おやじも元気だった。せっかく後を引き継いでここまで頑張ってきたのに、もう……〟

〝あなた……ううっ〟

　高級なオーク材のドア越しに、母の嗚お咽えつが聞こえてきた。同時に強烈な眩暈めまいが襲ってくる。

（わたしだけ、わたしだけ何も知らなかったの……？）

〝ああ……せめてこの北小お笠がさ原わらに、何か新しい目玉になるものがあればなあ……〟

　ふと、父の言葉が結ゆ衣いの耳を引き寄せた。

　新しい……目玉になるもの……？

　結ゆ衣いはギュッと唇を嚙かみ締しめ、ドアを睨にらみ付つける。

（パパとママ、怒るかな……。けど、そんなこと言ってる場合じゃない。パパの会社のため、そしてわたしたち家族のために、自分にだってできることはある！）

　そしてしばしの逡しゆん巡じゆんの後、思い切ってドアのノブを回す。

　ガチャリ。

「ん？　あ、結ゆ衣い!?」

「結ゆ衣いちゃん!?　あなた、いまの話……」

　驚いた表情を浮かべる両親に、彼女は告げた。

「パパ、ママ。ちょっと話があるんだけど」
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　夕飯を終えたところで、美み羽うさんが書類の束をテーブルの上に置いた。

「北小お笠がさ原わら特別保護区域への上陸許可は、無事に取り付けることができました。ただ……アクセリアさんたちのことをクラスメイトの皆さんへ話す前に、わたしにも一言相談していただきたかったです」

「す、すみません……」

　事情があったとは言え、たしかに美み羽うさんに何も言わずクラスのみんなへ話してしまったのは、軽率だったと反省している。

「とは言え、今回はそのおかげで新しい一歩を踏み出せる可能性が生まれました。そこは怪け我がの功名とでも申しましょうか」

「美み羽うさん、どうやって上を説得したんですか？」

「特別保護区域の観光資源開発を見据えたリサーチ、と説明してあります」

「観光資源開発……ですか？」

「はい。政府内には、特別保護区域の存在が国や自治体への財政負担を招くのではないかと懸け念ねんする声がいまだ少なくありません。今回は逆にそこを衝ついて、観光振興により大きな経済効果が期待できると話したのです」

「なるほど、リリガルドの観光振興か……」

「あの、ユウタ様？　『かんこう』とは何でしょうか？」

「え？　改めて聞かれると難しいけど……要するに、珍しい建物や綺き麗れいな景色がある場所を見て回る、ってことかな」

「異世界ユングリングでも聖地巡礼が盛んに行われておりましたが、それと近いものでしょうか？」

「そうそう。大体そんなところ」

　隣でベルベリンデさんが頷うなずく。

「我がクロス家でも、しばしば腕試しのためモンスター討伐の旅をしておりました。それと似たようなものですな」

「まったく違います」

　そんなデッドオアアライブな観光、聞いたことねえよ。

　横で聞いていた三み咲さきが、探るような視線を百もも花か姉ちゃんに向けた。

「ねえ、お姉ちゃんは何か反対意見ないの？　こういう時っていつも役場と揉もめるじゃん？」

「お前なあ。たしかに役場がいろいろ言うこともあるけどよぉ、今回はウチも大賛成だぞ」

「へ？　どうして？」

「考えてもみろ。内地の連中がリリガルドへ行こうと思ったら、必ずウチらの村を通らなきゃなんねえだろ？　つまりリリガルドの観光客は、そのまんま青あお根ね島しまの宿や店を使ってくれるお客さんにもなるって寸法さ」

「あ、そっかぁ！」

　なるほどな。今回はリリガルドも青あお根ね島しま村もwinwinの関係ってわけだ。

「まあ、ここもカルデラ山がそこそこ有名だし、焼酎とかサトウキビが特産品だから、観光客が来ねえわけじゃねえけどよぉ。正直他の島に比べるといまいちパッとしねえんだ」

　百もも花か姉ちゃんの言葉に、アクセリアの耳がピクリと動いた。

「サトウキビ……？　まさか、この島ではお砂糖が採れるのですか!?」

「まあな。元は南の小お笠がさ原わら村むらが本家らしいんだが、あっちじゃ廃れちまって、いまはこっちだけで細々やってるのさ」

「あ、あのような高級品を……さすがニホンです」

「大げさだな……言うほど大した稼ぎにはなってねえよ。それよりおたくらが観光に乗り出してくれたほうが、よっぽど島は元気になるってもんだ」

　百もも花か姉ちゃんの言葉に、美み羽うさんが大きく頷うなずく。

「和わ栗ぐりさんの言うとおりです。さらに国や都は、東京二〇二〇大会に向けて外国人観光客の誘致に力を注いでいます。今回の臨海学校が成功すれば、国も都も特別保護区域の大きな可能性に目を向けることでしょう」

「わたくしも、ニホンの皆さんにリリガルドで楽しんでいただけたら、とっても嬉うれしいです！」

「ああ、俺もやる気出てきたよ。それにはまず、今度の臨海学校を成功させなきゃな」

「はい！　わたくし、妻として全力で皆さんをお迎えします！」

　目を輝かせるアクセリアの肩を、三み咲さきがツンとつついた。

「あのね、アクセリアちゃん、もう一ついいこと教えてあげよっか。実はね、臨海学校の夜に行われるキャンプファイヤーで一緒にダンスしたカップルは、ラブラブになれるっていうジンクスがあるんだよ」

「まあ！　それは本当ですか!?」

「俺は初めて聞いたぞ、そんな話……」

「そりゃそうだよ。女子のあいだだけの噂うわさ話ばなしだもん。だからほら、アクセリアちゃんも、頑張ってね！」

「はい！　わたくしユウタ様のカップルとして、全力で踊らせていただきます！」

　アクセリアがチラチラこっちを見ながらガッツポーズを決める。

　ダンスか。ああいうの、こっぱずかしくて苦手なんだよな……。

　ピンポーン。

　ちょうどその時、来客用のチャイムがなった。

「ん？　こんな時間に、誰だろう」

　玄関に行って戸を開けると、そこには見慣れないスーツ姿のおじさんが立っている。

　そして、その後ろで何やらもじもじした表情を浮かべているのは、

「お前……姫ひめ川かわじゃねえか」

「おーい、ユウ。どうし──!?」

　様子を見に来た百もも花か姉ちゃんが、訪問者を一いち瞥べつしてサッと緊張の色を浮かべた。

「あんたは、姫ひめ川かわグループの……」

「姫ひめ川かわ克かつ己みと申します。由ゆう太たくんのクラスメイト、姫ひめ川かわ結ゆ衣いの父です」

　この人が姫ひめ川かわの父ちゃんか。なんかオーラがあるな……。

　ストライプの入ったシャイニーなネイビースーツに、ウイングチップがお洒しや落れなダークブラウンのドレスシューズ。頭のてっぺんからつま先まで、一部の隙もない格好だ。

「ユウ、お前、姫ひめ川かわの嬢さんとタメだったのか」

「うん。そうだけど、百もも花か姉ちゃん、姫ひめ川かわのお父さんのこと知ってんの？」

「たりめーだ。まあ直接の面識はねーが、姫ひめ川かわって言や、親おや島じま村むらの親分みてーなもんだ。あの島にある会社のほとんどは、姫ひめ川かわリゾートの傘さん下かだからな」

「うげ。姫ひめ川かわ、お前偉かったんだな……」

「ふ、ふん。当たり前よ。パパが頑張って観光客を呼んでくれてるおかげで親おや島じま村むらの経済は回ってるんだから。そうやって来てくれた人の中には、親おや島じまへ移住してくる人も多いのよ」

　なるほど。この人は、親おや島じまの経済だけじゃなく、人口まで支えてるってわけか。

「漆うるし原ばら由ゆう太たくん、だったね。時折結ゆ衣いから名前を聞いているよ。娘のボーイフレンドなんて、少し妬やけてしまうな」

「ちょ、ちょっとパパ！」

「え!?　姫ひめ川かわさん、俺のこと家で話してるんですか!?」

　もしかして俺、からかわれてる……？

「おい、ユウ。玄関で立ち話も失礼だ。中に入ってもらえ」

「あ、うん……」




　ダイニングに通されたところで、姫ひめ川かわ父は袖口からのぞくカフスボタンを光らせながら、おもむろに話し始めた。

「──早速ですが、そちらのお嬢さんは、異世界からやって来たとか」

「え!?　ど、どうしてそれを!?」

　向かいで姫ひめ川かわが申し訳なさそうに肩をすくめる。

「わ、わたしが話したの。勝手にしゃべってしまったことは謝るわ。けど、その前にパパの話を聞いてほしいの」

「すまない漆うるし原ばら君。だが、話は校長先生からも聞かせてもらっている。娘を許してやってくれないか」

「は、はあ……」

　不承不承頷うなずくと、姫ひめ川かわ父はネクタイの結び目をグイッと押し上げた。

「さて漆うるし原ばら君。今日は君に、ひとつ提案をしようと思うんだ。もし本当に異世界が転移してきたのなら、それは素晴らしい可能性を秘めた話だ。そこでまずは、そのリリガルドというところを、わたしたちにも見せてもらえないだろうか」

「リリガルドを、ですか？」

「ああ。そして、もしそこがわたしの期待にかなう場所であれば、姫ひめ川かわグループの総力を挙げて君らの観光振興に協力したいと考えている」

「ひ、姫ひめ川かわグループの総力を挙げて!?」

　驚く俺に、ダンディーな会長はにっこり笑顔で頷うなずき返した。

「実はすでに青あお根ね島しま村の村長とも話が付いているんだ。彼は喜んで承諾してくれたよ」

　隣で百もも花か姉ちゃんが「チッ。あのタヌキめ、ウチらには何にも相談なしかよ」と不機嫌そうに舌打ちする。

「まあ、俺たちもちょうど観光振興がんばろうって話をしてたんで、姫ひめ川かわさんに協力してもらえるなら渡りに船ですけど……」

「そうか、ありがとう！」

　突然俺の手を握り、ブンブン上下に振り回す姫ひめ川かわ父。

　三み咲さきがジト目で俺の脇腹をつつく。

「ねえ、ホントに大丈夫なの？」

「大丈夫って、何が？　別に悪い話じゃないだろ？」

「たしかにそうだけどさ」

　ようやく手を離してくれた姫ひめ川かわ父が、出された茶を一口すすり、満足げに胸を反らした。

「これがうまくいけば、北小お笠がさ原わらの歴史に残る大事業になるだろう。将来的には大勢の観光客を呼んで、親おや島じまとリリガルドを日本一の観光名所にしようじゃないか」

「え？　あ、はい……」

　大勢の観光客、か……。

　俺の隣では、アクセリアが不安そうな表情を浮かべている。

「ユウタ様……あの方、顔は笑っていますが、心が笑っておられません」

　姫ひめ川かわ父は再び手を差し出し、俺に握手を求めてきた。

　その手は力強かったが、どこかひやりと冷たかった。
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　翌日。

「すごいわ、こんなところに本物のお城があるなんて……」

　リリガルド城の広間を見渡しながら、姫ひめ川かわが呆ぼう然ぜんとした面持ちで呟つぶやいた。

「姫ひめ川かわ、親父おやじさんは？」

「パパは内地へ行ったわ。お金のこととか、いろいろあるから……。けど安心して！　ここの観光振興は、パパに代わってわたしが頑張るわ！」

「お、おう……」

　ずいぶん気合い入ってんな。

「ねえねえ結ゆ衣いちゃん、その服どこで買ったの？　すごく可愛かわいい服だね！」

「え？　そ、そうかしら。前に内地へ行った時、ママに買ってもらったの」

　花柄刺し繡しゆうの入ったワンピースで、姫ひめ川かわがくるりと一回転する。

　ふだんは制服着てるとこしか見ないから、私服姿はなんか新鮮だ。

「に、似合う……かしら？」

　なぜか俺のほうを見て、姫ひめ川かわが尋ねてくる。

「あ、うん。に、似合ってるぞ」

「そう？　ふふ……」

　うっかり変なこと言ったら、機嫌損ねちまうからな。気を付けねえと。

「そういえばさ、結ゆ衣いちゃん。さっきから気になってたんだけど、後ろにいるスーツのおじさんたちは誰？」

「パパの会社の人よ。ちょっと手伝いに来てもらったの」

「ふーん……」

　とそこへ、広間に領民のみんながぞろぞろ集まってきた。

「旦那様、今日はどんな御用でしょうか？」

「皆さん、忙しいところ集まってもらってすんません。実は今日お呼びたてしたのは──」

　というわけで、臨海学校のことや、美み羽うさんが話してた観光振興のこと、姫ひめ川かわの親父おやじさんの話なんかをかいつまんでみんなに伝えた。

　話を聞き終えた領民のみんなは、一斉にざわめき始める。

「あの、旦那様。お言葉ですが、こんな辺へん鄙ぴな集落に来ていただいたところで、何もお見せするものなんてないと思うんですが……」

「いや、そんなことないですよ。このリリガルド城だって、すごい建物じゃないですか」

「そりゃあこのお城は立派でごぜぇますが、それ以外には……」

　浮かない表情で顔を見合わせる領民たち。

「皆さん」

　それを見たアクセリアが、すっと俺の前に足を踏み出した。

「ニホンの学校では、仲良くなったお友達を自分の家に招いて一緒にお勉強するという、素敵なしきたりがございます。『観光』という耳慣れない言葉を聞くと難しく感じてしまうかもしれませんが、要するに、ニホンのお友達をリリガルドに呼んで仲良くなるのだと考えてみてください」

　領民たちの表情が、わずかに和らぐ。

　さすがアクセリア、うまいこと言うなあ。

　とは言え、それで全員が納得してくれたわけではない。

「姫様、お話は分かりましたが、それでも知らない者たちをこのリリガルドに招き入れるのは、どうも……」

「そうですだ。俺らの中には外の連中にひどい目に遭わされて、ここへ逃げ込んできたやつもいます。リリガルドの外から人間が入ってくるのは、ちょっぴりおっかねえ……」

　たしかに、彼らが言うこともよく分かる。

　俺だって小さな島の村民だ。こういう土地に住んでると、中の人間同士は結び付きが深まるが、外に対してついつい警戒心が強くなってしまう。

「どうやら、わたしの出番のようね」

　それまで沈黙を保っていた姫ひめ川かわが、パチン！　と指を鳴らした。

「あなたたち、あれを始めるわ。準備してちょうだい」

「はい、お嬢様」

　するとスーツのおじさんたちが、機材の載った台車をごろごろと転がしてくる。

「お、おい姫ひめ川かわ、何を始める気だ？」

「いいから、黙って見ていて」

　おじさんたちは機材を並べ、何やらスクリーンらしきものを正面にセットした。そして運んできた機械のボタンを押すと、鉄の塊がぶるんと震え、ガソリンの臭気が立ち込める。

「な、何だあれ？」

「ディーゼルエンジンよ」

　スタッフの一人が、机の上に置かれた機械の電源を入れた。

　直後、白いスクリーンに、ＰＣの画面が投影される。

「おお～～ッ！」

「光魔法か!?」

「遠視の術ではないか!?」

　どよめく領民たちを制するように、姫ひめ川かわが声を張り上げた。

「皆さん、これは日本のプロジェクターという機械です！　いまからこの観光事業がいかに皆さんにとって有益なものか、わたしがじっくりご説明しましょう！」

　領民たちは静まり返り、スクリーンに映された画面を注視する。

「すげえな姫ひめ川かわ。これ、パワポだろ？　俺使ったことねえわ」

「やってみれば簡単よ。パパに教えてもらったの」

　姫ひめ川かわがノートＰＣのタッチパッドに触れると、画面には東京の様子を撮影した写真が次々と映し出された。

「皆さん、これが日本人の日常的な暮らしです。最先端の技術が生かされ、世界で最も豊かな生活を享受しています」

　画面が切り替わるたび、広間でどよめきが起こる。

　姫ひめ川かわはその反応を確かめながら、日本の生活がいかに便利で恵まれているかを、滔とう々とうと語っていった。

「これらは決して遠い世界の出来事ではありません。これから皆さんにご協力いただく観光事業が成功すれば、皆さんもあのような生活を享受することができるのです」

〝おお───────────っ[image: ]〟

　領民たちの目は、スクリーンの光を受けてギラギラと輝いていた。

「どうかしら、漆うるし原ばら君。これでみんなやる気になってくれたでしょ」

「ああ、すごいな……けどこれ、ちょっとやりすぎじゃないか？」

　アクセリアも、不安そうな表情を浮かべている。

「あの……ヒメカワさん。観光はリリガルドへやって来た皆さんに楽しんでいただいて、仲良くなるのが目的であって、お金を手に入れたり暮らしを変えることが目的では……」

　得意満面だった姫ひめ川かわが、水を差されて真っ赤な顔で怒り出す。

「そ、そうは言っても、まずみんなのやる気を引き出さないと始まらないじゃない！　これがプロのやり方なの！　パパだって、わたしのプレゼンは上手だって褒めてくれたんだから！」

　すごい剣幕で言い返してくる姫ひめ川かわに、俺たちはそれ以上何も言えず、黙って顔を見合わせることしかできなかった。
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　城門を出たところで、姫ひめ川かわがパステルピンクの日傘を開いた。

[image: ]

「それじゃ、早速だけど島の中を案内してもらおうかしら。観光事業の第一歩は、まず自分たちの強みを把握することよ」

「そうだな。姫ひめ川かわはまだリリガルドのことよく知らないだろうし、俺もなんだかんだで知らない場所が多いからな。ひととおり回ってみるか」

「領内の案内でしたら、わたくしに任せてください」

　アクセリアがニコッと微ほほ笑えむ。

「で、馬車はどこにあるの？」

　フラワーチェックの日傘をくるくる回しながら、姫ひめ川かわが周囲を見回した。

「んなもんねえよ。徒歩だ、徒歩」

「ええ!?　この暑い中歩くの!?」

　何様だ、お前は。

「申し訳ありません、ヒメカワさん。収穫期ですので、馬は荷物の運搬に出払っているのです」

「あ、そ、そうなの……」

　さすがの姫ひめ川かわもそれ以上は言い返せず、日傘の下でしゅんと俯うつむく。

「ねえアクセリアちゃん、最初はどこから行くつもり？」

「そうですね。あの場所などいかがでしょう」

　三み咲さきの問いに、アクセリアは笑顔で片目を閉じた。




　最初に案内されたのは、先日、四しノの宮みやと一緒に来た遺跡だった。

「や、やっと着いたのね……」

　姫ひめ川かわは、自慢の日傘を杖つえ代わりにして何とか立っている状態だ。

　荷物持ちについてきたスーツのおじさんたちも、ハラハラとその様子を見守っている。

「わたくし、周囲にモンスターがいないか、念のため見てまいります。皆さんはここで休憩していてください」

「あ、アクセリアちゃん、あたしも一緒に行くよ！　由ゆう太たは結ゆ衣いちゃんのことお願いね！」

　三み咲さきがぴょんと立ち上がり、アクセリアの後を追った。

　こないだマンティコアをやっつけたばかりだから大丈夫だとは思うけど、今日は姫ひめ川かわもいるし、念を入れておくに越したことはない。

「おい、大丈夫か姫ひめ川かわ？」

「だ、大丈夫よ。でも……す、少し休ませて……」

「いいけど、この遺跡にはいろいろ罠わながあるから気を付けろよ」

　ガコン。

「へ？」

　姫ひめ川かわが壁に手を突いた途端、妙な音がして、いきなり足元に大きな穴が開いた。

「ぎやああああああああ！」

「お嬢様!?」

「しまった！　姫ひめ川かわ！」

　伸ばした手をすり抜けるように、姫ひめ川かわは暗い穴の中へと吸い込まれていく。

「くそ、何てこった！　俺の注意不足で姫ひめ川かわが……!!」

　と思ったのだが、

「ふんぬぎぎ……」

　幸い姫ひめ川かわは穴の入り口で手足を踏ん張り、ギリギリ落下を免まぬがれていた。

「姫ひめ川かわ！　無事だったか！」

「こ、これのどこが無事なのよ！　乙女が『ふんぬぎぎ……』とか言わされちゃってるのよ!?　早く助けなさいってば！」

「ああ、すまんすまん」

　まだだいぶ余裕ありそうだけどな。

「ハァ、ハァ、ハァ……危うく死にかけたわ」

「いやあ、お前結構ガッツあるんだな。見直したよ」

「ぜんぜん嬉うれしくないわ！」

　なんでだよ。さっきのポーズなんか、そこらの女子が簡単にマネできるもんじゃねえぞ。

「お嬢様、大丈夫ですか!?　こちらに折り畳み椅子をご用意いたしましたので、どうぞおかけください」

「あら、ありが──痛っ！」

　スーツのおじさんが用意したパイプ椅子に座ろうとしたところで、姫ひめ川かわが突然顔をしかめた。

「どうした姫ひめ川かわ？　……って、お前、マメが破れて血が出てるじゃねえか。なんでこんなヒールが高くて歩きにくいサンダル履いてるんだよ」

「だ、だって……」

　姫ひめ川かわがしゅんと俯うつむく。

　スーツのおじさんが、不意に俺の肩へ手を乗せた。

「漆うるし原ばらさん、お嬢様は今日、あなたに会われるのをとても楽しみにされていたのです。今朝もお迎えに上がったところ、服を選ばれるのに三十分以上待たされ──」

「乙女ナックル！」

「あべし！」

　何かを言いかけたリーマン氏が、会長令嬢のパンチでぶっ飛んでいった。

　この会社、間違いなくブラックだ。

「ふ、ふん！　こんなに歩くとは思っていなかっただけよ。悪かったわね、空気が読めなくて。わたしはもう少し休んだら行くわ。なんだったら、先に帰ってもいいわよ」

　ツンと横を向く姫ひめ川かわを見て、俺は溜ため息いきをつきながら背中を差し出す。

「しゃーねえなあ……ほれ、乗っかれよ」

「え？」

「せっかく楽しみにして来たんだろ？　それなのに見て回れなかったら、残念じゃねえか」

「た、楽しみっていうのはそういう意味じゃ──」

「お嬢様、おんぶでしたらわたしが」


「乙女のブラソ・イスキエル左腕ダ・デル・オトメ！」



「ふんぬらば！」

　今度は別のリーマンが吹き飛んでいった。

　社会人って大変だなぁ。

「しょ、しょうがないわねっ！　あなたの提案に乗ってあげるわ！　わたしが見て回らなきゃ始まらないものねっ！」

「やっぱやめ──」

「あ痛だだだだだだだ！　足がッ、足がァァァァァァアッ！」

　お前、ホントは元気なんじゃねえか……？

「ほれ、早くしろ。この体勢疲れるんだから」

「そ、それじゃあ……」

　姫ひめ川かわが乗っかろうとしたその時、

「ユウタ様～!!」

　見回りに行っていたアクセリアたちが手を振りながら戻ってきた。

　真っ赤な顔でパッと離れる姫ひめ川かわ。

「お、アクセリア。どうだった？　この辺は大丈夫だったか？」

「モンスターのほうは問題ありませんが……そちらはどうなされたのですか？」

「ああ、姫ひめ川かわが足のマメ潰れて動けなくなっちゃったんだよ」

「まあ！　そういうことでしたら、こちらを」

　アクセリアが差し出した小瓶を見て、姫ひめ川かわが胡う乱ろんな表情を浮かべた。

「何それ？」

「ポーションというものです。軽い怪け我がでしたら、こちらを飲めばすぐに回復いたします」

「そ、そんな魔法みたいな薬があるわけ……」

「ヒメカワさん、綺き麗れいな足に怪け我がが残っては大変です。さあ早くお飲みください」

「う……そ、それじゃあ……」

　アクセリアに押し切られた姫ひめ川かわが、渡された瓶に口を付けると、

「え!?」

　足が光の粒子に包まれ、痛々しかった傷が瞬またたく間まに塞がっていった。

「ウ、ウソ……ホントに治っちゃった」

「後で念のため、リリージョンさんにも見ていただきましょう」

「アクセリアちゃん、リリージョンさんは聖なるロウソクが在庫切れで、いまは休診中だよ」

　それは良かった。危うく姫ひめ川かわの心に一生消えない傷が残っちまうところだったぜ。

「お嬢様、大丈夫ですか？」

「ええ、大丈夫よ。これでまた歩くことができるわ」

　駆け寄ってきたスーツのおじさんが、バッグの中から白いスニーカーを取り出した。

「お嬢様、どうかこちらにお履き替えください」

「あ、それは……」

「お父様から、持っていくよう言われました。どうせ勧めても履かないだろうが、もしもの時は無理にでも履かせるようにと」

「パパ……」

　姫ひめ川かわはそっと目を伏せ、治ったばかりの足を差し出した。

「わたし、そっちに履き替えるわ」
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　照りつける日差しの中、しばらく歩くと、少し開けた広場のような場所に出た。

　その奥に建っている巨大な像を見て、思わず俺たちの口から「おおっ」と感嘆の声が漏れる。

「すっげえな。何の像なんだ？」

　鎧よろいをまとった武人像が、天高く剣を構えている。高さは軽く数十メートルくらいありそうだ。

「こちらは古いにしえの時代、魔神を封じてこの地を平定した戦の神様の像です。奥のほうには魔神殿と呼ばれる小さな祠ほこらもあります」

　京都の鞍くら馬ま寺でらみたいだな。

「毎年ここでは収穫祭が行われておりまして、祭りの締めくくりに、将来を約束された男女が奥の院を参拝するしきたりとなっております。今年はわたくしとユウタ様が──♥」

「ん？　なんか言った？」

「いえ、何も☆」

「しかし、四しノの宮みやと来た時には、こんなもんがあるなんて気が付かなかったなあ……」

「前回は、じっくり見て回る時間がありませんでしたので」

　そういうやそうだったな。

「姫ひめ川かわ、どうだこれ。立派な目玉スポットになるんじゃねえか？」

「はぁ、はぁ、はぁ……ちょ、ちょっと待って」

　汗まみれでふらふらになった姫ひめ川かわが、スーツのおじさんたちに見守られながら、ようやく広場に到着した。

「大丈夫、結ゆ衣いちゃん？」

「み、水……」

「申し訳ございません、お嬢様。先ほど水筒の中身はすべて飲み切ってしまわれました」

　リーマンさんの言葉に、姫ひめ川かわがガーンとショックの表情を浮かべる。

　しょうがねえな。

「ほら姫ひめ川かわ、これを飲めよ」

　俺は自分の水筒を差し出し、カップになみなみと水を注いだ。

「え……？　あ、ありがとう……漆うるし原ばら君って優しいのね」

「気にすんなよ。アクセリアが精霊魔法で出してくれた水だから」

「お役に立てて、嬉うれしいです」

「ゴホッ！　ゴホッ！」

　突然むせ出す姫ひめ川かわ。

「で、どうだ姫ひめ川かわ、この巨神像は。これなら観光客もたくさん来るんじゃねえか？」

「そ、そうね。ただ、これだけ暑いと、見に来てくれた人が熱中症や脱水症状で倒れてしまわないか、心配だわ」

「む、たしかにそうだな……」

　俺みたいな男子高校生や、ふだん歩き慣れているアクセリアならともかく、姫ひめ川かわのように体力がない女子にとっては、ちょっとしたデスマーチだろう。

「なあ、アクセリア。精霊魔法でこの辺を涼しくすることはできないかな」

「大きな氷を生み出せば一時的には涼しくなると思いますが、この暑さではすぐに溶けてしまうかと……」

　だよなあ。

「何か乗り物があれば少しはマシになんだろうけど、馬はそんなにたくさん飼ってないし、馬車があったとしても、道がないから結局途中で降りなきゃいけないだろうから……」

「ヒメカワさん、もう少し行けば水竜さまの湖があります。そこはここよりも涼しいので、もう少しだけ我慢してください」

「水竜さまの湖？」

「ええ。このリリガルドを守ってくださっている、水竜さまが住まわれている湖です」

「ちょっと待って、まさか本物の竜がいるってこと？」

「はい。わたくしも何度かお目にかかっております」

「そんな……す、すごいわ！　実物の竜なんて、日本版ジュラシックパークじゃない！　きっとたくさんの観光客が見に来てくれるわよ！」

　立ち上がって、拳を握る姫ひめ川かわ。

「こんなところで休憩なんかしていられないわ！　さあ、早く行きましょう！」

　突然元気よく歩き出したその姿に、俺たちは苦笑しながら後を追った。
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「わあ、綺き麗れいな湖！」

　水竜さまの湖は、遺跡の広場から徒歩で十分くらいの距離にあった。小高い丘の上から、鏡のように澄み渡った湖面を眺める。

「ここはとっても涼しいのね」

　うっすらと立ち込める霧の中で、姫ひめ川かわが深く息を吸い込んだ。

「水竜さまのおかげです。この霧は、水竜さまが生み出してくださっているのです」

「霧を……竜が？」

　しばし腕組みした後、姫ひめ川かわがぽつりと呟つぶやく。

「ねえ。この霧、他の場所でも発生させることはできないかしら」

「え、霧を？　どういうこと、結ゆ衣いちゃん？」

　その言葉に、三み咲さきがひょこり首を傾かしげた。

「何年か前、パパに連れて行ってもらった六ろつ本ぽん木ぎヒルズで『ドライミスト』っていうものが使われていたの。霧の気化熱で周囲の温度を下げる効果があるんだって」

「へえ、内地にはそんなものがあるんだ！」

「屋外でも効果があるし、エアコンなんかに比べて消費電力も少なくて済むらしいわよ」

「エコってやつだね！　由ゆう太た、これで新しい目標ができたじゃん！　いつか内地に行ったら、電車に乗ってハンバーガー屋さんに行って、ドライミスト浴びようよ！」

「お、おい、なんか恥ずかしいからやめろって……」

　ちなみに言うまでもないことだが、島には電車などという甲鉄城は存在しない。俺たち島民は、電車に乗ろうと思ったら、まず船に乗らなければならないのだ。

「どうかしら。観光スポットの要所要所でこの霧があれば、暑さ対策になると思うんだけど」

「なるほどな……たしかにいいアイディアかもしれん」

「わたくしも賛成です。リリガルドへお越しいただく方々には、少しでも気持ち良く過ごしていただきたいと思いますので」

「よし、そうと決まりゃ、早速水竜さまにお願いしてみるか」

　俺たちは丘を下りて、湖のほとりに立った。

　そして、豊かな水を湛たたえる湖面に大きな声で呼びかける。

「水竜さまー、出てきてくださーい！」

　姫ひめ川かわが、期待に満ちた眼まな差ざしを湖に向けた。

「い、いよいよ本物の竜を見れるのね……」

「にゃはは！　水竜さまはめっちゃ大きいからね！　結ゆ衣いちゃん絶対驚くよ！」

　ごくり……。

　そして水面が揺らぎ、大きな波紋が広がり、巨大な影が姿を──。

　現さなかった。

「あれ？　聞こえなかったのかな……？　水竜さまー!!」

「出てこないね、水竜さま」

　首を傾かしげる三み咲さきに、姫ひめ川かわが訝いぶかるような顔で尋ねる。

「ねえ、ホントにいるの？　水竜なんて生き物」

「いるよ！　あたしたち実物見てるもん！　そうだよね、アクセリアちゃん！」

「はい。水竜さまの気配はありますので、この湖にいらっしゃることは間違いありません。ただ、元々水竜さまは、あまり人前にお姿を現されませんので」

　そりゃ困ったな。これじゃあ霧を出してくださいって頼むこともできないぞ。

　腕組みして考え込んでいると、三み咲さきがツンツン俺の肩をつついてきた。

「ぬっふっふっ……」

「どうした三み咲さき？」

「あたしにいい考えがあるよ！」




　染しみ出でた肉汁が炭の上に落ち、じゅうっとオレンジ色の炎が上がった。

　こんがり焼けた肉の香りが、白い煙と共に辺りへ立ち込めていく。

「ほらほらお肉焼けてるよ、アクセリアちゃん！　早く取っちゃって！」

「あ、ありがとうございます、ミサキさん」

「由ゆう太たは野菜もちゃんと食べるんだよ。ほい、玉ねぎ」

「あ、ああ。サンキュ」

「ねえ、あなたたちは何をやっているの？」

　グリルを囲む俺たちに、姫ひめ川かわが胡う乱ろんな視線を向けた。

「何って、バーベキュー？」

「見れば分かるわよ！　そうじゃなくて、どうしていきなりバーベキューなんか始めたのかって聞いてるの！」

「これがあたしの考えた作戦──名付けて〝天あまの岩いわ戸と作戦〟だよ！　こうして楽しそうにしてれば、水竜さまが釣られて顔を出してくるって寸法なのさ！」

　分かってはいたけど、こいつマジでバカなんじゃないだろうか。

「そんな作戦が成功するはず──」

　ポコポコ……。

　姫ひめ川かわが言いかけたところで、湖の真ん中辺りに大きな気泡が生じた。

「え？　まさかあれって……」

「ユウタ様。水竜さまの気配が先ほどより強くなっております。これは、もしかすると本当にミサキさんの作戦が的中したのかもしれません」

　マジか！

「ほらね、結ゆ衣いちゃん！　あたしの言ったとおりだったでしょ！」

「や、やるじゃない……こうなったら、わたしも手伝うわ！　あなたたち！」

「はっ！」

　後ろでよだれを垂らしていたスーツのおじさんたちがビシッと背筋を伸ばした。

「わたしたちも素敵な食材を提供するのよ！　何かこう……フランス的な！」

　なぜバーベキューにフランス性を求める！

「お嬢様、良いい物がありました！　お嬢様のおやつにご用意してあった、フランスのチョコレートです！」

　おい！

「ちょっとあなた、何を言ってるの!?」

　正気を疑いたくなるような部下の発言に、姫ひめ川かわが一喝した。

「チョコレートじゃなくて、chocolatシヨコラでしょ！」

「お前こそ何言ってんの!?」

　この会社、本気でヤバくねえか!?

「由ゆう太た、あたしたちも負けてられないよ！　こっちも何かフランス的なものプリーズ！」

「ねえよ」

　そうこう言ってるうちに、水泡はますます大きくなりつつあった。

「あ、ユウタ様、ご覧ください！　湖面に大きな影が！」

「フッ。やはり水竜もフランスのパティシエの力にはかなわなかったみたいね」

　水竜さまの食のセンスを疑いたくなる。

「もう一息です、ユウタ様。水竜さまの頭が出かかっています」

「よし、それじゃあ由ゆう太た！　残った食材を一気に投入するよ！　えいっ！」


　ぷ～～～～～～～ん。



　直後、猛烈な臭気が俺たちの鼻を襲った。

「くさっ！」

　何この臭におい！　牛舎を鼻に突っ込んだみたいな臭においがする！

「ちょっと和わ栗ぐりさん！　あなた何焼いてるの!?」

「え？　くさやだよ？　あ、間違った。kusayaくさやだよ？」

　発音の問題じゃねえから！

「あ、水竜さまの気配が、離れていきます！」

「三み咲さきィィィィィ！」

　どうしてくれるんだ、てめえ！

「ああ、水泡が消えて……」

　結局、あと一歩というところで水竜さまの気配は完全に水中へ没してしまった。

「あーあ、惜しかったね」

「誰のせいだよ!?」

「どうしてくれるの、和わ栗ぐりさん。せっかくママに買ってもらったお洋服に、こんな臭においが沁しみ付いちゃって……」

　涙目で俯うつむく姫ひめ川かわ。

　けどね、論点はそこじゃねえから。

「ったく、これじゃあ水竜さまにお願いするのは難しいかもな……」

　溜ため息いきをつく俺を見て、アクセリアがおずおずと口を開いた。

「あの、ユウタ様。こうなったら、一度お母様にご相談してみてはいかがでしょうか」

「イグザリアさんに？」

「はい。お母様は、この領内のことでしたらわたくしたちよりもずっとよくご存じです。何かアイディアをくださるかもしれません」

「うん……そうだな」

　俺たちは藁わらにもすがる思いでリリガルド城へと向かった。
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「初めまして。わたくし、イグザリア・ウル・リリガルドと申します。娘がいつもお世話になっておりますわ」

　ドレスを着たイグザリアさんが、姫ひめ川かわにぺこりと頭を下げた。

「こ、この方がアクセリアさんのお母さん？　ず、ずいぶんお若いのね……」

「まあ。いやですわ、そんなお世辞。これでもわたくし、三百歳ですのよ？」

「さ、さんびゃくさい!?」

　そりゃ驚くよな。忠ちゆう臣しん蔵ぐらとか享きよう保ほうの改革やってた時代だぜ。美魔女とか、そういう次元をはるかに超越してるわ。

「で、今日は一体どんな御用かしら？」

「イグザリアさん、実はご相談したいことがあって来たんですけど……」

　俺は、観光振興のために水竜さまの協力を得たいということ、だがその水竜さまが、なぜかさっぱり姿を見せてくれないということを、かいつまんで説明した。

「なるほど～。たしかにあの子は難しい子ですからねえ」

「お母様、どうにかして水竜さまをお呼びすることはできないでしょうか」

「う～ん、それはわたくしでも難しいと思いますわ」

「お母様でも、ですか？」

「ええ。けど、あの方法なら呼び出すことができるかもしれません」

「あの方法、とおっしゃいますと……？」

　ハイエルフの美女は、唇に人差し指を当てながら、パチリと片目を閉じた。

「うふふ。わたくしに任せてください」




　それから俺たちは、十分ほど部屋で待たされた。

「イグザリアさん、自信満々で部屋を出ていったけど、何をする気なんだろ」

「お母様のことですから、きっと何か深いお考えがあってのことと思うのですが──」

　バァン！

　その時、突然勢いよくドアが開かれ、緑色の髪をした、全裸のグラマー美人が姿を現した。

「は!?　ええっ!?」

　な、何事!?

　全裸の美女は、いささかの羞恥も見せず、堂々と入り口で仁王立ちしている。

　身長は、百八十センチ近くあるだろうか。見事なボンッ☆キュッ☆ボンッ体形で、何から何まで超デカい。バッチリした瞳は目力がハンパなく、唇も肉厚でプルンプルン。輪郭はとにかくクッキリしてて、頭のてっぺんからつま先まで自己主張の塊のようなわがままボディだ。

　その美女が、俺を見るなりパッと顔を輝かせた。

「ユウタお兄ちゃん！」

「はえ？」

　全裸のグラマー美人が、ぶるんぶるん胸を震わせながら猛スピードで駆け寄ってくる。

　ちょっと怖いんだけど！

「えいっ☆」

「げふうっ！」

　力いっぱい抱き付かれ、俺はそのままソファーに押し倒された。

「ちょっ、由ゆう太た！　その女の人誰!?」

「俺が聞きたいよ！」

　一方アクセリアは、どういうわけか落ち着いている。

「まあ。ユウタ様、相変わらず好かれておられるのですね」

　アクセリアの知り合いなのか？　けど「相変わらず」ってのは……？

「もがが！　く、苦しい！　どいて！」

　むきだしの背中をぺちぺち叩たたくと、グラマー美人はようやく俺を解放してくれた。

「ユウタお兄ちゃん、会いたかった！」

　そう言いながら、グラマー美人がむちゅううううっとキスしてくる。

「むぐぐぐぐ……!!」

　ヤバいヤバいヤバい！　これはヤバい！

　うねうねとした舌が挿し込まれ、それ自体が意志を持った生き物のようにのたうち回る。俺の舌はあっという間に絡からみ取られ、甘い唾液がねっとりとまとわり付いてくる。

「やめなさ──────────い！」

　スパーン！

　姫ひめ川かわに後頭部をぶっ叩たたかれ、グラマー美女がちゅぽんと唇を離した。

「いだい……」

「ひ、昼間っから、何て破は廉れん恥ちなことをしてるのよッ！」

「由ゆう太たってば、やっぱりこういう巨乳が好きなの!?　シリコンか!?　シリコンがあればいいのか!?」

　先ほどまでニコニコしながら見守っていたアクセリアも、すっかり固まってしまっている。

　けどね、俺も完全に真っ白だよ……。

「ユウタお兄ちゃ～ん、大好きっ♥」

　俺の上に乗っかって、ぐりぐり額を押し付けてくる緑髪のグラマー美人（全裸）。

「あらあら～駄目ですよ、一人で走っていっちゃ」

　そこへイグザリアさんが、パタパタ足音を立てながら戻って来た。

「あ、イグザリアさん！　ちょうど良かった！　この人一体何なんですか!?」

「あらまあ。ユウタさん、お忘れになってしまいましたの？」

「いや、忘れたも何も、ぜんぜん知らない人なんですけど……」

「え!?　ユウタお兄ちゃん、ぼくのこと忘れちゃったの!?」

　俺の腰にすがり付いた全裸美女が、うるうると瞳を潤ませながらこちらを見上げてくる。

「そ、そう言われてもなあ……あの、名前教えてもらっていいすか？」

「ぼく、メロンだよ？」

「へ？」

　メ、メロンって、あの……。

「海竜の、メロンだよ」

「「「「ええええええええええええ!?」」」」

　海竜じゃないじゃん！　しかもお前、雌だったのかよ！

「うふふ。実はね、これを使ってみましたの」

　そう言ってイグザリアさんが差し出したのは、謎の虹色の液体が入った瓶だった。

「そ、それは……？」

「飲んだ者を人間に変えてしまう、魔法の人化薬ですわ。やはり竜のことは竜に聞いてもらうのが一番と思いまして。どう？　素晴らしいアイディアでしょ？」

「そ、それを最初に言ってくださいよ……」

　めちゃくちゃビックリしたじゃないですか……。

「ただこの薬、欠点がございますの」

「欠点？」

「ええ。効き目が続く時間が短くて……先ほどこの子に飲ませたのは一滴だけですから、効果はせいぜい一年くらいかしら」

「めっちゃ長いやん!?」

　エルフの時間感覚にはついていけませんわ！

「一気に飲み干せば百年くらいは効果があると思うのですけれども、量に限りがありますから」

「いや、百年もいらないっすよ……」

　百年も効果があったら、そりゃもうほとんど人間に転生しちゃったようなもんだ。

「ねえ由ゆう太た、メロンちゃんはこれから一年間、ずっと人間の姿なのかな……。このままだと、漁のお手伝いが……」

「あ………」

　リリガルドの漁師、ルアールさんたちは、メロンや魚竜たちの力を提供する代わりに青あお根ね島しま村の漁船で一緒に漁をやらせてもらっている。

　メロンが漁に出られなくなったら、大きな痛手になるだろう。

「その点でしたら、ご心配なく。こちらの解呪薬を飲めば、すぐに元の姿に戻れますわ」

「ああ、それなら良かった……」

　逆に解呪薬がないと元に戻れないわけだから、結構大事な薬だ。

「けど、ビックリしたよー。メロンちゃんが女の子だったなんてねー」

「ぼく、女の子だよ！」

　女の子っていうか、見た目はお姉様だろ。

　しかも四しノの宮みやに続いて二人目のボクっ子だ。正確にはメロンのほうが先だったわけだが。

「おいメロン、とりあえず服着とけ。目のやり場に困るだろうが」

「うん。でもユウタお兄ちゃん、その前にお願いがあるんだけど」

　メロンが無む垢くな瞳を輝かせながら、俺にピトッとくっ付いてきた。

「交尾しよ？」

　ぶ─────────────[image: ]

「こらこらこら！　何を言ってるんだ、お前は！」

「だって、ぼくユウタお兄ちゃんと同じ人間の女の子だよ？　ぼく、ユウタお兄ちゃんと子作りしたい」

　言いながら、すりすりと肌を寄せてくる。

　イグザリアさんが、「うふふ」と口元に手を当てて微ほほ笑えんだ。

「ごめんなさいね、ユウタさん。この子、とっても積極的なの。一体誰に似たのかしらねえ」

　間違いなく飼い主でしょ。

「ちょ、ちょっと、漆うるし原ばら君！　いい加減にしなさいよ！　なんて破は廉れん恥ちな会話してるの!?」

「俺じゃないってば！」

「ねえ、ユウタお兄ちゃん。このお姉ちゃん、だぁれ？」

「あぁ、姫ひめ川かわって言ってな。俺の友達で──」

「だっ、誰があなたのガールフレンドよっ！」

「ちょっと黙っててくんない!?」

　話が前に進まないんで！

「ねえねえヒメカワお姉ちゃん。ヒメカワお姉ちゃんも、一緒に交尾しようよ」

「えっ!?」

「だってほら、ヒメカワお姉ちゃんも、したいんでしょ？　子種はね、多いほうがいいんだよ」

　じりじりと、メロンが姫ひめ川かわににじり寄っていく。

「したいんでしょ……？」

「ち、ちがっ！　わわ、わたしは……っ！」

「ふく、じゃま」

　いきなりメロンが、姫ひめ川かわのワンピースをスポン、とはぎ取った。

「ふぇ？　うっぎゃああああああああああ！」

「お、おい！　何やってんだメロン！」

　パンツが見えちゃってるだろ！　お尻にクマさんのプリントされたパンツが！

　その時、イグザリアさんが、氷のような笑顔でメロンの肩を叩たたいた。

「メロンちゃん。さすがにこれ以上おいたをすると、わたくし怒ってしまいますよ？」

「はわわわわ……（ブルブルブル）」

　メロンは慌てて姫ひめ川かわにワンピースを返し、俺の背後に隠れてしまった。

「さあ、メロンちゃん。向こうでお着替えしましょうね……」

「ユ、ユウタお兄ちゃん、たすｋ」

　メロンはイグザリアさんに肩をつかまれ、そのまま部屋の奥へと連行されていった。

「お、おい。大丈夫か、姫ひめ川かわ？」

「うう……見た？」

　後ろ手にワンピースを返してやると、姫ひめ川かわが涙声で尋ねてくる。

「いやいや見てない！　動物がプリントされたパンツなんて、これっぽっちも見てない！」

「クマさんのことか────────っ[image: ]」

　お前それが言いたかっただけじゃねえの!?

「ま、まあ気にすんなって。俺が言うのもなんだけどさ、別に減るもんじゃねえんだし」

「い、言っておくけどねっ、あのクマは、フランスの高級なクマなのよっ！」

　もう何が何やら……。

「それにしても、メロンちゃん大丈夫かな。アクセリアちゃんのお母さん、だいぶ怒ってたみたいだけど」

「たしかに。あんなおっかないイグザリアさんは、俺も初めて見たな」

「本気でお怒りになったお母様は、銀河の星々をも砕くと言われております」

　ギャラクシアンエクスプロージョンかよ。

　しばらく待っていると、イグザリアさんがメロンを連れて戻ってきた。

「お待たせしました」

「うう、動きづらい……」

[image: ]

　メロンは白いフリルだらけの衣い裳しようを着せられ、格ゲーの女キャラみたいな格好になっている。

「やーん、メロンたん可愛かわいいー!!」

　すかさず抱き付く三み咲さき。

「メロンちゃん、次みんなに迷惑かけたら、もっとフリルが多い服を着せちゃいますからね」

「あ、あうう……（ガクガクガク）」

　そんなに嫌なのか、フリルが。

「ユウタ様、メロンの準備も整いましたので、早速水竜さまのところへ伺われてはいかがでしょうか」

「そうだな。メロン、お前にはひと働きしてもらうぞ」

「うん、ぼくがんばる」

　そう言って、メロンはむぎゅっと俺の顔に大きな胸を押し付けてきた。

　うむ、今度こそうまくいけばいいんだが……その前に息が……。
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　それから一時間後、俺たちは再び湖のほとりに立っていた。

「分かったな、メロン。水竜さまに、顔を出してもらうよう頼んでくるんだぞ？」

「うん分かった！（ビシッ）」

　心配だ。

「それじゃ、行ってくるね！」

　フリルだらけの服を脱ぎ捨て、メロンはダッと湖へ駆け出した。

「とうっ！」

　ザブーン！

　バシャバシャバシャ。

「むぎゅ！　だぶげべ……」

　って、溺れてんじゃん！

　俺は慌てて湖に飛び込み、メロンを引っ張りあげる。

　姫ひめ川かわの時は正面から近付いて失敗したが、今度は背後から支えてやることで、うまいこと助けることができた。

「だ、大丈夫か、メロン？」

「けへっ、けへっ。人間の姿だと、うまく泳げない……」

「ユウタ様、お母様から解呪薬も預かっております。これをメロンちゃんに」

「サンキュ、アクセリア。ほれメロン、これを飲め」

　瓶の蓋にちょっと垂らした解呪薬を口へ含ませると、メロンはたちまち背中に甲羅を乗せた海竜の姿へと戻った。

《アギャアアアアアアア！》

「ひっ！　か、怪獣!?」

　俺の背後で驚く姫ひめ川かわ。

「大丈夫だよ。こいつは俺たちのこと襲ったりしねえから」

「ねえアクセリアちゃん。メロンちゃんは海竜だけど、普通の水に浸つかっても大丈夫なの？」

「少しの間だけなら問題ないそうです」

「よし、そんじゃ頼むぞ、メロン！」

《グギャウ！》

　ひれで湖畔を歩き、メロンは巨体を水の中へと沈めた。

「頼んだぞ、メロン……」

　俺たちの観光施策が成功するかどうかは、お前にかかってるんだからな。




　──十分後。

　ザバァァァ。

　水を滝のように滴したたらせながら、メロンが長い首を湖面にもたげた。

　続けてメロンの背後で、水が小高い丘のように盛り上がる。

　ドドドドドド………ザッパァァァァァァァアン！

　そして現れたのは、巨大な竜の頭部だった。

「あ、あれが水竜!?　な、なんて大きさなの……!?」

　姫ひめ川かわが、わなわなと肩を震わせている。水面に見せたのは顔の上半分だけだが、それでも島が隆起したような迫力だ。こいつぁモササウルスもビックリだぜ。

「よくやったな、メロン」

　陸に上がったところで再び人化薬を飲んだメロンが、俺に抱き付いてきた。

「ユウタお兄ちゃん！　ぼく、がんばったよっ！（べちゃっ）」

　いやあの、俺、びしょびしょなんすけど……。

「アクセリアちゃん、早速水竜さまにお願いしてみようよ」

　三み咲さきに促されたアクセリアが、心得たとばかりに頷うなずく。

「水竜さま、わざわざお顔をお見せいただき恐縮です。実は水竜さまにご相談したいことがございまして……まずはこちらの人化薬をお飲みいただけないでしょうか」

　アクセリアが恭うやうやしくお願いすると、水竜さまは、その巨大な顎あごを開いた。

「それでは、失礼いたします」

　大きく開かれたその口中に、人化薬を一、二滴振ふり撒まく。

　パァァァァァァ！

　すると、巨大な頭部が光の粒子に包まれ、瞬またたく間まに小さくなっていった。

　竜頭は波紋の中に消え、細い影がちゃぷんと岸辺に立ち上がる。

「あ、あれが、水竜さま……？」

　波を蹴るようにこちらへ歩いてくるのは、スレンダーな体形をした、小柄な少女だった。

　切れ長の目は怜れい悧りな光を宿し、細いあごはクールな香りを漂わせている。すらりと伸びた四肢は小枝のように細く、青みを帯びた長い黒髪は、さながら露をまとう蒼玉サフアイアのよう。

　見た感じ、ギリ小学生といったところだろうか。フィレレちゃんより大人っぽく見えるが、アクセリアと比べれば少し幼く感じられる。

「やっぱ水竜さまも雌なんだな」

　そして、例のごとくすっぽんぽんである。

「ユウタ様は見てはいけません！」

　アクセリアに目隠しされてしまった。

「へへっ、こんなこともあろうかと、服はあたしが用意してきたよ」

　早速三み咲さきが持参した服のサイズを確かめ始める。

「うーん、これじゃあ大きすぎるし、こっちはちょっと小さいかな……よし、これに決めた！」

　しばらく衣きぬ擦ずれの音が聞こえた後、ようやく目隠しから解放された。

「どう、ピッタリでしょ！」

「って、バニーガールかよ！」

　なぜそれを持ってきた！

「他にも持ってきてたんだけど」

「全部バニーガールじゃん！」

　水竜さまが男だったらどうする気だったの!?

　自分の服（バニーガール）を見下ろした水竜さまが、ぽそりと呟つぶやく。

「ふむ、これが人間の着る衣い裳しようというものか」

　違います。

「それにしてもメロン、よく水竜さまを呼んでくることができたな」

「うん！　あのね、水竜さまには悩み事があるんだって」

「悩み事？」

　水竜さまに悩み事って……一体どんな悩みがあるのだろう。

「あの、水竜さま。もし差さし支つかえなければ、どのようなことでお悩みなのか、わたくしどもにお聞かせいただけないでしょうか」

　アクセリアが、恐る恐る水竜さまに尋ねる。

「ふむ。構わんが、その前にその『水竜さま』という呼び方をやめてくれんかのう。まどろっこしくてかなわんわ」

「は、はあ……では、どのようにお呼びすればよろしいでしょうか？」

　まあ「水竜」っていうのは種族名だからな。俺だって「人間さま」とか呼ばれたら、変に感じるだろうし。

「ワシの名はザルディーネじゃ。以後はザルディーネと呼ぶがよい」

「わ、分かりました、ザルディーネ様」

「じゃから〝様〟など付けんでよいと言うておろうが、まったく堅苦しい。ただのザルディーネで構わん」

「え!?　そ、そんな、畏れ多い……それでは、ザルディーネさんと」

「むう、まあよかろう」

「それで、お悩み事なのですが」

「うむ。これは極めて深刻な悩みなのじゃが」

　竜と言えば、人間とは隔絶した存在だ。いろんなファンタジー作品でも、神に匹敵する存在として描かれている。

　その水竜さまの悩みとは……。

「実は……最近太ってしまってのう」

　は？

「ええとあの……もう一度お願いできますでしょうか？」

「何度も言わすでない。恥ずかしいではないか。見てのとおり、ワシは太ってしまったのじゃ」

　二回聞いたが、意味が分からなかった。

「ぜんぜんスマートだと思うのですが……」

「よいよい、世辞などいらん。お主も気付いておろう、腰回りがぽっちゃりしておるとな。まあ太ももの辺りも肉が付いていると思っておるかもしれんが、ここは昔からそうなのじゃ」

　だからまったく思ってねえよ。

「ザルディーネさん、それは考えすぎなんじゃないすかね……」

　思わず口を挟んだ俺に、ザルディーネさんは済まなそうな声で詫わびる。

「お主ら人間にまで気を遣わせてしまうとは、不徳の至りじゃのう。まあそういうわけでな、この体形では恥ずかしゅうて皆の前に顔を出せなんだ」

　いい加減にしろよお前。

　だが三み咲さきは、ザルディーネさんの言葉にうんうん頷うなずいていた。

「そっかー、分かるよザルディーネちゃん。女子はいつの時代でも体形が気になるんだよね」

　貴様は水竜さま相手でもちゃん付けか。

「おお、分かってくれるか！　そなた、乙女心を分かっておるのう！」

「こうなったら、ダイエットしかないね！」

「だいえっと？　それは人間が使う魔法の一種か？」

「そう、魔法だよ。女の子がますます綺き麗れいに生まれ変わるためのねっ！」

　三み咲さきがビシィッと親指を立て、俺たちは不吉な予感に恐れおののいた。
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　翌日──。

〝ピピ──────────!!〟

　ホイッスルの音が鳴り響き、北小お笠がさ原わら高校の体育館に見覚えのある顔ぶれが集合した。

「それでは、本日からザルディーネちゃんのためにダイエット大作戦を敢行します！　みんな、今日の体重は量ったかな！」

「お、お～～～……」

　困惑気味に拳を突き上げる女性陣。

　前に立った三み咲さきは、ひだひだスカートにおへそがチラリとのぞいた、タンクトップシャツのチアユニフォーム姿だ。

　一方、向かいに並んでいるのは、主役のザルディーネさんと、アクセリアにメロン。そして強引に誘われた姫ひめ川かわと、なぜか美み羽うさんまで加わっていた。みんな、三み咲さきと同じチアリーディング衣い裳しように身を包んでいる。ちなみに俺は、短パンＴシャツだ。

「ちょ、ちょっと……どうしてわたしまでこんなことしなきゃいけないのよ？」

　姫ひめ川かわが、恥ずかしそうにポンポンで前を隠した。

　その隣では、美み羽うさんがもじもじと短いスカートの裾を引っ張っている。

「何度も申しますが、わたしはアクセリアさんたちの様子を見に来ているだけで……」

「にゃはは！　やっぱこういうのはみんなでやったほうが効果があるっしょ！　それに一緒に参加したほうが、アクセリアちゃんたちの様子がもっとよく分かると思うよ！」

「ま、まあそうですが……」

「ユウタ様、いかがでしょうか。ニホンの女性は、このようにして男性方を応援するのですよね。フレー、フレー、ユウタ様♥　うふふ」

　めっちゃ元気出たわ！　俺は練習に参加しねえけど！

　アクセリアの応援を見たメロンが、調子にのってダイナマイトバディで俺の腰にタックルをかましてきた。

「ユウタお兄ちゃん！　ぼくもがんばるー!!」

「げふぅ！」

　お前、アメフト部行けよ……。

「やれやれ。お主らはほんにかしましいのう」

　そういうザルディーネさんは、「暑い暑い」と言いながら、全裸になっていた。

「服着ろおおおおおおおおおお！」

　なんでいきなりキャストオフしてんだよ！

「あん？　これほど暑いのに、なぜ布で身体からだを覆わねばならんのじゃ」

「あのね、ザルディーネちゃん。人間の世界では、入浴と変身シーン以外公衆の面前で服脱いじゃいけないことになってるんだよ」

「二つ目の理由必要!?」

　変身する人たちも、別に好きで脱いでるわけじゃないから！　たぶん！

「やれやれ、堅苦しいところじゃのう、人間界というものは。ほれ、これで良いいか？」


「下着も穿はけ！　頼むから！　お願いします！」



　俺の必死の懇願により、ザルディーネさんは「仕方ないのう……」と言いながら、ようやく普通のチアコス姿に戻ってくれた。

「それじゃあ、みんな準備できたところで、今日からチアリーディング部の練習に参加させてもらうよ！　運動すれば瘦せる！　瘦せるには運動が一番！」

　三み咲さきの熱い宣言に、チアリーディング部の人たちがパチパチと拍手を送る。

「ありがとう和わ栗ぐりさん、可愛かわいい新入部員を集めてくれて！」

「これで今年の全島チアリーディング大会は優勝間違いなしだね！」

　おい、いいのか？　ほとんど人間じゃねえぞこいつら。

「では早速ですが、準備運動が終わったら二人一組になってください。最初に基礎スタンツの練習から始めます」

〝は～～～い！〟

　部長の指示に従い、ざわざわとペアを作っていく女子たち。

　ところが、

「部長ー、みうみうだけ余っちゃいました」

「（ガーン！）やはりわたしは、友達が……（ガクガクブルブル）」

　白目で痙けい攣れんする美み羽うさん。

「困ったわね……それじゃ漆うるし原ばら君、烏う森もりさんと一緒に組んでもらえるかしら？」

「え？　俺が？　でも俺、男子っすよ？」

「大丈夫、男子でチア部をやってる子もいるから。体力も筋力もあるし、貴重な戦力なのよ？」

「は、はあ……」

　まあ美み羽うさんをほっとくわけにもいかんし、俺がひと肌脱ぐとするか。

　考えてみれば今回の練習に一番無縁な二人なのだが、そこはまあ目をつぶっておくとしよう。

「それでは、まず肩車から始めましょう」

「美み羽うさん、俺が下になりますんで、美み羽うさんは上に乗っかってください」

「え、ええ。ありがとうございます、由ゆう太たさん。これでいいかしら……」


　むにょす。



　屈かがんだ俺の首を、美み羽うさんの柔らかい太ももが挟み込んだ。後頭部に柔らかいものが当たってるんだが、この感触は……。

「ど、どうしました、由ゆう太たさん？」

「あ、いや、何でも……」

　言えねえ！

　美み羽うさんのエロいところが当たってるからやめましょうなんて、口が裂けても言えねえ！

「そ、それじゃあ、立ち上がります」

　俺は意を決し、美み羽うさんの太ももをガシッとつかむ。


「ひゃっ！」



「ええ!?　あ、あの、大丈夫ですか？」

「す、すみません。少し驚いてしまっただけです……」

「そ、そうですか。じゃあ、立ち上がるんで、バランスに気を付けてくださいね」

　ぐんっ！


「きゃあ！」



　ゆっくり立ち上がったつもりなのだが、怯おびえた美み羽うさんが、太ももでぎゅっと首を挟み込んできた。

　く、苦しい……けど、ぎぼぢい……♥

「だ、大丈夫ですか、美み羽うさん……？」

「こここ、怖い……」

　美み羽うさんが俺の頭を抱え込み、柔らかな胸がのしっとつむじの上に乗っかってくる。

「み、美み羽うさん……く、首が……」

「はっ！　す、すみません！」

　慌てて手を離した拍子に、美み羽うさんの身体からだがぐらりと後ろに傾いた。

「きゃっ！」

「危ない！」

　咄とつ嗟さに太ももを「グイィィッ！」と引っ張りながら、上半身を勢いよく前傾させる。

　ぐにゅ。





「あン♥」






「え？」

　いま、何か……。

　ギリギリ踏みとどまった頭の上で、美み羽うさんがブルッと太ももを震わせる。

「あ、あの、一旦降ろしますね……」

　恐る恐る屈かがみ込こむと、美み羽うさんは崩れ落ちるように肩から降り、そのまま口を押さえて床に突っ伏してしまった。
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「だ、大丈夫……ですか？」

　声をかけようとしたところで、美み羽うさんはいきなり立ち上がり、何も言わずに体育館から走り去ってしまう。

　えー……と。

　結局美み羽うさんは、その日二度と練習に戻ってこなかったのだった。
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「ふいー、終わった終わった！」

　制服に着替えた三み咲さきが、うーんと胸を反らした。

「いい汗かいたね、ザルディーネちゃん！」

「うむ、だいぶ贅ぜい肉にくが減った感じがするぞ！　これは大いに効果が期待できそうじゃ！」

　美み羽うさんが途中リタイアするという不幸なアクシデントはあったが、ザルディーネさんは大変満足そうだった。

「それじゃあ、部室の鍵も閉めたし、みんな帰るわよ」

　部長さんが先頭に立って、チア部の女子たちと一緒にぞろぞろと帰宅の途に就く。

「そう言えば、ザルディーネちゃんはこのあとどこに帰るの？」

「ん？　そうじゃのう、せっかくじゃから、ワシもユウタの家に泊めてもらおうかの。人間の暮らしを知るのも悪くないのじゃ」

「え、俺んちに!?」

「ぼくも泊まるー!!」

　むぎゅっと抱き付いてくるメロン。

　ええい、汗臭いわ！

「え？　ザルディーネさんと漆うるし原ばら君ってどういう関係なの？」

　横で聞いていたチア部の女子たちが、きゃいきゃい言いながらザルディーネさんに話しかけてきた。

「まあ、ワシのペットみたいなもんかのう」

「きゃー!!　ペットだって！」

　見た目小学生の美少女ということもあってか、みんなの興味はザルディーネさんに集中している。

「ほらほら、このスマホカバー見てザルディーネちゃん。超可愛かわいくない？」

「うむ、超可愛かわいいのう！　マジでいけておるわ！」

「ねえ、こっちなんかどう？　ヤバくない？」

「うむ、これは普通にヤバいのう！　めっちゃ萌もえるのじゃ！」

　ザルディーネさん、馴な染じんでるな……。

　きゃぴ度マックスな集団は、そのまま校門を出て、親おや島じま唯一の繁華街へ。

　あれ？　こっちは青あお根ね島しまへの連絡船乗り場とは方向が逆じゃ……。

　そのままＪＫ集団（含：ハーフエルフ・水竜・海竜）は、当然のように、親おや島じま唯一の喫茶店へとなだれ込んでいった。

「あたしチーズケーキ！」

「えーっと……わたしはモンブラン」

「誰か一緒にショートケーキとチョコパフェ半分こしない？」

「いいじゃん。両方食べちゃえば」

　あの……ねえ、君たち？

「お客様は何にいたしますか？」

「え、俺？　じゃ、じゃあ……いちごかき氷で」

　結局女子軍団は喫茶店でスイーツを貪り食らい、連絡船の最終便ギリギリまで居座り続けたのだった。




　その晩。

「ふっぎゃあああああああああああああああ！」

　風ふ呂ろ場ばで凄すさまじい絶叫があがった。

「ど、どうしたんすか、ザルディーネさん!?」

　慌てて様子を見に行くと、素すっ裸ぱだかで体重計に乗ったザルディーネさんが、わなわなと震えていた。

「た、体重が……増えておる……（涙目）」

　うん。まあそうなるよね。

「うぬううう！　あんなうまいものを出す人間が悪いのじゃ！　おのれマスター！」

　地じ団だん太だ踏んで悔しがるザルディーネさん。

　ちょっ、やめて！　体重計壊れちゃう！

「そういやザルディーネさん、バーベキューの時もチョコ焼いたら寄ってきましたもんね」

　水竜のくせに無類のスイーツ好きとは、困ったお方だ……。

「参ったのう。これでは恥ずかしくて、ますます人前に出られぬ……」

「え!?　いや、それは困りますよ！」

「仕方なかろう。太った水竜など、ただの水竜じゃ」

　充分じゃねえか。

「ザルディーネさん、そこを何とか……」

　このままじゃ、水竜さまの力を借りることができなくなってしまう。

　頭を抱えかけたその時、

「ユウタ様、ご安心ください」

　バスタオルを巻いたアクセリアが、脱衣所に姿を現した。

「ア、アクセリア？　何かいいアイディアがあるのか？」

「はい。わたくしにいい考えがございます。必ずや、ザルディーネさんをご満足させてみせましょう♥」

　アクセリアがザルディーネさんの手を握り、ニコッと微ほほ笑えんだ。
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　翌日、再び俺たちは体育館に集まっていた。

　美み羽うさんも何とか復活し、全員昨日と同じ、チアコスに身を包んでいる──と思いきや、アクセリアと三み咲さきだけは、なぜか体操着のシャツと臙えん脂じ色のジャージパンツ姿だった。首にはホイッスルまで下げている。

「あれ？　二人ともその服はどうしたんだ？」

「似合ってる？　マネージャーだよ！」

「うふふ。今日はわたくしたち、マネージャーとしてザルディーネさんのために先生を呼んでまいりました」

「先生？」

「ベルベリンデ！」

「はっ！」

　声が響いてきたほうを見ると、天井付近まで持ち上げられたバスケットゴールに、ベルベリンデさんがぶら下がっていた。

　あの人は高いところに登らないと死んでしまう病気にでもかかっているのか……。

「とうっ！」

　スタッと着地したベルベリンデさんは、なぜか黒軍服を身にまとい、片手には三角フラップの短たん鞭べんを持っている。あと、なぜか眼帯も着用していた。

「あの、ベルベリンデさん、何やってんすか……？」

「話しかけられた時以外は口を開くな！　このウジ虫が！」

「ええっ!?」

　いきなりド叱られた。

「わたしが訓練教官のベルベリンデ先任軍曹である」

　いつから軍曹になった。

「貴様らは厳しいわたしを嫌うだろう。だが憎めば、それだけ学ぶ。貴様ら雌豚どもがわたしの訓練に生き残れた時、各人が兵器となるのだ」

「いや、なっちゃダメでしょ！　ここチアリーディング部ですよ!?」

「口でクソたれる前と後に〝姫様ラブ♥〟と言え！　分かったか、この童貞！」

「姫様ラ──えぇ!?」

　一体何を言ってるんだ、こいつは！

　さすがに我慢できなくなった姫ひめ川かわが、ベルベリンデさんに嚙かみ付ついた。

「あなた、いきなり現れて何なの!?　練習の邪魔よ！」

　ピク。

「いま言ったのは誰だ？　どこのクソだ！　貴様か、腐れメガネ！」

　なぜか美み羽うさんに突っかかるベルベリンデさん。

「わわっ、わたしではありません！」

　続いてベルベリンデさんは、メロンのほっぺを引っ張る。

「クソガキが！　貴様だろ、臆病巨乳は！」

「うにゅ～～、ぼくじゃないよ」

「わたしよ！」

　見かねた姫ひめ川かわが、ツンと澄ました顔で名乗り出た。

「そっちのクソか……貴様、身長は！」

　なぜ身長を尋ねる!?

「ひゃ、百五十五だけど……それがどうしたのよ」

「そうか。貴様は今日から『微ほほ笑えみデブ』と呼ぶ」

　だからなぜ!?

「やれやれ、どいつもこいつも腑ふ抜ぬけばかり……む？」

　次にベルベリンデさんが目を付けたのは、ザルディーネさんだった。

「おい貴様、なぜチア部になった」

「うむ、瘦せたいと思うてのう」

「殺し屋志願か」

「いや、違うが!?」

「黙れ！　いいから戦争の顔をしろ！」

「どんな顔じゃそれは!?　意味が分からんぞ!?」

「殺す時の顔だ！　アッ──────♂!!」

　それちょっと違くねえ!?

「ひ、ひえ……」

「これが殺しの顔だ、やってみろ！」

「むう……あ───────!!」

「誰が顔芸をしろと言った！　貴様はラ○ライブの海○ちゃんか！」

「誰じゃそれ!?」

「いいか。わたしは厳しいが公平だ。姫様とビキニアーマーと巨乳エルフ以外、すべて平等に価値がない！」

「エロゲユーザーかよ！」

　こうして、ベルベリンデさんによる地獄の特訓が始まった。




　──数日後。

　ビキニアーマーを着たザルディーネさんが、バスターソードをブンブン振り回しながら叫び声をあげる。

「ホント応援は地獄じゃのう！　フゥハハハーハァー」

　同じくビキニアーマーを着た姫ひめ川かわが、モーニングスターをギュンギュン回しながら叫ぶ。

「逃げるやつは敵チームのスパイよ！　逃げないやつはよく訓練された敵チームのスパイよ！」

　おい、どうなってんだこれ……。

　戦闘マシーンと化したチアリーディング部員たちの姿を見て、ベルベリンデさんが満足そうに頷うなずいた。

「本日をもって貴様らはチアリーディング部を卒業する。本日から貴様らは女騎士部である！」

　どんな部だよ！

　絶望しかけたその時、アクセリアが俺の肩を叩たたいた。

「ユウタ様、あれをご覧ください」

「ん？」

　視線の向こうでは、三み咲さきがザルディーネさんに話しかけている。

「ねえねえザルディーネちゃん、ちょっとこれに乗っかってみてよ」

「む、それは体重計か？　どれどれ……おおっ！　体重が落ちておる！」

「やったじゃん！　ダイエット成功だね！」

　三み咲さきと手を取りあい、大はしゃぎするザルディーネさん。

　なるほど、最初からこれが狙いだったのか。

　その代償として古いにしえのチアリーディング部は滅んじまったみたいだがな……。
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　湖のほとりに、パシャパシャとシャッターの音が鳴り響いた。レンズの前では、正装（バニーガール）に着替えたザルディーネさんがポーズを決めている。

「いいよ、ザルディーネちゃん！　ナイスセクシー!!」

　ナイスセクシーて……初めて聞くかけ声だな。

「うむ、ワシは満足じゃ。おかげで腰のラインがすっかり元通りになったのじゃ」

　俺の目にはビフォーアフターの違いがさっぱり分からんのだが、恐らく素粒子レベルでは何かが変わっているのだろう。

　ベルベリンデさんが、ザルディーネさんの背中をバンバン叩たたく。

「貴様はよく頑張った。わたしはお前を誇りに思っているぞ」

「ありがとうなのじゃ、教官殿！」

「ではザルディーネさん、そろそろこちらのお薬を」

「うむ」

　アクセリアが差し出した小瓶を受け取ると、ザルディーネさんはバッと服を脱ぎ捨てた。

「おや？　ユウタ殿、あれは何の薬ですか？」

「え？　解呪薬ですけど」

「は？　解呪薬？」

　ザルディーネさんが小瓶の液体を口に含んだ瞬間、華きや奢しやでほっそりとした少女の肢体は光の粒子に包まれ、直後、爆発的な勢いで膨張を始めた。

　そして幼い女の子の姿は、見上げる首が痛くなるほど巨大な水竜の姿へと変貌を遂げる。

〝アギャアアアアアアア！〟

　咆ほう哮こうが大地を震わせ、湖に巨大な波紋が生じた。

「お疲れさまでした、水竜さま。ベルベリンデもご苦労さまです。これで水竜さまのご協力を得られそうですね」

「たしかに、今回はベルベリンデさんのおかげですね……って、どうしたんすか、ベルベリンデさん？」

　俺の隣では、なぜかベルベリンデさんが白目を剝むいていた。

「ユユユ、ユウタ殿……こ、これは一体……」

「あれ？　ベルベリンデさん、ザルディーネさんが水竜さまだって、知らなかったんすか？」

　それを聞いたアクセリアが、不思議そうに首を傾かしげる。

「あら。たしかそのことは、ミサキさんが事前に説明しておいてくださるという話だったかと思いますが」

「にゃはは！　めんご！　すっかり忘れてた！」

「おい、三み咲さきィィィ！」

　水竜さまは満足そうに湖へ戻っていったが、ベルベリンデさんは立ったまま気を失っていた。
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「どう、パパ。あれが水竜さまよ。この霧もね、あの水竜さまが作ってくれたの」

　小高い丘の上に立った姫ひめ川かわは、水面から巨大な首をもたげる水竜さまを指差して、自慢げに胸を反らした。

「す、すごい……これは予想以上だ……まさか竜なんて生き物が本当に存在するとは……」

　姫ひめ川かわ父は、驚きの余り言葉も出てこない様子だ。

　隣で三み咲さきがはしゃいだ声を上げる。

「やっぱり何回見てもすごいよね、水竜さまは！　この姿を動画に撮ってネットで流したら、きっと日本中大騒ぎだよ！」

「いや、そうかもしんねえけど……その前にＣＧとしか思われねえだろ」

「むむっ、そっかぁ……」

「いかがでしょう、ヒメカワさんのお父様。これでリリガルドへお越しになる皆さまは喜んでくださるでしょうか」

「もちろんですとも！　きっと大勢の観光客が詰めかけてくるに違いありません！」

　一瞬、何か嚙かみ合あわないものを感じたが、にこやかに微ほほ笑えむアクセリアを見て、俺はそっと口をつぐんだ。

「これはいける……これならいけるぞ……」

　姫ひめ川かわ父は、水竜さまの背中に生えたヨットの帆のような背びれを眺めながら、一人でブツブツと何かを呟つぶやいていた。
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　数日後、学校が終わって青あお根ね島しまに帰ってくると、連絡船を下りたところで百もも花か姉ちゃんの怒鳴り声が聞こえてきた。

「おい！　こっちは支庁から何の説明も受けてねえんだぞ！　何とか言ったらどうだ！」

「いや、我々は契約どおりに工事をするだけの立場なので……」

「そうじゃなくて、ウチらがきちんと説明聞くまでは、工事を中断しろって言ってるんだ！　このままじゃ漁に支障が出ちまうぞ！」

　百もも花か姉ちゃんが詰め寄っているのは、黄色いヘルメットを被かぶった工事業者の人たちだ。

　港の工事なんて村の広報には載ってなかったけど、どうしたんだろう？

「百もも花か姉ちゃん、何かあったの？」

「おう、ユウ。それに三み咲さきとアクセリアか。どうもこうもねえ。この七しち宝ほう港こうを管理してる都の親おや島じま支庁が、ウチらに話も通さず勝手にしゅんせつ工事を始めやがったんだ」

「へ？　しゅんせつ工事って何？」

「要するに、海底の泥を掘り出す工事のこった。台風で流れてきた土砂のせいで航路が埋まらないようするんだとよ。けど、そのせいで魚が逃げちまうし、船も自由に出し入れできねえ」

　百もも花か姉ちゃんの言葉に、アクセリアが驚きよう愕がくの色を浮かべる。

「海底の泥を掘り出す!?　ニホンの魔導技術は、そんなことまで可能なのですね……」

「でもさ、お姉ちゃん。最近そんなに台風なんてあったっけ？」

「いいや、数も規模も例年どおりだ」

「だったら何で急に……？」

「さあな。妙なのはそれだけじゃねえぞ。あれを見てみろ」

　百もも花か姉ちゃんが、黄色と黒のガードフェンスに掲げられた工事看板を指差した。

「あれは……」

　施せ工こう業者欄には「姫ひめ川かわ建設株式会社」と書かれてある。

「見てのとおり、姫ひめ川かわグループの会社だ。このタイミング、なんか臭におわねえか？」

「もしかして、姫ひめ川かわのお父さんが何か関係してるのかな……」

「どっちにしろ、これ以上工事業者とかけ合っても埒らちが明あかねえ。漁に影響が出る前に、都の親おや島じま支庁へ行って直接カタを付けてくるぞ」

「モモカさん、わたくしたちも連れて行ってください！」

「は？　何言ってやがる。おめえらガキどもはすっこんでろ。これは大人の話だ」

「そうはいかねえさ、百もも花か姉ちゃん。リリガルドの漁師は、みんな青あお根ね島しまの漁師さんたちにお世話になってるんだ」

「そうだよお姉ちゃん！　それに元はと言えば、青あお根ね島しまの漁師さんたちとリリガルドの漁師さんたちとの間のトラブルを解決するように言ったのは、お姉ちゃんでしょ！」

　三み咲さきの一言に、百もも花か姉ちゃんが「うっ」と言葉を詰まらせた。

「へっ。そうかい、他ひ人と事ごとじゃねえってわけか……分かった！　ウチに付いてきな！」

　こうして俺たちは、到着したばかりの連絡船に乗って再び親おや島じまへと向かった。




　親おや島じま村役場のほど近く、山を背にした濃い緑の中に東京都親おや島じま支庁は建っていた。

　村役場はすっかり屋根の色が剝げかけているが、こちらは壁も白く、まるで新築のように修繕が行き届いている。

「なあ、そこのあんた。ちょいとすまねえが、港湾課の工事担当課長代理を呼んでくれねえか」

　港湾課のカウンターに着くと、百もも花か姉ちゃんはそばを通りかかった職員さんに声をかけた。

「すみません。あいにく課長代理はいま打ち合わせ中でして……」

　呼び止められた職員さんは、弱り顔で頭を下げる。

「チッ。慌てて来すぎちまったか。先に電話してアポくらい取っとけばよかったぜ」

　百もも花か姉ちゃんが、苛いら立だたしげに舌打ちしたその時だった。

「おや？　君たちは……」

　そばのブースで打ち合わせをしていた男性の一人が、俺たちの声を聞いてふと顔を上げた。

「あなたは……姫ひめ川かわのお父さん？　どうしてこんなところに？」

「いや、いまこちらの工事担当課長代理さんと、少し話をさせていただいてたんだよ」

　目的の人物を見付け、百もも花か姉ちゃんがブースに押し入る。

「奇遇だな。ちょうどウチらもあんた方に話があったんだ」

「ほう。話……とは？」

「いま青あお根ね島しまでやってるしゅんせつ工事のことさ。あれなんだがよお、すぐに中止してもらえねえかなぁ」

　百もも花か姉ちゃんの言葉に、姫ひめ川かわ父が「ふっ」と肩をすくめた。

「無茶を言っちゃいけないよ、お嬢さん。一旦始めた工事を中止するなんて、余程のことがなければできない相談だ」

「お嬢さんじゃねえ、青あお根ね島しま村職員の和わ栗ぐり百もも花かだ。無理なのはとっくに承知してる。だがなぁ、こちとら事前に説明も聞いてねえし、このままじゃ漁に悪影響が出ちまうんだ。港の工事は、村民あってのもんだろうが」

「おや、ヘンだね。話だったらそちらの村長さんに通してあったはずだが？　ちゃんと、こちらの支庁長と親おや島じま村長と都議の先生を通じてね」

　ニヤリ、と口元に笑みを浮かべる姫ひめ川かわ父。逆に百もも花か姉ちゃんの額には、みるみる青筋が広がっていった。

「くそっ！　あのヘタレ親父おやじめ、押し切られやがったな！」

　事情はよく分からないが、姫ひめ川かわ父は、政治力を駆使してこの工事の実施にこぎ付けたらしい。

「あの……姫ひめ川かわのお父さん、あなたはどうしてそんなに強引にこの工事をやろうとしてるんですか？」

「強引とは心外だな。うちの社員から聞かなかったかい？　あそこは波が荒いから、ちょっと台風が来ると航路が埋まってしまうんだ」

「でも、そんな工事、ここ数年やってませんでしたよね？」

「だからこそさ。平時から備えておかないと、いざという時困るだろ？」

「たしかにそうですが……それにしたって、あまりに急じゃないですか。今年は特別台風が多いわけでもないですし。せめて、きちんと村民のみんなに説明してからでも──」

「説明はいましたとおりだよ。これ以上、何を話せばいいんだい？」

「それは……」

　ダメだ。何かおかしいと分かっていても、俺なんかじゃ海千山千の商売人を相手に攻め切ることができない。

「話は以上かね？　それじゃあ我々はまだ打ち合わせがあるから、申し訳ないけどそろそろお引き取り願おうか」

　周囲では、支庁の職員さんたちがこちらを迷惑そうにチラチラ見ている。

　仕方がない。今日はもう帰るか……。

　諦めて踵きびすを返そうとしたその時、

「ちょっと待って」

　不意に声が聞こえ、俺たちはハッと振り返った。

「え……？　お、お前は……」

「話は聞かせてもらったわ、パパ」

　打ち合わせコーナーの入り口に立っていたのは、姫ひめ川かわ結ゆ衣いだった。

「結ゆ衣い！　どうしてここに！」

「和わ栗ぐりさんからLINEで連絡をもらったの」

　俺の隣で三み咲さきが「にひっ」と笑みを浮かべる。

　三み咲さき、いつの間に姫ひめ川かわとそんな仲になっていたんだ……。

「ねえパパ、一体どういうこと？　青あお根ね島しまの人に迷惑かけるなんて聞いてないわ。ちゃんと事情を説明して」

「迷惑なんてかけてないさ。むしろこれは青あお根ね島しま村民のために──」

「ウソ！　和わ栗ぐりさんから、漁に悪影響が出るって聞いたもん！」

「そ、それは……」

　さっきまで余裕の態度を見せていた姫ひめ川かわ父も、娘の追及に遭ってたじたじだ。

「本当のことを言って、パパ。この人たちには、それを知る権利があるわ」

「む………」

　苦しそうに顔を歪ゆがめた姫ひめ川かわ父が、やがて諦めたように口を開く。

「あれは……これからリリガルドにリゾート施設を作るため必要なものなんだ」

「「リリガルドに、リゾート施設を!?」」

　俺たちは一斉に顔を見合わせた。

「そうさ。あの土地で大勢の観光客を受け入れられるよう、公設民営の宿泊施設や商業施設を作ってもらうんだ。ゆくゆくは、水竜のような珍しい動物を集めたレジャーパークも併設したいと考えている」

「け、けど……それと七しち宝ほう港こうの工事に一体何の関係が？」

「工事用資材の運搬船を泊めるのに、いまの港じゃ深さが足りないんだ。いわばこれは、北小お笠がさ原わら諸しよ島とうを挙げた一大観光プランの第一歩なのさ」

「そ、そんな計画が……」

「状況を説明しなかったことは謝ろう。だがこれは、君らにとっても決して悪い話ではない。あの場所に大勢の観光客が来れば、リリガルドや青あお根ね島しま村も大いに潤う。分かるだろ？」

　ビジネススマイルを浮かべる姫ひめ川かわ父。だが、百もも花か姉ちゃんはムスッとした顔で腕を組む。

「話は分からんでもねえ。けどよぉ、そんなでかい事業を始める金がどこにあるってんだ？」

「すでに都や国交省へ働きかけているところさ。国も都も、二〇二〇年の東京オリンピックへ向けて観光振興事業を錦にしきの御み旗はたに掲げているからね。秋の補正予算では、優先的に交付金を付けてもらう予定だよ」

　すでに外堀は埋め尽くされてるってわけか……。

　釈然としない様子の俺たちを見て、姫ひめ川かわがおずおずと口を開いた。

「ねえみんな。これはあくまでも計画の話に過ぎないわ。これからはみんなにもいろいろ意見を聞く場が設けられるはずだから……ね、そうでしょ、パパ？」

「ん？　ああ、もちろんだとも」

　姫ひめ川かわ父は、満面の笑みで頷うなずく。

「さて、そろそろ連絡船の最終便が出る時間だ。いまわたしが会社の車を呼ぶから、君たちは港まで乗せて行ってもらうといい」

　フロアに鳴り響く終業のチャイムを聞きながら、俺たちはやむなく庁舎を後にした。
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　その日の晩。

「ただいま」

「お帰りなさい、パパ」

　ドアを開く音に、結ゆ衣いはパタパタと玄関へ向かった。

「やあ、結ゆ衣い。今日はどうなることかと思ったが、最後はお前の助け舟のおかげで本当に助かったよ。ちょっと説明のタイミングは早まってしまったが、これでようやく温めていた計画を実行に移せそうだ」

「計画って……例のリゾート計画のこと？」

「ん？　ああ。まあ、それもあるが……」

「もしかして、他にも何かあるの？」

「ふふ。結ゆ衣いにもそのうち話すよ」

　父はいつものように娘の頭を撫なでるが、その手つきはどこかぎこちない。

　ふと、壁にかかった祖父の遺影が結ゆ衣いの目に入った。

　優しくて、島の発展のことを常に考えていた祖父。

　いつも笑顔に見えた祖父の顔が、今日はどこか浮かない表情をしているように見えた。
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　教室に着いたところで、メロンがふらふらしながら俺の背中に覆おおい被かぶさってきた。

「うにゅ～……」

　美み羽うさんの取り計らいで学校に通えることになったメロンだが、今日は朝から元気がない。

「メロンちゃん、どうしたの？」

「早起きに慣れてないんだろ」

　そんなことより、さっきから名前に恥じない大きな胸がむぎゅっと背中に押し付けられて、感触がやばい……。

「おい由ゆう太た、また新しい美女をはべらせてるのか？」

「いや、こいつのコレは、ただじゃれついてるだけだから……」

　いかん、こんなところを姫ひめ川かわに見られたら、また怒られちまう。

「あ、結ゆ衣いちゃんおはよー!!　昨日は急に呼んじゃってごめんね！」

　ちょうど姫ひめ川かわを見つけた三み咲さきが、ぴょんと跳ねるように駆け寄った。

　む、まずい！

　ところが、

「お、おはよう……」

「はにゃ？　なんか元気ないね、結ゆ衣いちゃん」

「そ、そんなことないけど……」

　とは言うものの、姫ひめ川かわは明らかにいつもより覇気がない。

　ふだんだったら、俺とメロンがくっ付いてたらすぐ文句言ってくるのに。

「ヒメカワさん、お疲れのようですね……」

「そういや、最近は放課後も慌ただしかったもんな」

「うーん……なんか結ゆ衣いぴょんが気晴らしできるようなものがあればいいんだけど」

　三み咲さきの言葉に、アクセリアがポンと手を叩たたく。

「それでしたら、今度のお休みの日に我がリリガルドでお食事会をしてはいかがでしょう。最近ミサキさんからお料理を教わっておりますので、ぜひ腕を振るいたいと思っていたのです」

「いいね！　あ、そうだ。せっかくだからピクニック形式にしない？」

「ぴくにっく？」

「そ。お外でシートを敷いて食事するの。リリガルドなら景色も綺き麗れいだし、きっといい感じになると思うんだ！」

「まあ！　それは素敵ですね！　いかがでしょう、ヒメカワさん！」

「わ、わたしは……」

「ほらほら、結ゆ衣いちゃんも一緒に来ようよ！　由ゆう太たもそれがいいと思うでしょ？」

「え？　うん、そうだな。姫ひめ川かわもぜひ来てくれよ」

　姫ひめ川かわには、リリガルドのいいところをたくさん見てもらいたいからな。それに、アクセリアたちもこんなにやる気になってくれてるわけだし。

　俺の背中にくっ付いていたメロンが、パッと離れて姫ひめ川かわに駆け寄る。

「ぼくも、ヒメカワお姉ちゃんに来てもらいたーい。ねえ、来て来てー」

「ちょっ、わ、分かったから揺すらないでっ」

　それが決め手となり、週末は姫ひめ川かわも呼んでリリガルドでピクニックをすることになった。




　日曜日。

　俺たちは集落を見下ろす丘の上でシートを広げていた。

　目の前には、アクセリアと三み咲さきが腕によりをかけて作ってくれたサンドイッチが並んでいる。

「ヒメカワさん、お茶はいかがですか？」

「あ、ありがとう」

　魔法瓶から注がれた紅茶をすすり、サンドイッチを頰張る姫ひめ川かわ。

「どう、結ゆ衣いちゃん？　おいしいっしょ？」

「うん、おいしい……!!」

　城の尖せん塔とうは澄んだ青空を背にそびえ立ち、吹き過ぎる風が草原を静かに揺らしていく。

「いやー、気持ちいいなぁ」

　シートの上に寝っ転がると、草の匂いが鼻び腔こうを優しくくすぐった。

「ユウタお兄ちゃん、こっちのサンドイッチもすごくおいしいよ！」

「むぐ……いや、自分で食べるから、ちょ、やめ……やめろっつってんだろ！」

　お父さんにじゃれつく子供か！

「えへへ。ごめんなさ──ありゃ？」

　不意にメロンが、バランスを崩して俺の上にドスンと乗っかってきた。

「ぐふっ！　こら！　急になにすんだよ！」

「ん……う」

　見ると、メロンはわずかに眉をしかめて額に汗を浮かべている。

「お、おい、体調でも悪いのか？」

「え？　あ、ううん、大丈夫……」

　大丈夫ならどいてくれよ……。

「それにしても、良いい風ですね。風の精霊さんたちの歌声が聞こえてくるようです」

「そうだねー、あたしにも聞こえそうな気がするよ（……聞こえますか……聞こえますか……三み咲さきさん……風の精霊です……今……あなたの……心に……直接……呼びかけています……）」

　幻術・写輪眼でも食らっとんのか。

「ん？」

　ふと風に乗って、甘い香りを嗅いだ気がした。

　丘の上には、リンゴのような果実を付けた樹きが数本生えている。

「初めて見る樹きだな。アクセリア、あれは何て果物なんだ？」

「わたくしも初めて見ました。あんな樹きがリリガルドに生えていたなんて……」

「アクセリアでも知らないのか」

　果実の表面は鮮やかな黄金色に輝き、まるで職人が作った宝飾品のようだ。

「どれどれ……」

　近付いてみると、芳ほう醇じゆんな香りが一層強くなった。

　後から付いてきた姫ひめ川かわが、うっとりとした表情を浮かべる。

「綺き麗れいな実ね。お土産みやげとか特産品に使えないかしら」

「そうだな。問題は味だが……」

　匂いにつられてやってきたメロンが、くんくんと鼻をひくつかせた。

「なんかおいしそうな実。んしょ。いただきまーす」

「あ、おいこら！　メロン！」

「（かぷ。もっしゃもっしゃもっしゃ）」

「そ、それ、食べても大丈夫なのか？」

「（ごくん）ん～、なんか水っぽい。でも、甘い？」

　どうやら毒はなさそうなので、俺たちも食べてみることにした。

「うん……不思議な味だな。いままで食べたどのフルーツとも違う。甘味はあるけど、かなり水っぽくて薄味だ」

「そうですね。ちょっと物足りない感じがいたします」

「もしおいしかったら売れるかもと思ったんだけど、ダメそうね……」

　姫ひめ川かわが残念そうに肩を落とす。

「たしかに、もうちょっと味が濃ければね～…って、ん？」

「どうした三み咲さき？」

「ねえ……これ、ジャムにしてみたらどうかな」

「ジャムに？」

「そうだよ。煮詰めて濃縮すれば、ちょうどいい味になるんじゃないかな」

「なるほど。そりゃいいアイディアかもしれんな」

「ですがミサキさん、ジャムなどという高価なもの、このリリガルドではとても……」

「ほえ？　ジャムって高価なの？」

「もちろんです。ジャムを作るにはお砂糖がたくさん必要となりますので」

「けど、青あお根ね島しま村ではサトウキビ栽培してるから、砂糖なんて簡単に手に入るよ？」

「え？　そうなのですか？」

　横で聞いていた姫ひめ川かわが、二人の会話にポンと手を叩たたいた。

「和わ栗ぐりさん、すごくいいアイディアだわ。その方法なら、リリガルドだけじゃなくて、青あお根ね島しま村の砂糖も需要が生まれるもの」

「ここでもまさにwinwinの関係ってことか」

「もしリリガルドで作られたものを喜んでくださる人がいたら、わたくしとても嬉うれしいです！」

「そうだよアクセリアちゃん！　この果物でおいしいジャムを作れば、きっともっとリリガルドのことを好きになってくれる人が増えるよ！」

　リリガルドの良さを知ってもらって、リリガルドのみんなと友達になってもらう。まさにアクセリアが考えていた観光のあり方だ。

「よし……そうと決まったら、この実をいくつか持って帰って、早速ジャムを作ってみよう」

　これできっとリリガルド観光はますます盛り上がる！

　──と思ったのだが、

「待てい！」

「────!?」

　鋭い怒声に驚いて振り返ると、そこにはジロリとこちらを睨にらみ付つける、見慣れないお爺じいさんの姿があった。
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「──と、いうわけでして、俺たちにこの果物を分けていただけないかと……」

　瘦せて髭ひげを生やしたお爺じいさんは、オーリンと名乗った。リリガルドの集落からは少し離れた丘の麓に住んでいるらしい。そのオーリン爺じいさんは、にべもなく答える。

「ダメだ。ここに生えている樹きは、儂わしが大切に育ててきたものだ。売り物ではない」

　静かな口調だが、その声には断固たる意志を感じられる。

「じゃあ、他の場所に生えているものなら？」

「好きにするがいい。ただし、ここ以外で生えているものなど、儂わしは見たことがないがな」

　やはり、この爺じいさんを何とか説得するしかなさそうだ。

「ねえねえお爺じいちゃん、この果物、名前はなんて言うの？」

　三み咲さきが尋ねると、オーリン爺じいさんは長く伸びた眉の下からわずかに細い目を上げた。

「名前は……儂わしも知らん」

　名前も分からないのに育ててるのか。奇特な爺じじいさまだな。

「あの、オーリンさん、先ほどユウタ様がお話しされたとおり、これはリリガルドにとっても青あお根ね島しま村にとっても大切なものなのです。お代は支払いますので、どうか一個か二個だけでもお譲りいただけないでしょうか」

「姫様の頼み事でも、こればかりは聞けません。どうかお引き取りください」

　そう言ってお爺じいさんが踵きびすを返しかけたその時、

「まあまあ、あなた。姫様に対して何て言い方ですか」

　小さな女の子を連れたお婆ばあさんが、ゆっくりと丘の向こう側から登ってくるのが見えた。

　オーリン爺じいさんは、ばつが悪そうに頭を搔かく。

「えーと、こちらの方は？」

「……儂わしの家内と孫だ」

「こんにちは、旦那様、姫様。ほら、シルエラちゃんもご挨拶なさい」

「こんにちわ、だんなさま、ひめさま」

　ぴょこんと頭を下げる、金髪で愛くるしい顔立ちの女の子。リリガルドの学校では見かけた覚えがないから、恐らく幼稚園児くらいの年齢だろう。

「すみませんねえ旦那様。この人は昔っから頑固で、一度言ったことを絶対曲げようとしないんです」

「いえ、俺たちも厚かましいことお願いしちゃいまして……」

「けどね、実を言うとわたしたち家族も、ほとんどこの果物を食べさせてもらったことがないんですよ」

「え？　ご家族の皆さんも、ですか？」

「そうなの。わたしはずっと昔に一度だけ食べさせてもらったことがありますけど、そんなにおいしいものでもありませんでしたから、その後はムリにお願いしませんでしたが」

「シルエラ、たべてみたい！」

　妙だな。ということは、食料として栽培しているわけでもないのか。

　じゃあ、この爺じいさんは一体何のためにこの果物を……？

「ねえ、どうかしら、あなた。みんなが喜ぶことなんですし、ここは一つ旦那様や姫様に協力して差し上げたら──」

「それはできん。さっきも言っただろう。これは売り物ではないんだ」

「そうかもしれませんけど……」

　それまで黙っていた姫ひめ川かわが、堪こらえ切きれなくなったように口を挟んできた。

「ちょっとオーリンさん。あなた、どうしてそんなにこの樹きにこだわってるの？　代金は支払うって言ってるじゃない。それに、二、三個取ったくらいで枯れるわけじゃないでしょ？」

「二、三個ならな。だが、それだけで済むとは限らん」

「わたしたちが信用できないって言いたいの？」

「信用の問題ではない。人とはそういうものなのだ」

「言ってる意味が分からないわ」

「ならば黙って帰るがよい」

「む～～～～!!」

「おい姫ひめ川かわ……」

　慌てて腕をつかむと、姫ひめ川かわは「フンッ」とそっぽを向いてしまった。

「す、すみません、お騒がせしちゃいまして。俺たち、今日のところはこれで失礼します」

「気が向いたら、我が家にもお越しくださいね。そこの麓に住んでおりますから」

「あ、はい。ありがとうございます」

「ひめさま、だんなさま、ばいばい」

　シルエラちゃんに手を振り返しながら、俺たちはいそいそとその場を撤収した。
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　それから俺たちは、手を替え品を替えオーリン爺じいさんの説得を続けた。だが、一向に成果は上がらない。

「は～～。なかなかうまくいかねえもんだな……」

　今日もいつもの樹きを目指して丘を登りながら、深々と溜ため息いきをつく。

「最近は『お茶でも飲んでけ』って言ってくれるようになったけど、異世界フルーツの話になると、急に意固地になっちゃうんだよね」

　手て土産みやげのお菓子をつまみ食いしながら、三み咲さきが肩をすくめる。

「こりゃあ、異世界フルーツジャムは難しいんじゃねえか……？」

「何言ってんの、今日こそ説得するわよ」

「結ゆ衣いちゃん、ずいぶんやる気だね」

「さすがリゾートグループの会長の娘だな。商魂は親父おやじさん譲りってわけか」

「別に、正直あのフルーツにはそんなに期待してないわ」

「へ？　じゃあどうして？」

「なんか似てるのよ、あのお爺じいさん。わたしのお祖じ父いちゃんに」

「お祖じ父いちゃんに？」

　ってことは、姫ひめ川かわリゾートの先代会長のことか。

「そう。うちのお祖じ父いちゃんはね、わたしのことすごく可愛かわいがってくれたの。けど、身体からだが悪くなってもぜんぜん病院行かなくて……ある日突然倒れて、そのまま亡なくなっちゃった」

　姫ひめ川かわが、そっと目を伏せる。

「時折思うことがあるのよ。あの時ムリにでも病院に連れていけば、あんなことにはならなかったかもしれないって。だから、わたし何となくあのお爺じいさんがほっとけないの。意地っ張りなところも、うちのお祖じ父いちゃんにそっくりだし」

「ヒメカワさん……そんな過去があったのですね」

「……ったく。そんな話聞いちまったら、今日も行くしかねえじゃんか」

「由ゆう太たの言うとおりだね。それに、あたしはまだフルーツジャムのこと諦めてないよ！」

「今日こそはあの方も分かってくださるかもしれません。誠意をもって、もう一度お話ししてみましょう」

　俺たちは大きく頷うなずき、丘を登る足を速めた。




「ちわーす。今日も来ましたー」

　いつもの樹きのそばへ来たところで、三み咲さきが「あっ」と声を上げた。

「大変！　オーリンさんが……!!」

　三み咲さきが指差す先では、オーリン爺じいさんが倒れている。

「ちょ、ちょっと！　しっかりしなさい！」

　姫ひめ川かわが慌てて駆け寄り、オーリン爺じいさんの頰を叩たたいた。

「うう……」

　良かった、まだ息はあるみたいだ。

「ユウタ様、とりあえずこちらのポーションを！」

「サンキュー、アクセリア！　ほら、オーリンさん、これ飲んでください」

　ポーションを無理やり口に含めると、苦しげな表情がスッと和らいだ。

「大丈夫ですか？」

「う……ここは……」

「いつもの丘の上です」

「そ、そうか。儂わしは樹きの世話をしている途中で……」

「ムリしちゃダメじゃないの、もう歳としなんだから」

　オーリン爺じいさんの顔を覗のぞき込こみながら、姫ひめ川かわがホッと息を吐き出す。

「ふん。大きなお世話だ。歳としだからこそ、やらねばならんのだ……」

「歳としだからこそって……どうしてそんなにあの樹きにこだわるの？」

「……………あの樹きにはな、恩があるんだよ」

　姫ひめ川かわの問いかけに、オーリン爺じいさんはようやく重い口を開いた。

「恩って、どんな……？」

　オーリン爺じいさんはゆっくりと語り出す。

　過去の記憶を。この樹きとの出会いを。




　──あれは、儂わしがお前さんらよりも若い、十歳になるかならないかくらいの頃のことだった。




　儂わしはな、小さい頃から丘の麓にある、あの家に住んでおった。

　いまもリリガルドは決して豊かではないが、その頃はもっと貧しくてなあ。みんなその日を生きるのに精いっぱいだったよ。

　家の仕事の手伝いも、よくさせられた。大変だったが、外で遊んでいると近所に住んでいる年上の子にいじめられたから、まだ仕事のほうが気楽だったかもしれん。




　ある年、この地をひどい水不足が襲った。

　まだ水竜さまもおられなかった頃で、それはひどい状況だった……。

　水が涸かれ、家畜は死に、子供がバタバタと倒れる。

　その日も儂わしは飲み物代わりになるものを探してこの辺りを彷徨さまよっていたが、途中、近所のいじめっ子に会い、慌てて逃げるように丘の上へと駆け登った。

　逃げながら、何度も転んだせいで手足は擦り傷だらけだったよ。

　ふと、涙を浮かべた目で丘の上を見ると、そこに見慣れない女の子が座っていることに気付いた。

　ちょうど姫様と同じ、綺き麗れいな金色の髪の女の子だった。歳としは当時の儂わしと同じくらいに見えたが、大層目鼻立ちの整った子でな、思わず見とれてしまうほどだったよ。

　その子は、なぜか丘の上に座って、一人で葉笛を吹いておった。どこか物悲しいメロディーで、聞いているうちに胸が苦しくなってくるような曲だった。

　儂わしは好奇心に駆られ、思わずその女の子に声をかけた。

「ねえ、何をしているの？」

　女の子は驚いた様子で振り返ったが、「別に……」とそっけなく答えるだけで、また葉笛を吹き続ける。

　葉っぱを押さえる指を見ながら、儂わしは「なんて綺き麗れいな手だろう」と思った。ずっと昔に旅の行商人が見せてくれた、蠟ろう細ざい工くのようだ。

　どうしてもその子と仲良くなりたくなった儂わしは、しつこく声をかけ続けた。

「ねえ、その笛の吹き方、ぼくにも教えてくれない？」

「……あなた、葉笛の吹き方も知らないの？」

「うん」

「こんな簡単なのに？」

「仕方ないよ。誰も教えてくれなかったんだもん」

　不ふ貞て腐くされたように答える儂わしを見て、女の子は不思議そうに首を傾かしげた。

「あなた、怪け我がをしてる……？」

　それは、先ほどいじめっ子から逃げる時、転んでできた傷だった。

「これは、いじめっ子にやられたんだ……」

「……いじめられてるの？」

「うん……ぼくより二つも年上で、すごく意地悪なやつなんだ」

「二つしか違わないなら、やり返せばいいのに」

「ム、ムリだよ！　ぼくこんなにやせてるし！　けど……もっとお腹なかいっぱい食べられれば、あんなやつには負けないのに」

「お腹なか、空すいてるの？」

「うん。一昨日おとといから何も食べてない。水も、ちょっと飲んだけ……」

　黙って聞いていた女の子は、おもむろにポケットから一つの果実を取り出した。

「あげる」

「え!?　い、いいの!?」

　彼女が頷うなずくのを見て、儂わしは奪い取るように果実をつかんだ。そして一心不乱にかぶり付く。

　汁気が渇いた口の中へ広がり、文字どおり生き返るような心地ここちだった。

「おいしい！」

　思わず口にした言葉に、女の子は初めてニッコリと微ほほ笑えんだ。

　ドキッとしたよ。こんな可愛かわいい子がこの世にいたのかと思った。




　それからというもの、儂わしは毎日のように丘の上へと通った。

　不思議なことに、いつ行っても女の子はそこに座っていたんだ。

　おまけにその子は博識でな。文字も書けるし、いろんな昔話も知っている。時には遠く離れた出来事のことも、まるで見てきたかのように語ってくれた。

　儂わしは「もしかしたら、この子貴族なのかな……」と思った。

　髪も綺き麗れいだし、どことなく品がある。貴族の子がどうしてこんなところにいるのかは分からなかったが、まあそういうこともあるのだろうと、あまり気にしていなかった。

　やがて、最初はつっけんどんだった彼女も、いつの間にかすっかり打ち解けて、笑顔を見せるようになった。毎日が楽しくて、丘の上に行くのが楽しみで仕方なかったものさ。

　そして、葉笛も上手になり、ある程度文字も書けるようになったある日のこと。

　家に帰ると、ふだんは「おかえり」と優しく迎えてくれる母が、その日はどういうわけか部屋の奥から出てこなかった。どうしたのだろうと思って覗のぞき込こむと、母はベッドに横たわる妹、サシャの顔を不安そうに覗のぞき込こんでいる。

「お母さん、ただいま。ねえ、サシャ、どうかしたの？」

「別に何でもないわ、ちょっと体調が悪いだけ。あなたは心配しなくて大丈夫よ」

　そう言われても、気になるものは気になる。

　儂わしは妹の顔を覗のぞき込こみ、言葉を失った。

　可愛かわいらしかった妹の顔がすっかりむくんで、お腹なかもパンパンに膨れ上がっているではないか。たしか、近所の子も似たような状態になって、数日後に亡なくなっていた。母は何ともないと言っているが、もしかしたらこれは大変な事態なのではなかろうか。

「お母さん……ぼく、ちょっと出かけてくる！」

「あ、オーリン!?」

　儂わしは家を飛び出し、急いで丘の上に向かった。前にあの子からもらった果実。あれを食べさせてやれば、妹は元気になるのではないかと思ったのだ。

「いた！」

　案の定、女の子はまだ丘の上に佇たたずんでいた。

　そろそろ星が見え始めている時間なのに、ぽつんと一人で空を見上げている。

　なぜ帰らないのだろう、と不思議に思ったが、それよりも儂わしにはもっと大事な用があった。

「ねえ、こないだくれた果物、まだある？」

　女の子は、きょとんとした顔で答える。

「あるけど……どうして？」

「妹が……サシャが大変なんだ」

　儂わしは妹の様子を女の子に話した。

「分かったわ」

　静かに頷うなずいた彼女は、ポケットから金色の果実を取り出す。

「こんなもので良ければ、ぜひ食べさせてあげて」

　儂わしは「ありがとう！」と言いながら、女の子の手をギュッと握り締めた。

　彼女は優しく微ほほ笑えんで、儂わしの手を握り返してくれた。




　妹が不思議な果実を食べて元気になったという話は、瞬またたく間まに近所へ広まった。

「うちの子が、もう三日も何も食べていないんだ！」

「お父さんが、栄養失調で倒れちゃって」

「身重の妻のために、せめて一つだけでも……!!」

　最初は断っていたが、とうとう抗あらがい切れなくなった儂わしは、再び女の子に相談を持ちかけた。

「ねえ、あの果物って、まだあるの？」

「ええ、あるわよ」

「それ、また分けてもらえないかな……」

「いいわよ」

　女の子は、嫌な顔ひとつせず果実をポケットから出してくれた。

　一度、勇気を出して尋ねてみたことがある。

「ねえ、その果物ってどこで見付けてくるの？」

「すぐそこよ」

「すぐそこ？」

　彼女が指差すほうを見たが、黄金の果実がなっている樹きなど、どこにも生えていない。

　ごまかされたのかな……と思ったが、彼女の顔は真面目そのもので、ウソや冗談を言っているようにも見えない。

　儂わしは不思議に思いながらも、それ以上追及することはなかった。




　しばらくすると、気になることが起こり始めた。

「ねえ、ちょっと瘦せた？」

「そうかしら？　自分の身体からだなんかいつも見てるから、分からないわ」

　最初は、ごくわずかな変化だった。

　しかし、日を追うごとにその変化は顕著になっていく。

「ねえ、やっぱり瘦せてるよ。だって、ずいぶん腰帯が余ってるもん」

「そうね。けど、切ってしまうのももったいないわ」

　その頃になると、葉笛は儂わし一人で吹くことが多くなっていた。女の子は、黙ってその音色に耳を傾けているだけ。喋しやべるのも儂わしばかり。家で起きた些さ細さいなことを話すと、女の子は嬉うれしそうに微ほほ笑えんでくれるが、以前のように昔話や遠い国の出来事を語ってくれることはなくなった。

「あのさ……もしかして、疲れてる？」

「いいえ？　どうしてそう思うの？」

「だって、最近あんまり喋しやべってくれないから。それに頰も、ずいぶんこけてる……」

「あら、レディーの容姿をそんなふうに言うのは失礼だわ」

「ご、ごめん……」

　冗談めかして返されてしまったが、彼女の身体からだに異変が生じているのは明らかだった。

　白かった肌は褐色に濁り、瑞みず々みずしかった唇もすっかりひび割れている。豊かに波打っていた金髪は輝きを失って頭皮に貼り付き、あんなに綺き麗れいだった指まで、いまは枯れ木のように瘦せ細っている。

　その理由は、考えるまでもないことだった。

　彼女の果物を、儂わしが取ってしまっていたからだ。

　恐らくあれは、彼女の大切な食料に違いない。それを毎日のようにせびるものだから、彼女の食べる分がなくなってしまったのだ。

「……ごめんね」

「何が？」

「あの果物のことだよ。ぼくのせいで、みんなが君の果物を欲しがるようになっちゃって……」

「それが何かまずいことなの？」

「そりゃ……君には迷惑だろうから」

「あなたは何を言っているの？　わたしはこれっぽっちも迷惑だなんて思っていないわ」

「けど……」

「気にしないで。あなたは何も悪いことなどしていないから」

　紙のように色いろ褪あせた顔で微ほほ笑えんだ彼女は、「ただ……」と視線を落とした。

「わたしね、あなたに謝らなければいけないことがあるの」

「謝らなければいけないこと……？」

「ええ。実はもう、まともな果実は全部あなたにあげちゃって、残っているのはこんなもの一個しかないの」

　彼女がポケットから取り出したのは、すっかりしなびて輝きを失った果実だった。

「だから、残念だけどこれ以上あなたにあげられる分はないわ。ごめんね」

「そんな……謝らないでよ。ぼくのほうこそ、ごめん……」

　儂わしは、もう二度とこの子から大切な果実を奪うまいと決意して、丘を下りた。




　その日の夜だった。

　ドン、ドン、ドン！

「もしもし！　どなたか起きていらっしゃいませんか!?　お願いします、ドアを開けてください！」

　けたたましい音に母が戸を開けると、そこには一人の男性が立っていた。

　いつも儂わしのことをいじめていた子の、お父さんだ。

「夜分遅くにすみません、実はお願いしたいことがありまして。先日村のみんなに配っていた果物、あれを一つ、うちに分けていただけないでしょうか」

「え………？」

　母は儂わしのほうを一いち瞥べつすると、再びいじめっ子のお父さんに向き直った。

「申し訳ありません。あいにくいまは……」

「そこをなんとか、お願いします！　うちの子が……栄養失調で寝込んでいるんです！　すっかり弱り切ってしまって、このままでは一晩越せるかどうか……!!」

　え!?

　儂わしは絶句した。

　あの子が、死んでしまう……？

「勝手なことを言っているのは重々承知してます！　しかし、すでに上の子を三人も亡なくして、あの子が最後の一人なんです。あの子まで失ったら、わたしたちはもう生きていけません！」

　肩を震わせ額を地面に押し付ける父親の姿を目の当たりにし、儂わしは母に向かって小さく頷うなずいた。

「それじゃあ、一個だけ、ですよ？」

「ありがとうございます！」

　とは言え、こんな遅い時間だから、どのみちあの子はもう帰っているだろうと思っていた。

　それに、本心を言うと、儂わしをいじめていた子のために、これ以上あの子を苦しめるのはイヤだった。

　ところが丘の上へあがってみると、

「え？」

　あの子は、またいつものところに座って星を眺めていた。

「ま、まだ帰ってなかったの……？」

「あなたこそ、こんな時間にどうしてここへ？」

「いや、それは……」

　月明かりに照らされた彼女の顔は、まるで幽霊のように青白かった。いまにも闇夜に溶けて消えてしまいそうな儚はかない影が、目の前でゆらゆらと揺れている。

「もしかして、わたしに何か用があるのかしら？」

「う、うん。実は……」

　儂わしは、先ほどのことを女の子に話した。

　ひととおり話を聞き終わった女の子は、ポケットの中から一つの瓶を取り出す。

「実はね、あなたが帰った後、蜂蜜でジャムを作っておいたの。あのままでは、とても食べられそうになかったから」

　小さな瓶には黄金色に輝くとろとろした液体が入っていて、蓋を開けると辺りに甘い香りが広がった。

「けど、君が食べる分は……？」

「わたしのことは心配いらないわ。それより、早くこれを持って帰ってあげて」

　女の子は儂わしに瓶を握らせると、上からそっと手の平で包み込んだ。

　かつて蠟ろう細ざい工くのように滑らかだった指は、いまや乾いてすっかりささくれ立っている。だが、ひび割れて骨の浮き出たその指は、暖炉の火のように温かかった。

「ごめん……本当にごめん」

　儂わしは何度も謝りながら、逃げるように丘を駆け下りていった。




　あのジャムのおかげで、いじめっ子はすっかり体力を取り戻し、翌日にはもう起き上がれるようになった。

　さすがに恩を感じたのか、以来、二度といじめられることもなくなったよ。それどころか、儂わしが他の子にいじめられそうになると、かばってくれるようになったくらいだ。

　しばらく看病やら家の手伝いで忙しかったが、それもようやく落ち着いた頃、儂わしはあの子に礼を言おうと久しぶりに丘の上へ登った。

　ところが、

「あれ？　いない……？」

　それまではいつ訪ねても丘の上に腰かけていたあの子が、今日に限って姿が見えない。

「お散歩でもしてるのかな……」

　儂わしは手ごろな石の上に腰かけ、彼女が戻ってくるのを待った。だが、いつまで経たってもあの子は戻って来ない。

「また明日来よう……」

　結局その日は諦め、儂わしはおとなしく家へと帰った。

　それからというもの、儂わしは毎日のように丘の上へ登ってあの子が来るのを待った。次の日も、次の日も、そのまた次の日も。だが、彼女はやはり姿を現さない。

「どうしちゃったんだろう……あ、そうだ！」

　悩んだ末、儂わしは書き置きを残そうと考えた。

　これなら、万一儂わしがいない時にあの子が来ても、読んでもらうことができる。

「何か字をかけるものは……」

　ふと辺りを見回すと、すぐそばに見覚えのない樹きが生えていることに気が付いた。

「あれ？　こんなところに樹きなんか生えてたっけ……」

　丈は二、三メートルくらいだろうか。根元近くから幹が分かれて、横に大きく広がっている不思議な形の樹きだ。

　形も珍しかったが、何より妙だったのは、周囲の木が青々と生い茂っている中で、この樹きだけ葉がすっかり枯れ落ちていたことだ。

　こんな特徴的な樹きがあれば印象に残ると思うのだが、いままで女の子と遊ぶのに夢中で、きちんと見ていなかったのだろうか。

「ちょうどいいや。この樹きの幹に石で字を刻もう」

　そう考えて石を拾い上げようとしたその時、足元に落ちている、白く剝がれた樹皮に目が引き寄せられた。

「これは……？」

　黒い樹液のようなもので、字が記されている。見覚えのある筆跡だ。

　儂わしはそれを、ゆっくりと目で追った。




〝いままで友達でいてくれて、ありがとう〟




　誰が書いたものかはすぐに分かった。

　慌てて辺りを見回す。一体いつ書かれたものかは分からないが、まだ探せば近くにいるかもしれない。

「そんな……そんな……!!」

　儂わしは、衝動的に駆け出した。

　木々をかき分け、枝が鞭むち打うつのも構わず、時には転んで泥まみれになり、血と汗で全身を濡ぬらしながら、儂わしは走った。

　喉が嗄かれ、涙で視界は滲にじみ、後悔が胸を塞ぐ。

　そうして力尽きるまで駆け回り、ようやく戻ってきた丘の上で、儂わしはばたりと倒れた。

「ハァ、ハァ、ハァ……うう、なんで、なんで……」

　空に向かって問いかけたが、星は何も答えてくれなかった。




　やがて夏が過ぎ、秋が終わり、冬を迎えたある日、儂わしの祖父が暖炉の火に当たりながら、ぽつりと言った。

「オーリンや。お前さんが見たのは、恐らく樹きの精霊じゃろう」

「樹きの精霊？」

「そうじゃ。あの丘の上には樹きの精霊が住んでいると言われておってな。儂わしもお前さんと同じぐらいの歳としの頃、何度か一緒に遊んだことがあるわい」

「お爺じいちゃんも？　けど、あの子が精霊だなんて……」

「葉笛が得意な、綺き麗れいな金色の髪の女の子じゃろ？」

「────!?」

「ぶっきら棒じゃが、本当は寂しがり屋の優しい子でのう。大人になったら見えなくなってしまったが……そうか、まだあそこにおったのか」

　エールの入ったカップを傾けながら、祖父は懐なつかしそうに目を細めた。

　その瞳には、チロチロと暖炉の赤い炎が映っていた。




　　　　＊




　長話に疲れたのか、オーリン爺じいさんはふうっと息を吐き出した。

「ねえ、この樹きは、その時の樹きなの？」

　姫ひめ川かわの問いに、オーリン爺じいさんは瘦せた首でこくりと頷うなずく。

「そうだ。たまたま残っていた種を蒔まいて、植え直したんだ。諦めかけたこともあったが、いまはこうして立派に生長してくれた」

　なるほど。だからオーリン爺じいさんは、この樹きをあんなに大切にしていたのか。

　一人でここまで育てるのは、大変だったろうに……。

「儂わしは、もう一度あの子に会いたかった。会って……一言でいいから、謝りたかった」

　そっと樹きの幹に触れ、節くれだった指で撫なでるオーリン爺じいさん。

　その手には、罪悪感とも慈いつくしみともつかない不思議な感情がこもっている。

「なあ、アクセリアの力で精霊と話すことはできないのか？」

「そうしたいのですが……残念ながらここに生えている樹きたちには、オーリンさんがおっしゃるような精霊さんは宿っていないようです」

「そう、なのか……」

　しばらくじっと地面を見詰めていたオーリン爺じいさんだったが、

「もういい……」

　不意に立ち上がり、紺こん碧ぺきの空を見上げた。

「姫様、旦那様、ここの実を持っていってくだされ」

「ちょっと！　どうしたのよ急に!?」

　慌てて姫ひめ川かわがオーリンさんの袖をつかむ。

「別にどうもしないさ。ただ……身勝手な想おもいで育て始めたこの樹きが、姫様やリリガルドの皆のために役立つなら、それこそ一番の罪滅ぼしになるのかもしれないと思っただけだ」

「そ、そんな……」

　立ちすくむ姫ひめ川かわの肩を、オーリン爺じいさんがポンと叩たたく。

「ヒメカワ・ユイ……と言ったか。儂わしのことをいろいろ心配してくれて、ありがとう」

「別に、心配なんて……」

「だがな、ユイよ。本当に伝えたいことは、勇気を出して言葉にして伝えないといけないんだぞ。儂わしのように、手遅れになる前にな」

　丘を下りていくオーリン爺じいさんの背中は、夕ゆう陽ひの中で、白くかすんで見えた。




　　　　４




　その日の晩、姫ひめ川かわ家のキッチンでは、夜遅くまでぐつぐつと何かを煮込む音が聞こえていた。

「ちょっと砂糖が少なかったかな。けど、甘いものはそんなに得意じゃないって言ってたし」

　手元に置かれたボウルには、ヨーグルトやクリームチーズが入っている。




〝本当に伝えたいことは、勇気を出して言葉にして伝えないといけないんだぞ〟




「そんなこと、言われなくても分かってるわよ……」

　わたしだって、何もしてないわけじゃないんだから……。

「あら。結ゆ衣いちゃん、今日はずいぶん遅くまで頑張ってるのね」

「あ、ママ……」

　娘の様子を心配した母が、ドアを開けて台所を覗のぞき込こんだ。

「もしかして、誰かにあげるの？」

「う、ううん違うの！　明日家庭科の実習があるから、その予行練習にと思って！」

「ふふ、そうなの。うまくできるといいわね」

「う、うん……」

　真っ赤になった娘の顔を見て、くすくす笑いながら母は寝室へと戻っていく。

「あ、ヤバッ！　煮すぎちゃったかも！」

　焦げ臭い匂いに驚いた結ゆ衣いは、慌ててコンロの火を弱めた。小鍋にさじを突っ込むと、底のほうから茶色く焦げた果肉の塊が出てくる。

「あーあ。こんなことならムリしないでレンジでチンするやつにすれば良かった……」

　キッチンカウンターの上には、ネットからプリントアウトしたレシピが置かれていた。




　　　　＊




　一夜明けた昼休み、俺たちのクラスでは、異世界フルーツから作られた特製ジャムの試食会が開かれていた。

「おいしい！　何これ、初めて食べる味だよ！」

「果肉の食感はリンゴジャムに近いけど、味は桃とイチゴを混ぜ合わせたみたいな感じ？」

「あたしとアクセリアちゃんで作ったんだ！　クラッカーもあるよ、ほら！」

　ジャムは思った以上に好評だった。

　これは、本当にいけるかもしれない。

「ユウタお兄ちゃん、ぼくも食べたい！」

「こらメロン！　くっつくな！　ほら、お前の分もあるから」

「ありが──!?」

　じゃれついてきたメロンが一瞬、ふらりとよろめいた。

「ん？　おい。どうした？」

「……んーん、何でもないよ？」

「そ、そうか？　けど、お前こないだも似たようなことなかったっけ？」

「ん～、覚えてない！　それよりお菓子ー!!」

　俺の肩に胸を押し付けながら、メロンが手を伸ばしてくる。

「お前なあ、こっちは真面目に心配してるんだぞ？」

　まあ、何もないならいいんだけどさ……。




　　　　＊




　一方、教室の隅で、そんな由ゆう太たの様子をじっと見詰める影があった。

　姫ひめ川かわ結ゆ衣いである。

（今度こそ……今度こそ渡すんだから……!!）

　膝の上には、リボンに彩いろどられた可愛かわいらしい紙袋が置かれている。

　ぎゅっと握り締めた指は、絆ばん創そう膏こうだらけだ。

（それにしても、漆うるし原ばら君、いつになったら一人になるのかしら……）

　さっきからクラスメイトに囲まれて、一向に一人になる気配がない。

　結ゆ衣いは無意識のうちに、スカートのポケットに入れたメモ用紙を握っていた。そこには、結ゆ衣いの携帯電話番号が書かれてある。

「あーおいしかった！　ごちそうさま、ユウタお兄ちゃん！」

　ちょうどその時、一人で数人分の皿をたいらげたメロンが、腹をさすりながら席を立った。

（いまだわ！）

　姫ひめ川かわは紙袋を持って立ち上がる。

　だが、

「ユウタ様。わたくし、ユウタ様のためにジャムをサンドしたクッキーを作ってまいりました。よろしければ召し上がってください」

「お、サンキュー」

　アクセリアが差し出したクッキーを、由ゆう太たは嬉うれしそうにつまみ上げた。

（あ……また……）

　けど、こんな事態は想定済みだ。

　ここで簡単にひくわけにはいかない。

「いかがですか、ユウタ様？」

「うん、うまいよ！」

「うふふ。嬉うれしいです。わたくし、妻としてがんばって作りました！」

　おいしそうにクッキーを頰張る由ゆう太たを見て、結ゆ衣いはふと、夏休み明けにお土産みやげのチョコを渡そうとした時のことを思い出した。




〝いやいいよ〟〝俺そんなに甘いもん好きじゃないからさ〟




　だがいまの由ゆう太たは、本当においしそうにクッキーを食べている。

（あの時は、甘い物そんなに好きじゃないって言ってたのに……）

　奮い立っていた心が、一気にしぼんでいくのを感じた。

　浮かせた腰が、ストンと椅子に落ちる。

（ちょっと、ムリかな……）

　自分の携帯電話番号を書いたメモをくしゃりと握り潰し、結ゆ衣いは紙袋を開けた。

　花の形をしたシールで留とめられた箱の中から出てきたのは、二切れのレアチーズケーキだ。

　上に塗られた金色のジャムと、真っ白いヨーグルトクリームのコントラストが際きわ立だっている。

（二つだけ綺き麗れいにできた、わたしのケーキ……）

　他にもたくさん作ったが、形が崩れたり味がイマイチだったりして、満足いくクオリティに仕上がったのは、この二切れだけだった。

　それを机の上に並べ、結ゆ衣いは一人、もそもそと食べ始める。

（うん、おいしい）

　我ながら、会心の出来栄えだった。きっとこの味なら、アクセリアさんのクッキーにも負けてないだろう。

（まあ、渡せなければ意味ないんだけどね……）

　フォークを通すたび、視界がじわりと歪ゆがむ。

　せっかく作ったケーキも、二人分は食べ切れそうにない。

　おかしいな。自分は何でもハッキリ言える性格が自慢だったのに。どうして漆うるし原ばら君に対してだけは、こんなにも弱気になってしまうのだろう。

「ゆーいちゃん！」

　不意に目の前に影が差し、結ゆ衣いはハッと顔を上げた。

「和わ栗ぐり……さん？」

「どうしたの、一人で。あ！　そのケーキ、もしかして、それも異世界フルーツジャムで作ったの？」

「え、ええ……まあ……」

「すっごーい！　あのさ、あたしもちょっと食べていい!?」

「ど、どうぞ……」

　二つあったうちの一切れを差し出すと、三み咲さきはフォークですくい取り、大きな口に放り込んだ。

「ん～～～!!　おいひい!!」

「そんな、大げさだわ、和わ栗ぐりさん……」

「ねえねえ由ゆう太たぁ、こっちおいでよ！　結ゆ衣いちゃんがね、異世界ジャムでチーズケーキ作ってくれたんだって！」

　え!?

「へぇ～、ケーキなんてすごいな。どれどれ……」

　三み咲さきに呼ばれ、由ゆう太たがひょいと席を立つ。

　アクセリアは、他のクラスメイトたちに囲まれて気付いていないようだ。

「ほら、由ゆう太たもそこに座って食べてみなよ。すんごいおいしいんだから！」

「おう。んじゃ、いただきまーす。ん、ホントだ！　たしかにおいしいな！　これ、姫ひめ川かわが作ったのか!?」

「ええ、まあ……」

「すごいなあ。ケーキって買うもんだと思ってたよ。自分で作れちゃうとはなあ」

　気が付くと、三み咲さきはいつの間にか姿を消している。

　いま教室の片隅にいるのは、由ゆう太たと結ゆ衣いの二人だけだ。

「これ、全部食べちゃっていいの？」

「え？　う、うん！」

　喜ぶ由ゆう太たを見て、結ゆ衣いは胸がじんわりと温まっていくのを感じた。

　ヤバい……わたしいま、すごく幸せかも！

「いやー、これで紅茶でもあったらなあ」

「あ、あるけど、飲む……？」

「へ、マジで？　おう、飲む飲む！　なんか今日は至れり尽くせりだな！」

　水筒のカップに熱いお茶を注ぎ、由ゆう太たに差し出す。

「サンキュー」

「……あ、あのさ、漆うるし原ばら君。たしか甘いものって、そんなに好きじゃないんじゃなかった？」

　思わず尋ねてしまった後で、結ゆ衣いは死ぬほど後悔した。

　なにもこんなタイミングで聞かなくてもよかったのに……。

「うん、まあ特別好きってわけでもないよ」

　やっぱり……。

「けど、姫ひめ川かわが作ってくれたこのケーキは、すっごくうまい！」

「─────────[image: ]」

　その瞬間、すべての苦労が報われたような気がした。

　そんなこと言われたら、また作りたくなっちゃうじゃない……!!

「ね、ねえ、漆うるし原ばら君」

　机の下で、結ゆ衣いはギュッと拳を握り締める。

「最近さ……ほら、観光のことで、よく、一緒に出かけること多いじゃない？　だからさ、その……ケータイの番号、教えてくれたら……って」

「え？　俺の？」

　途端に結ゆ衣いの顔が、赤く染まっていく。

（い、い、言っちゃったああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ[image: ]）

「べべべ、別に、迷惑だったらいいのよ！　どうせそんなに連絡取ることもないんだし！　何かあれば学校で話せば──」

「あのさ、これでいいんだっけ？　電話番号とメアド送るの」

「へ？」

「俺、三み咲さきとか百もも花か姉ちゃん以外の人と連絡先交換したことないからさ。やり方よく分からねえんだよ」

「そ、そうなの……？」

「う～～ん。なんかめんどくさいから、もう紙に書いて教えてくんない？　たぶんそのほうが早いから」

　言われて結ゆ衣いは、ポケットの中に入っているメモ用紙のことを思い出した。

「た、たぶんそんなことになるんじゃないかと思って、あらかじめ紙に書いておいたわ」

「マジで!?　さすが姫ひめ川かわだなあ。お前、将来きっと仕事できる女になるぞ」

「べ、別に、大したことじゃないわっ！」

　メモ用紙を差し出しながら、結ゆ衣いはサッと髪を払う。

　和気あいあいとした教室の片隅で、三み咲さきは「ふふっ」と優しげな笑みを浮かべていた。
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　その日の夕方、俺たちは自信作のジャムを引っ提げてオーリン爺じいさんの家へと向かった。

「どうっすか、これ？」

　一口舐なめるなり、伸びた眉に隠れた目が大きく見開かれる。

「う、うまい……濃厚な甘みが口の中に広がる。あの果実が、こんなおいしくなるとは……」

　作ってくれたアクセリアたちも、みんな嬉うれしそうだ。


「あ、お爺じいちゃん。何それー？」



「おお、シルエラか。これはな、ジャムというものだよ。あの果実から、このお姉さんたちが作ってくれたんだ」

「おいしそー」

　シルエラちゃんがクンクン鼻をひくつかせ、甘い香りにうっとりとした表情を浮かべる。

　その様子を見て、不意にアクセリアがハッと息を吞のみ込こんだ。

「ん？　どうした、アクセリア？」

「ま、まさか……」

　アクセリアは、信じられないものを見てしまったかのような面持ちでシルエラちゃんの顔を覗のぞき込こむ。

「シルエラさん、ちょっとこちらのジャムを食べてみてください」

「え？　いいの？　わーい、いただきまーす」

　ぱく。

　アクセリアが差し出した匙さじをくわえた瞬間、

「────!?」

　シルエラちゃんが、大きく目を見開いてぴたりと動きを止めた。

「シ、シルエラ？　どうしたんだい？」

「大丈夫です、オーリンさん。そのままお待ちください」

　やがて顔を上げたシルエラちゃんは、オーリン爺じいさんに向き直り、黄金色の瞳でふっと笑みをこぼす。

「……久しぶりね」

「え？　シルエラ……？　突然何を──」

「シルエラじゃないわ。わたしは……あの樹きの精霊よ」

「な、何だと!?」

「ずいぶんあなたは歳としを取ったのね。でも……分かるわ。あの頃の面影が残ってる」

　俺たちは、訳が分からず互いに顔を見合わせた。ただ一人、アクセリアだけがこの状況を理解している様子だ。

「まさか、本当に君なのか……？　しかし、君はいなくなったはずじゃ……」

「ええ。たしかにわたしはあなたの前から姿を消したわ。けど、いなくなったわけじゃないの。あなたと話した最後の日、わたしはもう自分の力がほとんど残っていないことを知って、最後の果実にすべてを宿したのよ」

「最後の果実？　じゃあ、君が渡してくれたあのハチミツジャムに、君の魂は……」

「そう。そしてあなたをいじめていた子の身体からだに宿り、少しずつ力を回復させながら、いまはこの子の身体からだに行きついたの。あの果実が濃縮されたジャムを口にしたことで、ようやく目覚めることができたわ」

　だが彼女の話を聞いた俺は、「ん？」と違和感を覚えた。

「あの、すんません」

「何かしら？」

「オーリンさんをいじめてた子の身体からだにあなたが宿ったってことは分かったんすけど、そこからどうやってシルエラちゃんの身体からだに移ったんですか？」

「簡単よ。だって、この子はそのいじめっ子の孫なんだもの」

「え？　いや、シルエラちゃんはオーリンさんの孫なんじゃ──」

　ちょうどそこへ、お茶を持ったお婆ばあさんが奥の部屋から姿を現した。

「あらあら。いじめっ子だなんて、ひどい言われようね」

「お婆ばあさん？　いじめっ子って……ま、まさか」

「話は聞いていたわ。あなたがわたしの命を救ってくれた恩人なのね。本当に……本当にありがとう」

　お盆をテーブルに置いたお婆ばあさんは、シルエラちゃんの小さな手を取り、ぽろぽろと涙を流し始めた。

　オーリンさんが、恥ずかしそうに頰を搔かく。

「あの頃は、儂わしよりも背が高くてケンカが強かったんだ……」

「そうか、いじめっ子って言うからてっきり男の子だとばかり……」

　まさかそれが女の子で、しかも結婚までしてるとはなあ。

　お婆ばあさんは、目元を拭きながらクスッとはにかむ。

「ホントはね、わたしこの人のことがずっと気になってたのよ。だからついちょっかい出しちゃって。おまけにその頃は、すごくお転婆だったから」

　はぁ。人生ってのは分からんもんだ。

「ほらあなた。この子に会ったら、言いたいことがあったんじゃないの？」

「ん？　うむ……」

　お婆ばあさんに促され、オーリン爺じいさんがシルエラちゃんの前に膝をついた。

「何かしら？」

「いまさらと思われるかもしれないが……儂わしはその……ずっと君に謝りたいと思っていた」

「わたしに？」

「そうだ。儂わしがみんなの言うことを断れなかったせいで、君には、本当に苦しい思いをさせてしまった。だからずっと……ずっと君には、そのことを謝りたかった」

　言いながら、オーリン爺じいさんはぶるぶると肩を震わせる。

「すまん……本当に……すまなかった……すまない……すまない……」

　声は次第に嗚お咽えつの中へと飲み込まれていく。

「はぁ～……」

　だが、それを見たシルエラちゃんは、なぜか深い溜ため息いきをついた。

「馬鹿ね、あなたはそんなことを気にしていたの？」

「ば、馬鹿なこと？　何が馬鹿なんだ。儂わしは君に心から謝罪を──」

　不意にシルエラちゃんが、オーリン爺じいさんの頭を腕の中に抱え込んだ。

「わたしはね、嬉うれしかったの」

「え………？」

「わたしは長い間あの場所にいたけど、誰からもおいしく食べてもらえたことがなかったわ。けどあの日、あなたは笑顔で『おいしい』と言ってくれた。そんなの初めてのことよ」

　水不足の時だったから、汁気の多い果実が余計おいしく感じられたのだろう。

　けど、たぶんそれだけじゃなかったはずだ。オーリン爺じいさんにとって、あの実は本当に、きっと何よりもおいしく感じられたんだ。

「あなたのおかげで、わたしは大勢の人に喜ばれ、大勢の人を救うことができたわ。本当に、本当に嬉うれしかったの。だから……もう泣かないで」

　シルエラちゃんが、涙に濡ぬれたオーリン爺じいさんの頰をそっと拭う。そして、黄金色の瞳に優しい笑みを浮かべた。

「そろそろ時間ね。今日は久しぶりにあなたの顔を見ることができて、とても嬉しかったわ」

「時間……？　まさか、もう行ってしまうのか？」

「ええ。まだ力が完全には回復していないから、再び眠りに就かなければならないの。でも大丈夫。きっと……きっとまた会えるから」

「『また』って、それはいつのことだ？」

「この子が大きくなって、あなたが大事なつとめを終えた時、わたしはきっと、あの丘の上で待っているわ」

　シルエラちゃんの目から、すっと黄金色の光が消えていく。

「待ってくれ！　最後に、最後に君の名前を教えてくれ……!!」

「わたしは、アマリリカ。また会いましょう、オーリン」

　膝から崩れ落ちたシルエラちゃんの身体からだを、オーリン爺じいさんがぎゅっと受け止めた。

「そうだな。また会おう、アマリリカ」

　窓から差し込む陽ひの光を浴びて、ジャムを入れた瓶はきらきらと輝いていた。
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「どう、パパ？」

　姫ひめ川かわリゾートの会長室で、俺たちはにこにこしながらジャムを口に運ぶ姫ひめ川かわ父の様子を眺めていた。

　三み咲さきが得意げに解説を始める。

「そのジャムはね、リリガルドで穫とれた『アマリリカ』って果物から作ったんだよ！　皮も果肉も金色で、すっごく綺き麗れいなんだから！」

　これまで「異世界フルーツ」と勝手に呼んでいたが、あの精霊さんの名前をもらって、いまは「アマリリカ」と呼ばせてもらっている。

　アクセリアも、頷うなずきながらニコリと微ほほ笑えんだ。

「こうやって、観光で来てくださった皆さまにリリガルドの良いいところを少しずつ知っていただいて、お互い友人として仲良くなっていくことができればと思っております」

「なるほど、たしかにこれはおいしいな」

「ふふ。ありがとうございます」

「しかし、これは当分のあいだ必要ない」

「え!?」

　姫ひめ川かわ父の言葉に、俺たちの顔が強こわ張ばった。

「ど、どうしてですか!?」

「簡単なことだよ。ジャムに必要な果実を大量に育てるには時間がかかる」

　思わず俺は、執務室のテーブルにバン！　と手を突いて詰め寄った。

「おかしいですよ！　大量生産しなくても、できる分を少しずつ作っていけばいいじゃないですか！」

「それではスピード感が足りない。それに、ジャムを作ったところでそんなものは通販で売ればいいだけのこと。それでは集客力につながらない」

「そ、そんな……」

　一体どういうことだ？

　このジャムは、リリガルドや青あお根ね島しま村の観光・産業にとって確実にプラスになるはず。それなのに、集客力につながらないからという理由だけで必要ないだって……？

「あなたは一体何をやりたいんですか？　単なる観光事業じゃないんですか……？」

「…………」

「む～～、こんなにおいしくて見た目も綺き麗れいなのに！　ね、メロンちゃんもこのジャム大好きでしょ！」

　三み咲さきがほっぺを膨らませながら、メロンの袖を引っ張った。

「う…………」

　とその時、メロンが小さなうめき声を上げ、がくんと膝から崩れ落ちる。

「メ、メロンちゃん!?」

「お、おいメロン！　どうした!?」

　メロンの顔を覗のぞき込こんだアクセリアが、さっと顔を青あお褪ざめさせた。

「これは……魔力欠乏症です」

「魔力欠乏症？」

「はい。メロンは海竜、いわば精霊に近い存在です。常に周りの自然から、特にメロンの場合は海から魔力を吸収しなければ、その存在を保つことができません」

　言われてハッと気が付いた。

「まさか……港のしゅんせつ工事か」

「はい。いま、この周囲の海域は魔力の流れが大きく乱れております。恐らくそれが影響して、メロンの体調が急激に悪化したのでしょう」

　そう言えば、港の工事が始まってから、ちょくちょくふらついてたもんな。メロンのやつ、こんなに体調が悪くなっていたなんて……。

　俺は姫ひめ川かわ父のほうへ向き直り、キッとその顔を睨にらみ付つけた。

「お願いします。工事を、中止してください」

　さすがの姫ひめ川かわ父も、一瞬たじろいだように見えた。だが、

「な、何をバカな。工事とその子の体調に、何の関係があると言うんだね」

「証明はできません。けど、こいつは異世界から来た子です。異世界のことは、異世界から来た人たちの言うことを信じてもらうしかありません」

「……もしそうだとしても、工事を止めることはできない。もうしばらくの辛抱だから、どうか我慢してほしい」

「そんな！　こいつをこのままにしろって言うんですか!?　おい、姫ひめ川かわも親父おやじさんに何とか言ってやってくれよ！」

　我慢しきれなくなって、俺は姫ひめ川かわに向かって叫んだ。

　しかし姫ひめ川かわはキュッと唇を引き結び、黙って俯うつむくだけだった。
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　ベッドに横たわるメロンを見て、リリージョンさんはすまなそうに首を振った。

「わたしの神聖魔法では手の施しようがありません。彼女の生命力の源である、海の状態を何とかしなければ……」

「そう、ですか……」

「しかし、わたしのディヴァインゲートに奥様のヒールを超える神器を挿入すれば、あるいは奇跡が……」

　やはり打つ手なしか。

「大丈夫ですか、メロン？」

　アクセリアが、汗で張り付いたメロンの前髪をそっと払った。

「う、うん……平気」

「おいメロン、起き上がれない状態で何が平気だよ。どうして倒れるまで我慢していたんだ？」

　つい厳しい口調になってしまう俺に、メロンは弱々しい笑顔を返す。

「ホントに、大丈夫なんだよ、ユウタお兄ちゃん」

　こいつは、どこまでも意地張りやがって……。

「なあメロン、つらい時はつらいって言っていいんだぞ？　ムリしたって、何の解決にもならねえんだから」

「別に、そんなにつらくないもん」

「ウソつけ。顔が真っ青じゃねえか」

　目を逸そらすメロンの頰を、アクセリアが優しく撫なでた。

「メロン、ユウタ様はあなたのことを心配しておられるのです。苦しい時は素直に甘えなさい。そのほうが、みな安心します」

「……………」

　ごろりと横を向いたメロンが、閉ざしていた口を静かに開いた。

「……ぼくね、昔は他にもたくさんお友達がいたんだ」

　そう言って、寂しげな顔を、そっとシーツの陰に隠す。

「お父さんやお母さん、それに妹もいたの。毎日楽しくて、寂しいと思ったことなんて一度もなかった。けどね。ある日急に知らない人間たちがやって来て、友達を槍やりで刺したり、縄で縛り始めたりしたの」

「……ハンターってやつか」

　メロンの声は、かすかに震えていた。きっと本当に恐ろしい思いをしたのだろう。

「異世界ユングリングでも海竜はとても希少な存在です。そういった珍しい種族を捕まえて、売りものにする者がいるとお母様から聞いたことがあります」

　許せないやつらだな……。

「ぼく、途中でみんなとはぐれちゃって、小さな洞窟の中で、ずっとぶるぶる震えてた。お腹なかが空すいて、もうこのまま死んじゃうのかなって思った。でもその時、イグザリアさまが来てくれたの」

「それでメロンはリリガルドに住むようになったのか」

「うん。……ぼくね、イグザリアさまもアクセリアお姉ちゃんも、みんな優しいから大好きだよ。でも時々夢に見るんだ、家族のこと、友達のこと」

　つぶらな瞳で天井を見上げるメロン。

「みんな、どこに行っちゃったのかな。できたらもう一度、みんなに会いたいな……」

　だがハンターに襲われたということは、たぶんもう……。

「メロンちゃん……かわいそうに。とても寂しい思いをしたのね」

　アクセリアが、もう一度メロンの頰を優しく撫なでた。メロンがくすぐったそうに目を細める。

「そうだね。ぼく、寂しいよ……けど、いまはすごく楽しいんだ！　だって、ユウタお兄ちゃんたちががんばってる『かんこう』がうまくいけば、リリガルドにはたくさんの友達が来るんでしょ！」

「え……？　ええ、そうね」

　アクセリアが、さっと目を逸そらした。

「うまくいったらいいな、『かんこう』！　そうすれば、きっとみんな、ぼくみたいに寂しい思いしなくてすむもん！　だからちょっとぐらいつらくても、ぼくぜんぜん平気！」

　メロン……お前、そんな気持ちでずっと身体からだがつらいのを耐えてきたんだな。

　俺は思わず拳を握り締める。

「いいか、メロン。お前が心配しなくても、リリガルドの観光事業は俺たちが絶対成功させてやる。だからいまはおとなしく寝てろ」

「うん。ありがとう、ユウタお兄ちゃん」

　目を閉じると、メロンはそのまますうっと意識を失った。

「お、おい！　メロン!?」

「大丈夫です、ユウタ様。欠乏した魔力を節約するため、一時的に睡眠状態へ入ったのでしょう。しばらくこのままにしておいたほうがいいと思います」

「そうか……」

「ねえ由ゆう太た、結ゆ衣いちゃんのお父さんは、どうしてここまでして強引にリゾート計画を進めようとするのかな」

「俺にも分からん。だが、せめて工事だけでも中断させられればいいんだが……」
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　その夜、結ゆ衣いはベッドの上でスマホを眺めながら、深い溜ため息いきをついた。
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　先日、思い切って由ゆう太たに連絡先を交換してもらったが、まだ一度もメールや電話をもらったことがない。

（そりゃそうよね。あんな、嫌われることばかりしてるんだもの）

　これまでずっと父のことを尊敬し、信じてきた。

　大勢の部下から慕われ、島を支え、村の発展に寄与してきた父。

　すらっとしてかっこいいし、物腰もスマートで優しい、自慢の父だ。

（けど、本当にこれでいいのかな……）

　最近の父は、少し度が過ぎているような気がする。

　昔はいつも一緒に晩ご飯を食べて、学校のことを話すと嬉うれしそうに聞いてくれたのに、この頃は忙しくてほとんど家にいない。晩ご飯も、ママと二人で食べるのが当たり前になってしまった。

（もう一度パパとちゃんと話をしなきゃ）

〝ブロロロロ……〟

　ちょうどその時、カーテン越しにヘッドライトの明かりが部屋を照らした。

（パパだ！）

　ガバッと起き上がり、玄関へ迎えに出る。

「お帰りなさい、パパ」

　ドアを開けると、車から降りた父は、携帯電話で誰かと話しているところだった。

「はい、計画は順調です。今度こそ、我ら親おや島じま島民の悲願を達成してみせます」

　島民の悲願？　一体何のことかしら。

「お疲れ様、パパ。実はちょっと話が──」

「ああ、結ゆ衣い。ごめんね、パパは今日少し疲れてるから、後にしてもらえないかな……」

「え……あ……パパ？」

　父は結ゆ衣いを一いち瞥べつすると、くたびれた足取りで家の中へ入っていった。いつもはパリッとしたジャケットが、今日は少ししわが寄っている。

　父の部下が、後部座席のドアを閉めながらすまなそうに頭を下げた。

「お嬢様、申し訳ございません。今日はいろいろありまして、お父様もお疲れなのです」

「いろいろって……何かあったの？」

「実はここだけの話、本日、リストラの発表をされまして……」

「リストラ!?」

「はい。わたしの同僚も何人か解雇されました……ですがいま、お父様が懸命に再就職先を探されています。この島を出ることにはなると思いますが、それでも感謝せずにはおれません」

「そ、そんなことが……」

「お嬢様、肩を落とされないでください。あれが必要な処置だったということは、我々社員一同、よく理解しております。お父様も、きっと苦渋の決断だったことでしょう」

「ごめんなさい……」

　自分が詫わびたところで何の足しにもならないと知りつつ、結ゆ衣いは謝らずにおれなかった。

「頭を上げてください、お嬢様」

「でも、わたしの父が……」

「いいえ。お父様の肩には我々姫ひめ川かわグループ全従業員の、そしてその家族も含めた、大勢の人々の生活がかかっているのです。大変かとは思いますが、どうかお嬢様も、お父様を支えて差し上げてください」

　スーツ姿の社員は、「では」と頭を下げて再び車に乗り込んだ。黒塗りの送迎車は、乾いた排気音を立てて、ゆっくりと路面を滑り出す。

（──全従業員と、その家族の生活が、わたしたちの肩に……）

　暗闇の彼方かなたへ走り去っていく車影を見送りながら、結ゆ衣いは冷たい風に髪をなびかせていた。
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　翌日、俺の自室では、メロンがすうすうと寝息を立てていた。アクセリアと三み咲さきが、心配そうに顔を覗のぞき込こんでいる。

「由ゆう太たさん、これはわたしが常用しているドリンク剤です。滋養強壮に役立ちますので、どうぞ使ってください」

　見舞いに来てくれた美み羽うさんが、机の上にダース箱をどんどん積み上げた。

　いや、これ完全に致死量でしょ。全部合わせたら、タウリン十万ミリくらいありますよ。

　むしろ美み羽うさんの身体からだが心配になりかけたその時、ドアをバンと開けて、百もも花か姉ちゃんが駆け込んで来る。

「おい、メロンのやつは無事か!?」

「百もも花か姉ちゃん、メロンならいま眠ってるところだよ。それより仕事のほうはいいの？」

「それも関係ある話だ。ちょっとおめーらに伝えておきてえことがあってな」

「伝えておきたいこと？」

「おうよ。実は親おや島じま村役場に勤めてる後輩をとっつかまえて、今回のことをちっとばかし尋ねてみたんだ」

「まさかとは思うけど、危ないマネはしてないよね？」

「バーカ。ガキじゃねえんだから、んなことするか。役場の裏で軽く襟をつかんだら、すぐに快く喋しやべってくれたぞ」

　修羅の国かよ……。

「で、その後輩さんは何だって？」

「実はな、姫ひめ川かわの会長が今回の観光事業で最終目標にしてるのは、リリガルドのリゾート開発じゃねえみてえなんだ」

「リリガルドのリゾート開発が最終目標じゃない……？　それじゃあ一体何を……」

「『親おや島じま空港』の建設さ」

「親おや島じま空港の……建設!?」

　そばで聞いていたアクセリアが、ことりと首を傾かしげた。

「ユウタ様、『くうこう』とは何でしょう？」

「ええと……前に自衛隊の基地から飛行艇に乗ったろ？　ああいう乗り物が飛んだり降りてきたりする場所のことさ」

「あんなに大きな魔道機械がほかにもあるのですか!?」

　まあ驚くよな。そういう俺だって、実物の飛行機はまだ見たことないし。

「お前らも知ってのとおり、この北小お笠がさ原わらから内地へ行くには、片道二十四時間以上も船に乗らなきゃならねえ。おまけに一週間に一便しかねえっつーとんでもねえ制約付きだ」

　三み咲さきが不満そうに口を尖とがらす。

「ホント不便だよねー。たしか由ゆう太たの計算だと、あたしらが内地に行こうと思ったら、往復で十万くらいかかるんだっけ？」

「ああ。宿泊費も合わせてだけどな」

「そしてそれは、内地のやつらがウチへ来ようと思った時も同じってこった。今日び十万もありゃ海外にだって行ける。この北小お笠がさ原わらは、内地の連中にとっちゃ外国よりも遠い場所っつーことなんだよ」

　まったく……笑えない現実だな。

「けど百もも花か姉ちゃん、どうして北小お笠がさ原わらには空港がないんだ？　みんなしょっちゅう『空港があったらなあ』ってぼやいてるじゃん」

「計画はあったが、取りやめになったんだ。後から移住して来た新住民や、環境保護団体メンバーの強い反対でな」

「新住民や、環境保護団体……？」

　百もも花か姉ちゃんの言葉に、美み羽うさんがカチャリとメガネのヒンジを押し上げた。

「わたしも聞いたことがあります。過去に一度、親おや島じま村と東京都、それから国交省のあいだで空港建設の話がまとまったのですが、新住民や環境保護団体の突き上げを受けた環境省が横やりを入れて、白紙に戻されたとか」

「烏う森もりの言うとおりだ。昔からここに住んでる人間は、急患や出産の時に内地とのアクセスが悪わりいことがどんだけ危険か身に沁しみて分かってっから、みんな空港建設に反対なんかしねえ」

　そう、離島が怖いのはそこだ。

「三軒隣に住んでる斎さい藤とうさんも、お婆ばあちゃんを内地の病院に入院させたきり、死に目にも会えなかったって、葬式の時泣いてたもんな……」

「だが北小お笠がさ原わらの自然に憧れて引っ越してきた新住民や環境保護団体の連中にとっちゃあ、そんなことよりも、この豊かな自然のほうが大事ってわけさ」

　隣で美み羽うさんが、ふうっと溜ため息いきをつく。

「しかし一方、北小お笠がさ原わらで唯一空港建設可能と考えられている土地には、貴重なキタオガサワラコウモリが生息しています。工事が始まれば、多くのサンゴも失われてしまうでしょう」

「んなこた分かってるよ。それに、空港を作っても航空会社は採算取れねえって話だったんだ。どのみちうまくいきっこなかったのさ、空港建設は」

　そんな経緯があったんだな……。

「だが、ここに来て状況が変わった。それがアクセリア……おめーらの出現だ」

「わたくしたち……ですか？」

「おう。おめーらが住んでるところは、ウチらからすりゃ目ん玉飛び出るくらい不思議なところだ。その珍しい場所を一目見ようと大勢の観光客が押しかけてくれば、少なくとも不採算性っつー問題は簡単にクリアできちまう」

　美み羽うさんも、メガネのブリッジを押さえながら頷うなずく。

「それだけではありません。現在国や都は、東京二〇二〇大会に向けて外国人観光客の誘致と道路などのインフラ整備を強力に押し進めています。空港建設に必要な大義名分は、かつてないほど出で揃そろっているのです」

「姫ひめ川かわの親父おやじさんは、そんなことを計算していたのか……」

「だが悠長にやってりゃ、また環境保護団体なんかに気付かれて騒がれちまう。あの会長としちゃ、とにかく急いで下地を固めておきたかったんだろうよ」

　たしかに、空港ができればこの北小お笠がさ原わらはいまよりずっと内地に近くなる。そうなれば、観光だけでなく、あらゆる産業が活性化するはず。単なるリゾート開発よりも、はるかにメリットは大きい。

「けど百もも花か姉ちゃん、このまま工事が進めばメロンが……いや、メロンだけじゃない。他の精霊たちも、きっと苦しむことになる。そんなの、俺たちが求める観光じゃない」

「わたくし、リリガルドの者たちが苦しむ姿など絶対に見たくありません」

「ああ。こうなったら、何としても姫ひめ川かわの会長が進めている計画を中止させるしかねえな」

「ですが和わ栗ぐりさん、一度始めた公共工事を中止させるのは極めて困難で──」

「いや、そうでもねえぞ」

　ぴしゃりと制した百もも花か姉ちゃんの言葉に、美み羽うさんが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「和わ栗ぐりさん……何をお考えですか？」

「なあに、役所を動かすには高尚な法律や政策論以外にも、いろんな手があるってことさ」




　　　　２




「みんな、聞いてください！」

　リリガルド城の広間で、俺は大きな声を張り上げた。

「いま話したとおり、このままじゃメロンの身体からだが持ちません！　みんなで反対の意志を示すんです！」

　向き合う領民たちの目には、かすかな戸惑いの色が浮かんでいる。

「だ、旦那様。反対の意志を示すと言われましても、具体的にはどのようなことをすればよろしいのでしょうか？」

「別に難しいことではありません。この署名用紙に名前を書いてください。それを俺たちが親おや島じま村に届けて、大勢の人が反対してるんだってことを伝えてきます」

　これが、百もも花か姉ちゃんから頼まれた俺の仕事だ。青あお根ね島しまのほうでは、いま三み咲さきが呼びかけているはず。

　けど、これには一つ大きな問題があるんだよな……。

「あの、旦那様。わたしどもは字が……」

　そう。リリガルドの人たちは、字が書けないのだ。

「美み羽うさん、やっぱ署名ってのは直筆じゃなきゃダメなんすかね……」

「法律上の効果があるものではありませんから違法ということにはなりませんが、倫理的にはいかがなものかと……」

「ですよね～～」

　俺たちは仲間を救うためにがんばっている。だが、目的が手段を正当化してくれるとは限らない。

〝それなら……大丈夫……!!〟

　突如響き渡った声に、領民たちがハッと振り返った。

「その声は……フィレレちゃん!?　それに……ザックスと、オシュラも！」

　みんな、リリガルドの学校に通う子供たちだ。

「字なら……わたしたちが、書き方を教えます。名前くらい、すぐ書けるようになる……」

　フィレレちゃんのお父さん、ルアールさんが照れ臭そうに頰を搔かく。

「この歳としで子供に教えられるのは、ちょっと決まりが悪いですな……でも、自分の子供が立派に学んでいるというのは、親として嬉うれしいものです」

　俺も、すっげえ嬉うれしいっすよ。

「よし、それじゃあアクセリア、紙を配ってくれ！」

「はい！　それでは皆さん、列を作って順番に──」

「待ってください！」

　アクセリアが署名用紙を配ろうとしたところで、一人の領民がサッと手を上げた。

「あの……たしかに仲間が困ってるのは分かります。けどオレ、もう貧しい生活はイヤなんです。旦那様方は、あのヒメカワって子が見せてくれた生活を、オレたちに諦めろって言うんですか？」

　一瞬、俺もアクセリアも言葉に詰まってしまった。

　元はと言えば、彼らを焚たき付つけたのは俺たちだ。たしかに直接説明したのは姫ひめ川かわだけど、それを黙認したという意味では、俺らも立場は変わらない。リリガルドの人たちからすれば、何をいまさらって感じだろう。

「すみません……ですが──」

「おい」

　不意に、瘦せた指が男の人の肩をつかんだ。

「先ほどから黙って聞いていれば……お前は何を言っている」

「え？　あ、あんたは……？」

　つかんだのは、異世界フルーツ──アマリリカを育てた人、オーリン爺じいさんだった。

「いいか。大切な人はな、失ってから後悔しても絶対に戻ってこないんだ。お前は欲望に目がくらんで、そんなことも分からなくなってしまったのか？」

「け、けど、いまみたいな暮らし、これ以上は……」

「バカ者が！　だったらもっと暮らしが良くなる方法を、みんなで考えればいいではないか。旦那様も姫様も、そのためにずっと力を貸してくださっているんだぞ」

　オーリンさん……。

　俺はオーリン爺じいさんの言葉に、力強く頷うなずく。

「あの……聞いてください。メロンは倒れても、ずっとみんなのことを考えていました。仲間を斬り捨てるような観光事業なら、俺はそんなものいらないと思います。みんなが幸せになれる、俺たちなりの観光事業をやりましょう！」

　オーリンさんがグッと親指を立て、それを真ま似ねたフィレレちゃんたちも、後ろでぐっと親指を立てた。
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「おう、ユウ。そっちは無事に署名が集まったみてーだな」

　親おや島じま支庁の前で、署名の束を受け取った百もも花か姉ちゃんが「よしよし」と俺の頭を撫なでた。

「お姉ちゃん、青あお根ね島しま村の分も集めてきたよ！」

「よくやったぞ、三み咲さき！　これがなけりゃ話にならねえからな！」

　一緒に付いてきた美み羽うさんが、不安そうな表情を浮かべる。

「あの、和わ栗ぐりさん。これで本当に親おや島じま支庁は工事を中止するのでしょうか。たしかに住民の声は重要かと思いますが、それだけで工事が中止になるとは……」

「なあに、女は気合いと根性だ！　世の中にゃ正攻法以外の戦い方もあるってことを、お行儀のいい役人どもにたっぷり教えてやんよ！」

　片目をつぶってぐっと拳を突き出す百もも花か姉ちゃん。

　大丈夫……だよね？

　俺は三み咲さきと顔を見合わせ、せめて乱闘騒ぎが起こらないことを祈った。




　──五分後、親おや島じま支庁の会議室にて。

「だーかーらー!!　ウチらはみんな、リゾート化計画に反対してるって言ってるんだよ！　この署名が見えねえのか!?」

　バン！　と叩たたきつけられた署名用紙の束を見て、港湾課長が汗を拭く。

「か、係長。住民は納得しているという話じゃなかったのかね？」

「え、ええ、わたしもそう聞いていたのですが……ですよね、姫ひめ川かわさん？」

　同席していた姫ひめ川かわ父は、冷静沈着な面持ちで答えた。

「もちろんです。そもそもあの工事は、住民を代表する村長が同意してくれたのですから」

「しかし、あの署名の束は……」

「恐らく、日本人特有の『空気を読む』性質が働いたのでしょう。周囲で大きな声を上げる人がいると、集団の中には同調圧力が生まれます」

　ムッとして、思わず俺は反論の言葉を挟んだ。

「あの、そういう言い方はないんじゃないでしょうか。これは俺たちの総意です。リリガルドにはリリガルドのやり方がある」

「そうです。わたくしたちは単なる人集めではなく、ニホンの皆さんと友人になるために観光をしたいと考えております。それは、最初からずっと変わっておりません」

「フッ。なるほど、素敵な考えだ」

　鼻で笑う姫ひめ川かわ父。

「なあ、姫ひめ川かわの会長さんよお。あんたはナニか、この署名のほとんどが、周りに合わせて書かされただけのもんだって、そう言いてえのか？」

「そこまでは言ってないさ。ただね、都と我々の間には、すでに工事の契約が交わされている。そのような署名に何の法的拘束力もない」

「へえ、そうくるかい……」

　百もも花か姉ちゃんは、乗り出した身を椅子の上に戻した。

　そして、ふと思い出したような口調で姫ひめ川かわ父に尋ねる。

「なあ。一つ聞きてえんだが、いまやってる港の工事は、ホントに必要なもんなのか？」

「いまさらだな。工事の必要性については、すでに説明したはず」

「まあそうだ。けどよ、ぶっちゃけ言っちまえばホントは観光開発に必要なものなんだろ？　よくある話だよな、グレーな工事ってやつ。クロとまでは言えねえけど、真っ白とも言えねえっつーパターン」

「……何が言いたい？」

「ウチらとしちゃあさ、これだけ住民が反対してるわけだから、工事の必要性ってやつを村長名の書面で問い質す用意があるんだが？」

「な、何だって!?」

　驚いて立ち上がったのは、姫ひめ川かわ父ではなく、支庁の港湾課長のほうだった。

「ど、どうしました、課長？」

「なるほど、そういうことでしたか……」

　美み羽うさんが小声で呟つぶやく。

「仮に村長名の公こう文ぶんで工事の必要性を問われた場合、これは極めて珍しいケースのため、監査で確実にマークされることになります。そうなれば、今回のようにグレーな工事は、必要性が乏しいという指摘を受ける可能性があります」

「美み羽うさん、その『指摘』っていうのを受けたら、どうなるんですか？」

「総務局長か港湾局長が、監査事務局へ頭を下げに行かねばならなくなるでしょう。管理職の評価は局長が決めますので、あの課長にとっては由々しき事態のはずです」

　なるほど。だからあの課長はいきなり取り乱したのか。

「待てよ。ってことはまさか、百もも花か姉ちゃんが俺たちに署名を集めさせたのは、支庁を動かすためじゃなくて……」

「村長に文書を出させるために必要だった、ということでしょうね」

　尖とがった八重歯をむき出しにして、百もも花か姉ちゃんが獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「どうだい、課長さんよぉ」

「わ、分かった。すまないが、中で検討する時間をくれ」

　課長の一言に、今度は姫ひめ川かわ父が髪を振り乱して立ち上がった。

「か、課長！　すでに契約は履行されている最中なんです！　いまさら何を検討されるつもりですか！」

「住民の反対で中止としたほうが、まだ言い訳は立つ。監査で局長の面目を潰すわけにはいかない」

「…………!!」

　呆ほうけた表情を浮かべ、姫ひめ川かわ父がドサリと椅子に腰を落とす。

　これでチェックメイトか──と思ったのだが。

「くっくっくっ………はーっはっはっはっ！　いやいや、やられたよ！　まさかこんなところで躓つまずくことになるとはね！」

　何を思ったか、姫ひめ川かわ父は突然肩を震わせ笑い始めた。

「大人しく諦めるんだな。あんたにはもう勝ち目がない」

「いいや。この計画には姫ひめ川かわグループの興廃がかかっている。悪いがおいそれと手を引くわけにはいかないさ」

「なら、どうするつもりだ」

「こういうのはどうだろう──課長、工事を一旦停止することは了解いたしました。ですが、リリガルドの観光振興は国や都も動いている話です。そう簡単に白紙に戻すことはできません」

「そ、それはまあそうだが……」

「そこでです。今度、うちの娘が通っている都立北小お笠がさ原わら高校の生徒たちが、臨海学校でリリガルドを訪ねることになっているそうです。その機会に、彼らの考える観光プランを見せてもらってはいかがでしょうか」

「どういうことだね？」

「反対する以上、それに代わる案を示すべき、と申しているのです。それが我々の示す計画と比べてより良いいものであれば、こちらも大人しく手を引きましょう。ですがもしうまくいかなかった場合、もはや我々のやり方で進むしかないと考えるべきではないでしょうか？」

「おいおい、寝言は寝て言ってくれよ姫ひめ川かわの旦那。工事は中止だ。そうじゃなけりゃ、ウチの村長に文書を出させる。譲歩はしねえ」

「課長、よくお考えください。今回の観光振興が失敗すれば、監査で恥をかくどころの騒ぎではすみません」

「…………」

　しばらく沈思黙考していた課長だったが、やがて大きく頷うなずいて立ち上がった。

「分かった。とりあえず工事は一時中断しよう。これで青あお根ね島しま村長が文書を出す意味はなくなるはずだ。その代わり、今度の臨海学校で、君らの考える観光プランを見せていただきたい。最後の判断は、そこで下す」

　課長の裁断に、百もも花か姉ちゃんが「チッ」と大きく舌打ちした。

「残念だったね、止とどめを刺すことができなくて」

「へっ、気遣いの必要はねえよ。少し決断が先延ばしになっただけのこった」

　足早にブースを去っていく課長を尻目に、二人はテーブルを挟んで睨にらみ合あう。

　その片隅では、俺のクラスメイト──姫ひめ川かわ結ゆ衣いが、一人暗い表情でじっと俯うつむいていた。
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　翌日、学校が終わった後、俺の部屋には今回の観光振興に関係するみんなが集まっていた。

「メロンちゃんも、すっかり元気になったみたいですね」

「うん！　ぼく元気だよ！」

　両手を振り上げるメロンの姿に、アクセリアが「ふふ」と笑みをこぼす。

「それで由ゆう太たさん、本日の用件は？」

　美み羽うさんが、メガネのブリッジをチャッと押し上げた。

「今度の臨海学校なんですけど、みんなにもアイディアを聞いてもらいたいと思いまして」

　俺の目くばせで、三み咲さきが模造紙に書き出した計画書を広げる。

「これだよ！」

「俺たちが考えたのは、体験型のエコツアーなんです」

「体験型、エコツアー？」

「はい。生徒のみんなにはリリガルドの民家に分宿してもらって、異世界ユングリングの生活を実際に体験してもらおうかなと」

「なるほど、だから体験型ですか」

「ええ。農作業や鍛冶、それから漁の手伝いなんかもしてもらう予定です」

「たしかに、いまは海外の農村に滞在して農畜産業を体験するファームステイが人気ですし、国内でも、たとえば石いし垣がき島じま田舎体験プロジェクトのように、民泊しながらオリジナルのブレンド茶やハーブソースを作るといった先進的取り組みもあります」

「これはね、ＲＰＧの裏側を体験してもらっちゃおうってツアーなんだよっ！」

　三み咲さきが身を乗り出して俺たちのアイディアを強調する。

「ですが由ゆう太たさん、それでは就労体験と同じになってしまいませんか？」

「そうですね。なので合間に城や遺跡、水竜さまの湖なんかを見学してもらうつもりです」

「僭せん越えつですが、わたくしの精霊魔法も披露させていただこうかと」

「ぜんぜん僭せん越えつじゃないよ、アクセリアちゃん！　きっとみんなビックリするよ！」

「ふふ。喜んでいただけると嬉うれしいのですが」

　ふと美み羽うさんが、気がかりそうに眉をひそめる。

「由ゆう太たさん、お金はどうするつもりですか？　このプランですと、特別保護区域の住民にも相応の負担が発生すると思うのですが」

「もちろん、費用は参加者に出してもらいます。必要な金額は、これから算出します」

　今度は百もも花か姉ちゃんが眉間にしわを寄せた。

「おい。金を取るとなると旅館業法や食品衛生法に引っかかるんじゃねえか？　こちとら親おや島じま保健所の指導に、いつもビクビクしてるんだぞ？」

「そちらについては、恐らく問題ないでしょう」

　百もも花か姉ちゃんの懸け念ねんに答えたのは、先ほど慎重な姿勢を示したばかりの美み羽うさんだった。

「これは有名な話ですが、石川県のある自治体では、その地に伝わる『烏よ帽ぼ子し親おや』という慣習を利用して、民家の主あるじと宿泊者が義理の親子関係を結んだという体裁で農業体験事業を行っています。これなら不特定多数の者を対象にしているわけではありませんので、食品衛生法や旅館業法から除外されると考えられます」

「ほう……そんな方法があったか。地域密着型の交流事業だからできる裏ワザってわけだな」

　法律面のほうは何とかクリアできそうだ。さすが美み羽うさん。

「あの、漆うるし原ばら君……？」

「ん？　どうした姫ひめ川かわ？」

　恐る恐る口を開いた姫ひめ川かわに、みんなの視線が集中した。

　立場は微妙だが、今日の打ち合わせに参加したいと言ってきたので、俺が連れてきたのだ。

「提案なんだけど……何かこう、地元の伝統芸能のようなものはないのかしら？」

「伝統芸能？」

「ええ。たとえば京都の祇ぎ園おん祭まつりとか青森ねぶた祭とか、観光客にすごく人気があるでしょ？　リリガルドにもそういうものがあれば、みんなますます楽しめると思うの」

「なるほど。どうかな、アクセリア。リリガルドでもお祭りとか神事みたいなイベントってないのか？」

「それでしたら、いまはちょうど収穫祭の時期です。ニホンの皆さんにはいろいろとお世話になっておりますから、ぜひ参加していただきたいと思います」

「収穫祭か、盛り上がりそうだな。サンキュー姫ひめ川かわ、ナイスアイディアだ！」

　親指を立てる俺に、姫ひめ川かわがぎこちない笑顔で返す。

　一瞬その笑みの中に何か暗い翳かげのようなものを感じたのだが、俺はその後の準備に忙殺され、結局思い出すこともなかった。

　それが、彼女を苦しみの淵ふちへ追いやることになるとも知らずに……。
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　その日の晩、黒革の椅子をギッときしませながら、姫ひめ川かわ父は天井を仰いだ。

「なるほど、それは素晴らしい企画だね。結ゆ衣いも楽しんできたらいいよ。ただし、あのことは絶対に忘れてはいけないからね」

「うん。分かってるわ、パパ……」

　役員デスクから立ち上がった父が、結ゆ衣いの肩を叩たたく。

「お前にこんなことを頼むのは本当に申し訳ないと思っている。けどね、仕事っていうものは、みんなから好かれることだけやればいいというものじゃないんだ。時には誰かに憎まれても、シビアな判断をくださなければならないことがある」

「ええ、そうね……」

　じっと足元の一点を見詰める結ゆ衣い。

「もちろんわたしだって、できれば誰にも嫌われたくないさ。けど、結ゆ衣いにはその弱い心に勝って、一皮むけてもらわなければならない。それが、姫ひめ川かわの名を継ぐ者の使命だ」

「………うん。大丈夫、わたしを信じて、パパ……」

「期待しているよ、結ゆ衣い」

　黙って頷うなずき、結ゆ衣いは父の執務室を後にした。

　バタン。

　閉じたドアに背を押し付け、結ゆ衣いはずるずるとその場でしゃがみ込む。

（これでいいのよね……）

　父が言うことは正しい。わたしががんばらなければ、多くの従業員やその家族が路頭に迷うことになる。

　でも、でも……。

　その時、ポケットでスマホがブルブルと震えた。

　おもむろに取り出すと、液晶画面にはメールの受信を報しらせるアイコンが表示されている。





　送信者：漆うるし原ばら君

　件　名：今日はありがとう

　本　文：おつかれ。今日はいろいろアイディア出してくれてありがとう。

　　　　　臨海学校では姫ひめ川かわも楽しんでくれ。

　　　　　それから、なんか疲れてるみたいだったけど、大丈夫？

　　　　　何かあったら俺にも相談してくれよ。






「漆うるし原ばら君……」

　小さな端末を握り締め、結ゆ衣いは窓の外に広がる星空を見上げた。
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　そして、いよいよ臨海学校当日。

「へえ、焼き立てのパンってこんな味がするんだ！」

「ジャムもすごくおいしい！」

　お城の広間で振る舞われたランチに、わっと歓声が上がった。

「それではここで、アクセリアちゃんから出し物がありまーす！」

　司会役を任された三み咲さきの声に、生徒たちの視線がアクセリアへと注がれる。

「それでは、わたくしからは皆さんに精霊魔法をご覧に入れたいと思います。……水の精霊さん、風の精霊さん、わたくしに力を貸してください」

　アクセリアの両手が青と黄色の光を放ち、足元に置かれた甕かめから球体となった水が浮かび上がった。

〝おお～～～～っ！〟

　正真正銘、種も仕掛けもない。本物の魔法だ。

　次々と形を変えながら自在に動き回る水の塊に、生徒たちの拍手が鳴りやまない。

「すごーい！」

「ねえ、アクセリアさん。俺たちにも魔法の使い方教えてよ！」

「申し訳ありません、こちらの魔法は普通の方には習得できないのです。ユウタ様のようにわたくしと結婚した方であれば、精霊と契約して魔法を使えるようになるのですが」

「え!?　由ゆう太た、お前魔法使えるの!?」

「マジで!?　見せてくれよ！」

　そばで聞いていた連中まで「ぼくも見たい！」「わたしも見たい！」と詰め寄ってくる。

「ちょっ、お前ら落ち着けよ……」

　俺が使える魔法はたった二つ。

　一つはアクセリアの裸像を作り出すという、血継限界もビックリな超固有魔法。そしてもう一つは、コスプレグッズを本物の武器や防具のように硬くしてしまうという、日常生活ではおよそ使い道のない強化魔法。

　不遇スキルェ……。

「ププ。由ゆう太たぁ、みんなに見せられる魔法なんてあるの？」

「と思うだろ？　けどなあ、俺をみくびってもらっちゃ困るぜ。こんなこともあろうかと、実はもう一つ、とっておきの魔法を身に着けてきたのだ！」

「え、ホント!?　どんな魔法!?」

「フッ、見て驚け！」

　俺はテーブルの上に、土を詰めた袋をドンと置いた。今朝家の庭で掘った、何の変哲もない土だ。そこへ向けて、両手から魔力を注そそぎ込こむ。

「土の精霊よ、力を貸してくれ……」

　ドバッ！

　突然土が緑色の光を発し、袋の中から飛び出した。

「わっ!?　なんかすごいよ、由ゆう太た！」

　溢あふれ出でた土は、まるで生命を持っているかのように、一つの姿を形作っていく。

　そして俺の手元に出来上がったのは、

「どうだ、美少女フィギュアだ！」

　………………。

　しら～っとした空気が辺りに流れた。

「で、それなんかの役に立つの？」

「ばっ、おめーぜんっぜん分かってねえな！　いくぞ……土の精霊よ！」

　出来上がったフィギュアに向けて手をかざすと、美少女がまるで生きているかのようにキレッキレのダンスを踊り出した。

「何これ……？」

「LOVE & JOY」

「はぁ」

「おまっ、自分はいつもボケまくりのくせに、人がボケた時はリアクション厳しいな！」

「なーんだ、魔法使えるようになってもこんなもんなのか……」

「だったら別にいいや」

　みんながシビアな感想を述べながら立ち去っていく。

「くそ……この凄すごさは誰にも理解してもらえないのか」

　結構頑張ったのに、こんな程度の扱いかよ……!!

「漆うるし原ばら君」

　一人打ちひしがれているところへ、姫ひめ川かわが声をかけてきた。

「ん？　ああ、姫ひめ川かわ……って、え？」

　顔を見て、一瞬ぎょっとしてしまった。

　いつも身ぎれいにしている姫ひめ川かわが、今日は肌もかさかさで唇がひび割れている。化粧をしているようだが、目の下の隈くまは隠しきれていない。

　臨海学校の準備で徹夜でもしたのだろうか。

「あの、今晩なんだけど、予定あいてる？　ちょっと、相談したいことがあって……」

「相談？　ああ……」

　そういや、こないだ「何かあったら相談してくれ」ってメールしたんだったな。

「何でも聞くよ。今夜は収穫祭だから、祭りが始まっちゃえば、しばらくやることないし」

「それじゃあ、お祭りが始まって三十分くらいしたら、あの大きな像の裏に来てくれるかしら」

「うん、分かった」

　姫ひめ川かわは、「それじゃあ、また今晩」と軽く手を振って背を向けた。

　とその直後、ふと足を止め、小さな声で呟つぶやく。

「漆うるし原ばら君……ありがとう」

「え？　ああ」

　そのまま姫ひめ川かわは、逃げるように走り去っていった。

「あいつもいろいろ大変な立場だよな」

　広間を出て行く姫ひめ川かわの小さな背中に向けて、俺はふうっと息を吐き出した。
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　日がとっぷりと暮れ、インディゴブルーの空にチラチラと星が瞬またたき始めた頃、

「皆さん、今年もお疲れさまでした。それでは、本年の収穫祭を始めます」

　アクセリアの挨拶で、リリガルドの一大イベント、収穫祭が始まった。

〝わ～～～～～～～～～～～～～[image: ]〟

　あちこちにテーブルが並べられ、皿には旬の食材が色鮮やかに盛り付けられている。ふだんは貧しいリリガルドだが、この日ばかりは年に一度のご馳ち走そうタイムだ。

「ユウタお兄ちゃん！」

「おわっ!?」

　いきなりメロンに抱き付かれ、俺はたたらを踏んで後ずさった。

「っとと、お前、元気になったのか！」

「うん！　このとおり、ピンピンだよ！」

　仮面ラ○ダーのようなポーズを決めるメロン。

「ところで、その服はどうしたんだ？」

　メロンが着ているのは、東欧風のカラフルな民族衣装だ。ふんわり広がるスカートと、胸の下の辺りでキュッと縛られた鮮やかなベストが可愛かわいらしい。

「アクセリアお姉ちゃんに作ってもらったの！　えへへ、似合ってる？」

「うん、似合ってるよ」

「うれしい───!!」

「うわぷっ！」

　抱き付いてきたメロンが、ぐりぐり頰ずりしてくる。

「ちょ、タ、タンマ！」

　何とか引き離すと、向こうのほうから二人の女の子が近付いてくるのが見えた。

「やれやれ。お主は相変わらずじゃのう……」

「先生……またわたし以外の女を抱いてる……」

「あ、ザルディーネさんに、フィレレちゃん」

　水竜に人魚か。ありそうでない組み合わせだな。

　二人とも、メロンと同じ鮮やかな民族衣装を身にまとっている。

「どうじゃ、似合っておろう。あのミサキという娘御が人化薬を持っておったんでな、少し分けてもらったんじゃ。今日はこの格好で、皆と一緒に祭りを楽しむぞ」

「先生、わたしは……？」

「うん。フィレレちゃんも似合ってるよ。けど、どうしてザルディーネさんと一緒に？」

「姫様から……水竜さまのご案内を仰おおせつかりました。水竜さまは……水がないと生きられないわたしにとって、神様と同じ……。ご案内役を任せていただいて、光栄……」

　そう言いながら、フィレレちゃんはさりげなく俺の手を握ってきた。

「ん？　どうしたの、フィレレちゃん」

「先生も……一緒に、食べて回る」

「え？　いいんだけど、時間が……」

　時計を見ると、もうすぐ姫ひめ川かわとの待ち合わせ時間だ。

　あいつ三み咲さき以上に気が短いし、遅れたらきっと怒られるだろうな……。

　しかし──。

「お主、こんないたいけな少女が頼んでいるのに断るつもりか？　まったく甲か斐い性しようがないのう。ワシはメロンと一緒にその辺を回っておるから、遠慮しないで二人だけで行ってこい」

「いや、でも……」

「ほれ、行くぞメロン」

「ふぉーい！」

　そう言って、ザルディーネさんはメロンを連れてどこかに行ってしまった。

「しょうがないな……。それじゃあ、俺は別の用事があるから、あと十五分だけだよ？」

「まさか……また他の女ですか？」

「そうだけど言い方ァ！」

　ホントこの子、どこでそういう言葉覚えてくるの!?

「まあ、いいです。先生……こっち」

　そのまま強引に腕を引かれ、俺は喧けん騒そうの中へと飲み込まれていった。
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　巨大な像の裏手、人ひと気けのない暗がりの中で、結ゆ衣いは腕時計に目を落とした。

「漆うるし原ばら君、遅いな……」

　広場のほうからは、キャンプファイヤーの光と共に大勢のはしゃぎ声が聞こえてくる。

　そのかすかな明かりをスポットライト代わりに、結ゆ衣いはくるりと一回転した。

「ママに新しく買ってもらった浴衣ゆかた、ちょっと派手だったかしら……」

　臨海学校のあいだは基本ジャージだが、今夜は特別に私服ＯＫということで、みんな思い思いの服を着て踊りに加わっていた。

　結ゆ衣いも、今日はクラスの女子の何人かと示し合わせて浴衣ゆかたに身を包んでいる。着付けは引率の女性教師に手伝ってもらった。

「ちょっと帯が苦しいけど、我慢しなきゃ」

　結ゆ衣いは今夜、父から頼まれた計画のことを由ゆう太たに相談するつもりでいた。そして同時に、自分の本心を打ち明けるつもりだった。

　なぜこのタイミングなのか、自分でもよく分からない。

　「臨海学校で告白すればうまくいく」というジンクスがあるのは知っている。だが、いま由ゆう太たはリリガルドの観光振興で父と揉もめている真っ最中だ。きっと結ゆ衣いに対しても微妙な感情を持っているはず。

　それでも、今日、ここで由ゆう太たには自分の想おもいを聞いてもらいたい……。

「遅いなあ。漆うるし原ばら君に限って、約束をすっぽかすなんてことはないと思うんだけど……」

　とうとう待ち切れなくなって、結ゆ衣いは神像の裏からチラリと顔を覗のぞかせた。

　すると、ちょうど視線の先に由ゆう太たの姿が。

「あ、漆うるし原ばら君！」

　良かった、やっぱり来てくれたんだ！

　ホッとしながら歩み出そうとすると、

「ユウタ様！」

　────え？

「あ、アクセリア！　こっちこっち！」

「ハァ、ハァ。すみません、遅くなってしまいまして……」

「いや、いいんだ。待ってたよ」

　慌てて結ゆ衣いは、像の裏に戻る。

　いまのは、アクセリアさん……？

　待ってたって、どういうこと……？

　心臓がドクドクと脈打つ。

　冷たい血液が首筋を駆け上がり、眼球の奥を震わせる。

　気が付くと、結ゆ衣いは浴衣ゆかたの裾をきつく握り締めていた。

　しわになってしまうのも構わず、爪が食い込むほど固い拳を作る。

　そっか、そうだったんだ。

　最初から、わたしなんて相手にされてなかったんだ……。

　巾着袋から父に渡されたメモを取り出し、結ゆ衣いは奥の院へと続く暗い道に足を踏み出した。
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「急に呼んじゃって、悪かったなアクセリア」

「ハァ、ハァ。どうなさったのですか、ユウタ様？」

「いや、それがさ。フィレレちゃんが間違ってお酒を飲んで酔っ払っちゃったんだよ」

　椅子を並べて作った即席ベッドに寝転がりながら、フィレレちゃんが俺のズボンを引っ張る。

「先生ぇ……好き……」

「まあ、ずいぶん酔ってしまったのですね」

　しがみ付いてくるフィレレちゃんを引き離し、小さな身体からだを椅子の上に戻す。

「すまん、アクセリア。俺ちょっと用事があるんだ。少しのあいだだけ、フィレレちゃんを見ててもらえないかな？」

「はい。わたくしにお任せください」

　アクセリアに「悪い」と手を合わせ、俺は急いで神像の裏手へと走った。

「姫ひめ川かわのやつ、怒ってるだろうな……」

　息を切らせながら、像を回り込んで裏側へと走り込む。

「おーい姫ひめ川かわ！　遅れてすまん！　……って、あれ？」

　だが、広場の喧けん騒そうから離れた暗がりの中には、誰の影も見当たらなかった。

「もしかして、怒ってどっか行っちゃったのか……？」
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　祭りの騒ぎを背中で聞きながら、結ゆ衣いは暗闇に佇たたずむ小さな祠ほこらの戸を開けた。

「これね……」

　苔こけで覆われた石の台座の上には、釉うわ薬ぐすりの剝はげた黒っぽい壺つぼが置いてある。蓋はピタリと閉じられ、粘土のようなもので隙間を接着されている。

「アクセリアさんの話では、お祭りの最後にこの祠ほこらへお参りをするのがしきたりってことだったけど……」

　父からの指示、それは、この壺つぼを壊すことだった。

　臨海学校でやって来た学生がリリガルドの大事な文化財を壊したとなれば、たちまち大騒ぎになるはず。そうすればエコツアーは大失敗。結ゆ衣いの父に反対する者もいなくなる。

「これを割ってしまえば、すべて終わる……………」

　手に取った壺つぼは予想以上に軽く、簡単に持ち上がった。

　それを頭の上に掲げ、しばし逡しゆん巡じゆんする。

　──本当に、本当にこれでいいの？

　誰かから、問われたような気がした。

　そんなこと、分かるわけがない。

　けど、両親を、従業員を、その家族を救うには、この方法しかない……。

　腕がぶるぶると震える。

　できればこの場から逃げ出したい。

　でも、わたしがやらなきゃ、みんなが不幸になる……!!

「う、うう……わたしは──!!」

〝やめなよ！〟

　ハッと振り向くと、そこには民族衣装に身を包んだメロンの姿があった。

（まずい、見られた──!?）

　全身に緊張が走る。だが、

「そこにいるのは誰？　なんで大切な壺つぼを壊そうとするの？」

　どうやら暗闇のおかげで、結ゆ衣いであることには気付いていないらしい。

（まずいわね……一旦この場を離れる？　でも誰かにこのことを知らされたら、もうチャンスはなくなっちゃう……）

　こちらへじりじりと近寄ってくるメロン。

　このままでは顔を見られてしまう。

　その時、もう一人の声が広場に通じる道のほうから聞こえてきた。

「おーい、姫ひめ川かわー。もう帰っちゃったのかー？」

（漆うるし原ばら君!?）

　慌てて壺つぼを抱えたまま逃げ出そうとした結ゆ衣いの腕を、メロンがつかんだ。

「待って！　その壺つぼを返して！」

「くっ！　離しなさい！」

　グイッ！

「あっ!?」

　ドサッ！

　力任せに振りほどこうとすると、メロンはあっさり倒れ、そのまま動かなくなってしまった。

「え？　ちょ、ちょっと、どうして……？」

　屈かがんでメロンの顔を覗のぞき込こむと、額に汗を滲にじませ、苦しそうに肩を上下させている。

　恐らくまだ回復し切っていなかったのだろう。それでもこの子は、友人たちをリリガルドに迎えたくて、無理してこの臨海学校に参加していたのだ。

「うう……その壺つぼ……返して……」

　倒れたメロンが、浴衣ゆかたの裾を引っ張ってくる。

「……や、やめてよ。わたしだって、ホントはこんなことしたくないの。あなたやアクセリアさんみたいに、みんなから好かれて綺き麗れいなことだけやってたいの……」

　ゆらり、と結ゆ衣いは立ち上がった。

「けどね、責任ある立場に立つってことは、時には嫌われるようなこともやらなきゃいけないのよ……。わたしがここで尻込みしたら、いろんな人が苦しむことになるの。分かる？　その重さが、厳しさが……」

　そして、壺つぼを両手で抱え上げる。

「しょうがないじゃない、仕事なんだから。誰かがやらなきゃいけないなら、わたしが……わたしがやってやるわよ！」

　うわあああああああああああああああああああああああああ！




　ガシャアアアアアン！




　壺つぼが砕け、破片が辺りに飛び散った。

　粉々になったそれを眺めながら、結ゆ衣いは、自分の中にある大切な何かも、一緒に砕けてしまったような気がした。

「ふ、ふふ……うふふふふ」

　なーんだ、意外と大したことなかったな。

　これからこのつまらない事実を、そっと一人胸の中に抱えていくだけ。

　ただそれだけのこと……。




〝シュル……〟




「え？」

　一瞬、視界の端で細い紐ひものようなものが動いた気がした。

　じっと闇に目を凝らす。

　シュルルル……。

　すると、割れた壺つぼの破片の中でうごめく、白いそうめんのようなものが見えた。

「な、何……これ？」

　不気味に思って離れようとした瞬間、白い物体が意外な速さで地面を走り、結ゆ衣いの脚に絡からみ付ついてくる。

「ひっ!?」

　どしん、と尻餅を突く結ゆ衣い。

　恐怖の余り、喉が引ひき攣つって声が出ない。

　シュルシュルシュル──!!

　そのまま白い麵状の生き物は結ゆ衣いの脚を這はい上あがってきた。

　背筋がぞわぞわ……と震える。

「いや……誰か──」

　助けを求めようとしたその時、太ももの付け根辺りがチクッと痛んだ。

「痛っ！」

　驚いて浴衣ゆかたの裾をまくると、白いそうめんのような生き物は、影も形もなくなっていた。

「え……？　い、いまのは……一体？」

〝おーい、姫ひめ川かわー!!〟

「────!?」

　近くに由ゆう太たの声が聞こえ、結ゆ衣いは慌てて立ち上がった。

　彼女が逃げ去った後には、壊れた壺つぼと、倒れたメロンだけが残されていた。
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　はぁ……はぁ……はぁ……。

　ふらふらとおぼつかない足取りで、結ゆ衣いは広場を歩いていた。

　さっきから足の付け根がズキズキと痛む。おまけに妙に熱っぽいし……。わたしの身体からだは一体どうしちゃったんだろう……。

　木陰に隠れ、こっそり浴衣ゆかたの裾をめくってみた結ゆ衣いは、驚きよう愕がくに身を強こわ張ばらせた。

「な、何よ、これ……」

　右脚の付け根を中心に、紫色の発ほつ疹しんがじんましんのように広がっている。

　まさか、さっきのあれが……？

「やっと見つけたぞ、姫ひめ川かわ」

　────!?

　ビクッとして振り向くと、そこには由ゆう太たの姿があった。

「漆うるし原ばら……君」

「どこ行ってたんだよ、心配したんだぞ？」

「ご、ごめんなさい。ちょっと、いろいろあって……」

「いや、こっちこそ待ち合わせに遅れちゃってごめんな。実は、知り合いの女の子がお酒飲んで動けなくなっちゃってさ。その子の介抱をアクセリアに頼んでたんだよ」

「え？」

　じゃあ、もしかして、あの時アクセリアさんと話してたのは……。

「おまけにお前を探してる途中でメロンが倒れてるのも見付けちゃうし。ビックリしたよ」

「そ、そうなの……。それで、メロンさんは、大丈夫だったの？」

「ああ。いま村の診療所で休んでる。しばらく寝てれば回復するって。ただ、メロンが倒れてたそばに、何かが割れたような跡があったんだよな。暗くてよく見えなかったけど……」

　結ゆ衣いは黙って目を逸そらした。自分の腕に、形の整った爪を食い込ませながら。

「そう言えば、なんか相談があるって言ってたよな。何でも言ってくれよ。俺で良ければいくらでも聞くぞ」

　由ゆう太たの言葉に、結ゆ衣いはふっと寂しげな笑みをこぼした。

「もう、大丈夫。解決したから……」

「そうか？」

　そう、解決したのだ、自分で。

　すべて、終わったことなのだ。

　これ以上、由ゆう太たに相談すべきことは何もない。

「じゃあ、俺たちも祭りに戻──」

「ちょっと待って」

　踵きびすを返しかけた由ゆう太たの背中を、結ゆ衣いは衝動的に呼び止めた。

「ん？」

「一つだけ、お願いしていい？」

「いや、一つと言わず、二つでも三つでもいいぞ」

「ううん、一つでいいの」

　一つ。それだけで充分だった。

　本当はその一つすら、自分には願う資格がないのだから。

「あのね……。わたしと一緒に……踊ってくれない？」

　口にした瞬間、心臓が激しく鼓動を打ち始めた。

　ちょっと自暴自棄になっていたかもしれない。いくらなんでも、無謀だったんじゃないかと思う。

　けどいいのだ。

　今夜、わたしが壊れてしまったとしても、それならいっそ、徹底的に壊れてしまったほうがいい。

「別にいいけど、俺なんかでいいのか？」

　思いのほかあっさりと手を差し出され、結ゆ衣いは膝から崩れ落ちそうになった。

「え、ええ。いいのよ、あなたで。だってほら……ずっと一緒にやってきたじゃない」

「まあ、そうだな」

　何だ。最初からこう言っていれば良かったのだ。

　もっと早くに気付いていれば、いまごろ……。

「いやあ、良かったよ」

「何が？」

　二人並んで広場のほうへ向かいながら、由ゆう太たがぽつりと呟つぶやく。

「俺、ずっと姫ひめ川かわに嫌われてると思ってたからさ」

　危うくすっ転びそうになった。

　この鈍感は、何を見てそんなことを思っていたのか。

「そんなことないわよ。……嫌いな男に、一緒に踊ってなんて言わないもの」

「あはは。そっか、すっげえ安心した」

　そこは安心するとこじゃなくて、ドキドキするところでしょ！

　思ったが、口には出せない。

　揺らめく炎が、二人を赤々と照らす。

「じゃあ、踊ろうか」

「………うん」

　二つの影は、両手でつながった。そして時に重なりながら、くるくると互いの位置を変える。

「ねえ、この浴衣ゆかた、どう？」

「ああ、すごい似合ってるよ。お前、お洒しや落れだもんな」

「あ、ありがと……」

　頰が熱い。

　由ゆう太たの体温を間近に感じ、結ゆ衣いの胸がドキンと高鳴る。

　とその時、

〝ズクン〟

「うっ！」

　猛烈な吐き気を覚え、結ゆ衣いは思わずその場にうずくまった。

「お、おい！　どうした姫ひめ川かわ！　大丈夫か!?」

　わずかにめくれた浴衣ゆかたの裾から、自分の足がチラリと見えた。

（う……こ、これは……）

　紫色のブツブツが、いまや内太ももから両足全体にまで広がっている。

　それだけではない。発ほつ疹しんに混じって、気味の悪い突起のようなものまで生え始めている。

「な、なあ。大丈夫か、姫ひめ川かわ……？」

　差し出された由ゆう太たの手を、結ゆ衣いは反射的に払いのけた。

「近寄らないで！」

　ショックに固まる由ゆう太たを置き去りにして、結ゆ衣いはダッと祭りの外へ駆け出した。
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「おーい、姫ひめ川かわ！　どこ行ったんだー!!」

　暗い木々の間を彷徨さまよいながら、俺は必死の思いで声を張り上げた。

　こっちへ走っていったと思うんだけど、いくら探しても姿が見当たらない。

「今日で二度目か……」

　やっぱ俺、姫ひめ川かわに嫌われてるのかもな。近寄らないで、とか言われちまったし……。

「ん？」

〝しくしく……しくしく〟

　ふと、茂みの向こうから誰かのすすり泣く声が聞こえたような気がした。

「おい……誰か、いるのか……？」

　恐る恐る近付いてみると、たしかに洟はなをすする音が聞こえてくる。

〝………すん。………くすん〟

「そこにいるのは誰だ？　姫ひめ川かわ……なのか？」

　枝葉の隙間に、チラリと鮮やかな浴衣ゆかたの模様が見えた。

　あの色と柄、姫ひめ川かわが着てたやつだ。

「なんだ、やっぱり姫ひめ川かわじゃねえか。ビックリさせるなよ」

　湿った土を踏みしめながら、和装の影へと近付く。

〝………ううう、うう………う〟

「おーい、姫か──」

〝来ないで！〟

「え？」

　鋭い声にギョッとして、思わず足を止めた。

「ど、どうしたんだよ、急に」

〝いいから来ないで……お願い〟

「なんかお前、声が変だぞ？　体調でもおかしいのか？」

〝……………〟

「ほら、早くみんなのところへ戻るぞ。具合悪いなら、診療所に寄って──」

〝戻れないわ……〟

「え？　ど、どうして」

〝だって…………〟




　こんな姿になってしまったんだもの。




　月明かりに照らされたその姿は、

「う、う………うわあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　身体からだのあちこちから触手が生え、全身はぶよぶよに膨らみ、顔も手足もいびつに変形した、褐色の化け物だった。

「お、お前……その姿は一体……!?」

　とその時、背後から誰かが俺の腕をつかんだ。

「ユウタお兄ちゃん、逃げて！」

　緑色の髪を持つ長身の美女、メロンだ。

「お前、どうしてここに!?　診療所で休んでたはずじゃ……!?」

「心配になって追いかけてきたの！　それより、あれは奥の院に封印されてた化け物だよ！　封印を解かれたから、近くにいた相手に憑とりついたんだ！」

「何だそりゃ、ドッキリか!?　みんなで俺を驚かそうとしてんのか!?」

　だが、そんな生なま温ぬるい想像は瞬時に吹き飛ばされた。

〝ううううううううううう…………ああああああああああああああああああ！〟

　褐色の肌がぼこぼこと泡立ち、みるみる膨れ上がっていく。

「早く離れて！　ユウタお兄ちゃん！」

　細身の身体からだを覆っていた艶あでやかな浴衣ゆかたが、ビリッと音を立てて裂ける。

　かつて姫ひめ川かわだったそれは、全身から触腕を生やした醜い肉塊と化し、周りの木々を押し倒しながらどんどん巨大化していく。

「冗談だろ……誰がそんな化け物の封印を。まさか、姫ひめ川かわが解いたのか!?」

「分からないけど、もしあれがヒメカワお姉ちゃんなら、たぶん……」

　やがて森の中からおぞましい怪物が姿を現し、祭りの喧けん騒そうは人々の悲鳴へと変わった。
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　ズシ…………ン、ズシ…………ン。

　地響きが鼓膜を打ち、樹木が小枝のように踏みつぶされていく。

　ギャアギャアと鳥の群れが一斉に飛び立ち、獣たちの哭なき声が夜空をつんざく。

「うわああああああ！」

「早く逃げろ！」

　お祭り会場は、完全に恐きよう慌こう状態に陥っていた。化け物の歩みに合わせ、人々が波のように駆け出す。

　俺はただ一人、その流れに逆らって広場の中心部へと向かっていた。

「ユウタ様！」

「アクセリア！　みんなの避難は!?」

「ミウさんにお願いして、ひとまず青あお根ね島しまのほうへ誘導していただいております！」

「ねえ由ゆう太た、一体何が起こってるの……？」

「三み咲さき、無事だったか！　実は……」

　俺は先ほどメロンから聞いた話を簡潔に説明した。

「うそ……？　それじゃあ、あの怪物は結ゆ衣いちゃんなの……？」

　褐色の化け物は、それ一本で巨大な煙突ほどの太さはあろうかという触手を無数にうごめかせながら、ゆっくりとこちらへ向かっている。

「あれは封印されていた魔神、クラーケンです。まさかこの目で見ることになろうとは……」

　中央部にある巨大な口が、「ボオオオオオオ」と霧笛のような音を立てた。

　これまでドラゴンやマンティコアと戦ってきたが、今度のやつは桁違いだ。モンスターというよりも、もはや怪獣と呼ぶほうが相応ふさわしい。

「くそっ、何であんな化け物がこんなところに封印されてたんだよ！」

「逆ですユウタ様。魔神クラーケンが封印されて忌いみ地ちとされていたところへ、わたくしたちが移住してきたのです」

　な、なるほど。だからリリガルドのみんなは慎重にあの祠ほこらを祀まつってたわけか。

「ユウタ様、ここはわたくしが精霊魔法で食い止めます。ユウタ様は、ミサキさんと一緒に退避してください！」

「バ、バカ言え！　俺たちだけで逃げられるか！」

「そうだよ！　アクセリアちゃんも逃げよう！」

「しかし、このままあの怪物を放置しておくわけには……」

「くっ……」

「ねえ由ゆう太た、お姉ちゃんにお願いして、自衛隊を呼んでもらったほうがいいんじゃない？」

「そ、そうだな。けど、戦闘機って、呼んだら何分くらいで来てくれるもんなんだ？」

　ズゥゥゥン………。

　不意に足元が大きく揺れ、クラーケンがゆっくりとこちらを向いた。

「まずい、気付かれた！　とにかく一旦ここを離れよう！」

　かがり火が倒れ、あちこちで燃えている。

　俺たちは、焦熱地獄を彷ほう彿ふつとさせる景色の中を、縫うように走っていく。

「ん？　あれは……？」

　ふと見ると、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを背に、ただ一人真まっ直すぐ怪物を睨にらみ付つけている人影があった。

「逃げ遅れか？　おい、何やってんだ！　早く逃げろ！」

　呼びかける俺に、その人影は不敵な笑みで返す。

「フッ。人間よ、誰に向かってものを言っておる」

「ザ、ザルディーネさん!?」

　青い髪の少女はバサッと服を脱ぎ捨て、一糸まとわぬ姿で炎の中に立った。

　同時に、クラーケンが巨大な触手を振り上げ、勢いよく振り下ろす。

「うわっ[image: ]」

　ズドオォォォン！

　轟ごう音おんが地面を揺るがし、白い砂すな埃ぼこりが一斉に舞い上がった。

　その直後、

〝グウウウウゥゥゥゥゥォォォォオオオオアアアアアアア[image: ]〟

　巨大な竜が姿を現し、怪物の首に嚙かみ付ついた。

「水竜さま！」

　蒼そう鱗りんに炎ほのおの色を宿しながら、巨竜はそのまま怪物の触手を食いちぎる。

〝ボオオオオオオオオオオオオオオオ！〟

　血を噴き出した触手が、巨大な蛇のように波打った。

「す、すごい……」

「由ゆう太た、アクセリアちゃん！　この間に逃げよう！」

　俺たちは、慌ててその場から走り出す。

　このまま怪獣同士の戦いに巻き込まれたら、俺たちなんかひとたまりもない。

〝アギイィィィアァァァァアアアアア！〟

〝ボオオオオゥゥウウオオオオオオオ！〟

　クラーケンの腕は次々引きちぎられ、そのたびに紫色の体液が噴水のように飛び散る。

　地面が、森が、毒々しい暗紅色に染まっていく。

「よし、水竜さま！　そのままあの化け物をやっつけちまってくれ！」

　だがその時、食いちぎられた傷痕がうごめき、ビュッと触手が再生した。

「えっ!?」

　生え変わった触手は、ぬめぬめした液体を滴したたらせながら、再び水竜に絡からみ付つく。

〝グ、グギギギギギ、ギ……………〟

〝ブォォォオオオオオオン〟

「おい……あれ、やべえんじゃねえか？」

「水竜さまは、本来水の中にいらしてこそ、そのお力を発揮されるお方。地上での戦いは、水竜さまにとって圧倒的に不利です……」

〝ギギギギギ………グ……………ガ…………………〟

　ドウッ！

　やがて水竜さまは、凄すさまじい地響きと共にその場へ崩れ落ちた。

「水竜さま！」

「そ、そんな……水竜さまが、負けた……？」

〝ボオオオオオオオオオオオオオオオ！〟

　クラーケンが、勝利の雄お叫たけびを上げる。

「由ゆう太た、早く逃げよう！　アクセリアちゃんも！」

　三み咲さきが手を伸ばし、俺とアクセリアの腕をつかんだ。

　しかし、その前に一人の影が立ちふさがる。

「君たち、とんでもないことをしてくれたね……」

　グレーのウインドウペンスーツに、濃いネイビーのネクタイ。

「あんたは……姫ひめ川かわのお父さん!?」

　姫ひめ川かわ父は、ザリッと砂を踏みながら俺たちの方へと近付いてくる。

「これで君たちが考えた観光計画はおじゃんだ。しかし国交省も都も、すでにリリガルドの観光振興へ向けて動き出している。いまさら中止することはできない。つまり……彼らはもはやわたしの計画を採らざるを得ないということだ」

　場をわきまえない発言に、思わずカッと頭が熱くなった。

「そんなこと言ってる場合ですか！　このままじゃ、大変なことになってしまうんですよ！」

「そのとおり。下へ手たをすればリリガルドの観光事業そのものがご破算になりかねない。だから君らには、早いところこの状況を何とかしてもらいたいのだがね」

「それができたら、とっくにやってます……!!」

「困るなあ。それではわたしの段取りが狂ってしまうではないか」

　真っ赤な炎ほのおを背にした姫ひめ川かわ父が、口角を歪いびつに持ち上げる。

「段取りって……まさかこの状況は、あんたの差し金だったのか!?」

「人聞きの悪いことを言わないでくれたまえ。これはあくまでも事故。君らの対応に不備があったということだろ？」

「この……大馬鹿野郎！　あの怪物は姫ひめ川かわだぞ！　あんた、そのこと分かってんのか!?」

「な、何[image: ]」

　俺の一言に、姫ひめ川かわ父の顔がサッと青あお褪ざめた。

「そ、そんなバカな。あの化け物が、結ゆ衣いのはず……」

「信じようと信じまいと勝手だけどな、姫ひめ川かわが壊した神器に、あの化け物が封印されてたんだよ。姫ひめ川かわはそいつに憑とりつかれて、怪物になっちまったんだ！」

　俺はポケットの中から破れた浴衣ゆかたの切れ端を取り出し、姫ひめ川かわ父に突き付ける。

「これが証拠だ！」

「────[image: ]」

　姫ひめ川かわ父は、いきなり俺を突き飛ばして怪物のほうへ走り出した。

「おーい、結ゆ衣い！　結ゆ衣いなのか!?　もう充分だ！　やめてくれ！　やめるんだ！」

〝ボオオオオオオオオオオオオオオオ〟

　姫ひめ川かわ父の声に気付いたクラーケンが、巨大な眼球をギョロリとこちらに動かす。

「チッ、あのバカ！」

　俺は慌てて姫ひめ川かわ父の後を追い駆けた。

「結ゆ衣い！　結ゆ衣いなんだな!?　もういい、止まってくれ！」

「姫ひめ川かわのお父さん！　もう何を言ってもムダです！　早くここから逃げましょう！」

「うるさい！　わたしに構うな！　あの子は……傾きかけた会社を救うため、あえて手を汚す役を引き受けてくたんだ！　こんなところで放っておけるか！」

「傾きかけたって、そんなに悪い状況だったんですか……？」

「今回の観光計画は、最後のチャンスだった。わたしがつまずけば、多くの社員は生活の糧かてを失う。だから、だから仕方なかったんだ……。結ゆ衣い、すまない……すまない……」

「そ、そんなことが……」

　だから姫ひめ川かわは、あの時俺に相談を……。

「さあ結ゆ衣い、早く家に戻ろう！　もうお前は充分やってくれた！」

「くそ……いい加減にしろ！」

　俺は姫ひめ川かわ父の肩をつかんで強引に引っ張ったが、すぐに振りほどかれてしまった。

　身長は向こうのほうが大きい。力ずくで何とかできる相手じゃない。

「ユウタ様、ここはもう危険です！」

「けど、このままじゃ親父おやじさんが踏みつぶされちまう！」

　アクセリアが、祈るような面持ちで神像を見上げる。

「こんな時、魔神を封印してくださった神さまがおられたら……」

「そんな都合よく神さまが助けてくれるなんて──ん？」

　ちょっと待てよ。

　神さまがいるかどうかは分からんが、あの方法なら怪物を止められるんじゃないか？

「そうだ……。うん、この方法しかない！　アクセリア、ちょっとこっちへ来てくれ！　三み咲さき、すまんが少しの間だけ、あの親父おやじさんを頼む！」

「え？　う、うん！」

　俺はアクセリアの手を引っ張り、地面を濡ぬらす紫色の体液を踏み散らしながら、炎ほのおの中をかき分けるように走り出した。
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　ズシ………ン。ズシ………ン。

　クラーケンが足を踏み出すたび、三み咲さきたちの身体からだはふわりと宙に浮き上がった。

「おじさん、もう結ゆ衣いちゃんには聞こえてないよ！　ほら、早く逃げよ!?」

「離してくれ！　結ゆ衣いが、結ゆ衣いが……!!」

　化け物は歩みを止めず、地響きと共に近付いてくる。

　そして、ビルほどはあろうかという巨大な足がぐっと持ち上げられ、二人は大きな影に吞のみ込こまれた。

「三み咲さき──────────[image: ]」

　刹那、

　ズウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥン[image: ]

　クラーケンに巨大な影がぶち当たり、大地が脈打つほどの振動を立てながら、化け物はその場に倒れ込んだ。

「ひゃっ!?　な、何が……？」

　空を焦がす炎ほのおの中、浮かび上がったのは巨大な戦神の像。

「大丈夫か、三み咲さき！」

　俺は巨神の頭部を飾る冠の上から、三み咲さきに向かって叫んだ。

　目を白黒させながらこちらを見上げる三み咲さきの隣では、姫ひめ川かわ父が気を失って倒れている。

「ゆ、由ゆう太た!?　それ、どうしたの!?」

「土魔法で動かしてるんだ！　ほら、昼飯食べてる時にフィギュアを動かして見せただろ！」

「ふ、ふええ……」

　俺の肩の上では、アクセリアの手が緑色に輝いている。

　一人の魔力ではとても動かせないが、二人の力を合わせれば話は別だ。

「三み咲さき、いまのうちの姫ひめ川かわの親父おやじさんを離れたところに連れていってくれ！」

「りょ、了解！」

　三み咲さきが「ふんぬっ！」と言って、姫ひめ川かわ父を背中に担かつぎ上あげる。

　頼んでおいてなんだが、すげーな。火事場の馬鹿力ってやつか……。

「よし、これでオッケーだ！　行くぞアクセリア！」

「はい、ユウタ様！」

　俺たちの魔力に反応して、神像がダッと駆け出した。

「死ね！　巨神キック！」

　ドゥゥゥウウウウウウン！

　褐色の化け物は、一気に二百メートルくらいぶっ飛んでいく。

「もういっちょ！」

　それを追いかけながら、俺は巨大な神剣を振りかぶる。

「くらえええええええええい！」

　バゴォォォ！

　凄すさまじい速度で振り下ろされた剣は、柄つかだけ残して粉々に砕け散った。

「あれ？」

「ユウタ様、危ない！」

〝ボオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！〟

　とそこへ、クラーケンが立ち上がり、強烈なタックルをかましてきた。

「なんのォ！」

　俺は戦神の両腕を突き出し、怪物の巨体をガシッ！　と受け止める。

　だが、

「うっ、ぐうううう！」

　重量差があるため、相手の動きが止まらない。

　踵かかとが大地をえぐり取り、巨神はぐんぐん押し返されていく。

「ユウタ様、このままでは……!!」

「な、め、る、なあああああ！」

　左腕一本で怪物の身体からだを支えながら、俺は右腕で強烈なパンチを繰り出した。

　ドゴォ！　ドゴォ！　バゴォォォン！

〝ボアアアアアアアアアォ〟

　三発目で化け物の動きが止まり、ズシン！　とその場に膝をついた。

「いまだ！」

　崩れた膝に足をかけ、戦神の身体からだをふわりと宙に持ち上げる。

「火の精霊さん、風の精霊さん！　わたくしたちに力を貸してください！」

　アクセリアの祈りに呼応して、像の右脚が炎ほのおに包まれ、猛烈な爆風に押し出される。

「くらえ！　ロケットキィィィィィィィィィィィィィィック！」

　ズガァァァン[image: ]

　顔面に蹴りが炸さく裂れつし、化け物は四分の一回転して地面に叩たたき付つけられた。

　ドオオオオオオオオオオン！

　凄すさまじい衝撃が島全体を駆け抜け、天を引き裂くような轟ごう音おんが周囲を圧する。

「はぁ、はぁ、はぁ……どうだ、これでやったか」

　倒れた怪物を見下ろし、俺は荒い息をついた。が、

　ビュルルルル！

「何!?」

　直後、横たわった巨体から触手が飛び出し、神像の手足に絡からみ付つく。

「くそ、こいつまだ動けるのか！　このままじゃ、こっちの魔力が先に尽きちまう！」

　焦あせる俺に、アクセリアがそっと耳打ちしてきた。

「ユウタ様、この距離なら念話を使えるかもしれません。ヒメカワさんに、直接呼びかけてみましょう」

　そうか。たしかアクセリアの念話能力は、精神の波長を合わせることで、一定の範囲内にいる相手と直接心で語り合えるんだったな。

「よし、頼むアクセリア！」

「はい！」

　アクセリアが目を閉じると、温かな気配が俺たちを包み込んだ。

　そして、どこからともなく小さな声が聞こえてくる。

〝うう……いや………〟

「この声は……姫ひめ川かわか!?」

「ユウタ様、ヒメカワさんの精神の波長を捉えることができました。呼びかけてみてください」

「分かった！　おい姫ひめ川かわ、聞こえるか！」

〝え……？　う、漆うるし原ばら……君？〟

「そうだ！　俺の声が聞こえるなら、いますぐこんなことはやめるんだ！　このままじゃ、みんな大変なことになっちまう！」

〝そんな……無理よ……身体からだの自由が利きかない……〟

「身体からだの自由が利きかない？　ってことは、姫ひめ川かわの意志で動いてるわけじゃねえのか。アクセリア、姫ひめ川かわをあの化け物から切り離すことはできないのか？」

「そうしたいのはやまやまですが、肉体が完全に融合してしまっております。わたくしの力ではどうにも……」

「くっ！」

　再び怪物が、巨大な口を開けて迫ってくる。

　俺は巨神の腕で触手をつかみ、強引に引きちぎった。

〝いっぎゃあああああああああああ！〟

「姫ひめ川かわ!?」

〝うっぐううう……い、痛い………痛いよ………うぅう〟

「な、なんてこった、感覚がつながってんのか……？」

　どうする、どうすりゃいい。

　このまま怪物を放置しておけば大変なことになる。

　けど、この怪物をやっつけたら、姫ひめ川かわも……。

　その時、巨神の足元から「おーい」と声が聞こえてきた。

「ユウタ殿、聞こえるか！」

「あ……ベルベリンデさん!?」

　隣にはイグザリアさんの姿も見える。

「イグザリアさんまで!?　どうしてここに!?」

「ユウタさん、よく聞いてください。いまからわたくしが、封印魔法を行使します」

「封印魔法!?」

「はい。危険な魔法ですが、これを使えば再びあの魔神を壺つぼの中に閉じ込めることができます」

「ちょ、ちょっと待ってください。その封印魔法ってのを使うと、姫ひめ川かわはどうなってしまうんですか……？」

「この魔法は、不死の存在を封印するために生み出された秘法。封印魔法によって封じられた者は、未来永えい劫ごう亜空間を漂い続けます」

「み、未来永えい劫ごう!?　そんなのいくら何でもあんまりですよ！　何とか……何とかあいつを助ける方法はないんですか!?　ほら、浄化魔法的なやつとか！」

「呪いや魔法によって姿を変えられているのであればともかく、いまの彼女は、物理的に魔神と融合してしまっております。浄化は……不可能です」

「そんな、うそだろ……？」

　化け物が、ゆっくりと起き上がった。

〝漆うるし原ばら君、もういいわ〟

「ひ、姫ひめ川かわ？」

〝もういい……もういいの。きっと、悪いことをしようとしたからバチが当たったんだわ。こんな姿で……わたし、もう生きていけない〟

「け、けど、お前だって好きでやったわけじゃねえんだろ!?」

〝ええ……別に好きでやったわけじゃないわ。でも仕事ってのはね、時に人から嫌われたとしても、やらなきゃいけない時があるの。それができないのは、ただの臆病者よ。自分以外の人に嫌われ役を押し付けているだけの、卑ひ怯きよう者ものよ……!!〟

「何だそれ……だからお前は嫌われ役を引き受けたってのか？」

〝そうね。わたしだって、誰からも嫌われたくなかったわ。みんなから好かれて、チヤホヤされて、そうやって生きたかった。けど、ダメだったの……わたしがやらなきゃ、大勢の人が泣く。そんな立場に立たされたら、もう……わたしがやるしかないじゃない！〟

　涙混じりの声で叫ぶ姫ひめ川かわ。

　お前、そんな気持ちでずっと戦ってたんだな。

「すまん、姫ひめ川かわ……。俺まだガキだからさ、分かんねえよ、仕事とかそういうの。けどな、こんな俺でも一つだけ分かることがあるんだ」

〝何………？〟

「アクセリアたちに会って、領主をやらせてもらって。いろんな人に会って、いろんなことを教えてもらった。だから分かるんだ。いま目の前にいるやつが、全力出してるかどうかってことだけは。姫ひめ川かわ……お前は全力を出したか？」

〝何を言うのかと思えば……当たり前じゃない。だからこそ前に立って、誰よりも戦ったわ〟

「いいや、出してないね」

〝じゃあ何!?　これ以上わたしに何を頑張れって言うの!?　このままじゃお父さんの会社が潰れちゃう！　そうすれば大勢の社員が路頭に迷う！　そうならないために、わたしはどんなことでもやった！　これのどこが全力じゃないっていうのよ[image: ]〟

「みんなの幸せを願って頑張ってるやつが、どうして自分の幸せを簡単に諦めてるんだよ！」

〝え………？〟

「そう言ってるお前自身は、『みんな』の中に入ってねえのか？　俺が考える『みんな』の中には、お前も入ってるぞ！」

〝漆うるし原ばら、君……〟

「姫ひめ川かわ、お前、まだ俺に言ってないことがあるよな」

〝言ってない……こと？〟

「そうだ。本当はお祭りの時、俺に相談したいことがあったんじゃねえか？」

〝そ、それは……〟

「あの時は、聞いてやれなくてすまん。だから言え。この場で全部言っちまえ。それは逃げでも卑ひ怯きようでもない。お前がお前を諦めないために、言わなきゃいけないことなんだ」

〝わたしがわたしを、諦めないために……〟

「そうだ。ずっと一人で頑張って、誰にも頼れなくて、胸の中に抱え込んできたんだろ？　その苦しい心を、いまこの場ですべて言ってみろ！」

〝……………苦しい〟

　刃やいばで切り裂かれるような痛みが、胸に突き刺さってきた。

〝わたし、つらい……つらいよ……〟

　そうか、これがお前の感じていた痛みなんだな。




〝漆うるし原ばら君…………お願い………。わたしを………わたしを助けて！〟

「よっしゃ、任せろ！」




　いい加減なこと言うなって？

　身体からだが一体化してて分離できない？

　浄化も不可能？

　うるせえ、そんなこと分かってるんだよ。

　だったら……こうするさ！

「三み咲さき！　どこだ！」

「由ゆう太た、ここだよー!!」

　すぐ足元から三み咲さきの声が聞こえた。

　うお！　危ねえ、こんな近くにいたのか！

「三み咲さき、人化薬をくれ！」

「人化薬？　って、まさか！」

「そのまさかだよ！　たしかザルディーネさんに人化薬を分けてやったのは三み咲さきだったよな」

　これは大きな賭けだった。

　もし姫ひめ川かわの心まで化け物に飲まれていたら、身体からだだけ人間に戻しても意味がない。だから、俺には何としても姫ひめ川かわの本心を引き出す必要があった。

「あった！　由ゆう太た、投げるね！　これで最後だから気を付けて！　えいっ！」

「え、マジで!?」

　そんな大事なこと、この土ど壇たん場ばで言うなよ！

　プレシャーで取り落としそうになりながら、何とか瓶をキャッチする。

「さて、問題はどうやってこいつをあの化け物に飲ませるかだが……」

「ユウタ様、わたくしが触手を引き付けます。その隙に薬を」

「引き付ける？　何をする気だ、アクセリア」

「こうするのです。風の精霊さん、わたくしに力を……」

　アクセリアの身体からだが黄色の光に包まれ、ふわりと浮き上がった。

　同時に触手がざわめき始め、ハーフエルフの小さな身体からだをロックオンする。

「後はお願いいたします、ユウタ様！」

「ア、アクセリア！」

　びゅんと飛び上がるアクセリア。

　ええい、こうなったらやるしかねえ。

　これがラストチャンスだ。いくぞ……。




　　　　９




　シューティングゲームでも見たことのないような動きでアクセリアが宙を舞う。

　完全にリミッター解除した空中機動だ。

「まだ、もう少し……」

　触手が鞭むちのようにしなり、アクセリアをじわじわと空の片隅に追い詰めていく。

　それでも俺は、巨神の頭上でじっと機をうかがう。

「ゆ、由ゆう太た、早くしないとアクセリアちゃんが……」

　アクセリアのスピードが次第に落ちてきた。

　このままでは捕まるもの時間の問題だ。

　見かねたベルベリンデさんが、地じ団だん太だ踏みながら叫ぶ。

「ええい、ユウタ殿！　もう投げてしまわれよ！」

「いや、あとちょっと……」

　空間を網目のように覆う無数の触手。チャンスは、針の穴を穿うがつ一瞬だけ。

「ああっ!?」

　とうとうアクセリアの脚が触手に捕らえられた。

「いまです、ユウタ様！」

「おう！」

　大きく振りかぶり、最初にして最後の一投を……投げる！

　手を離れた瓶は空を真まっ直すぐ切り裂き、狙い違たがわず怪物の口元へ飛んで行った。

「よし！　コースはカンペキだ！」

　ストライク！

　だがその直後、

　ビュッ！

　口のそばから細い触手が生え、渾こん身しんの一球を打ち据えた。

「な、何ィ!?」

　パリィィィ───ン！

　粉々に砕ける瓶。

　中の液体が飛び散り、きらきらと輝きながら宙を舞う。

「う、うそ!?　由ゆう太た!?」

「ユウタ殿！」

　三み咲さきとベルベリンデさんが悲鳴をあげる。

　が、

「いや、まだだ……アクセリア！」

「水の精霊さん！　風の精霊さん！」

　アクセリアが叫ぶと、散らばっていた水滴が一か所に凝集し、小さな塊になった。

　そしてアクセリアの合図で、弾丸のように発射される。

「へっ、計算どおり！」

　最初から瓶は触手に割らせるつもりだったんだよ。そうじゃなきゃ、飲み込んでもすぐに効果が現れないかもしれないからな！

　しかしクラーケンは、突然俺の予想を裏切る行動に出た。

〝ボオオオオオオゥゥゥゥゥ………〟

　家さえ丸まる吞のみしそうな巨大な顎あごを、ゆっくりと閉ざし始めたのだ。

「あれ……？　って、おいちょっと待て！　それは反則だろ！」

　さすがにこれはヤバい！

「ねえお願い！　口開けて！」

　その時、奇跡が起きた。

〝ボオオオオオオオオオオオオオオオ！〟

　突然、巨大な口を開けて叫び声を上げるクラーケン。

　その足元には、紫色の体液を浴びたベルベリンデさんの姿が。

[image: ]

「クロス流刀殺法〝真〟奥おう義ぎ──ベルベリンデストラッシュ・煉タ獄ルのタ魔ロ閃ス」

「ナイス、ベルベリンデさん！」

　そして、魔神の口に人化薬が飛び込み、巨体は眩まばゆい光こう芒ぼうに包まれ──。




　　　　＊




「結ゆ衣い！」

　親父おやじさんが駆け寄り、地面に横たわる姫ひめ川かわを慌てて抱き上げた。

「結ゆ衣い……大丈夫か!?」

「う……パパ？」

「結ゆ衣い！　良かった！　無事で本当に良かった！」

　俺も思わず目頭が熱くなる。

「ごめんなさい、パパ。わたし……パパの力になれなかったみたい」

「何を言っている、謝るのはわたしのほうだ！　こんな目に遭わせてしまって、本当に……本当にすまない」

　騒ぎを見て駆け付けた百もも花か姉ちゃんが、姫ひめ川かわ父のそばに立つ。

「悪いが話は聞かせてもらったぜ、姫ひめ川かわの旦那。今回の件、あんたが仕掛けたことだってのは、もうみんなが知ってる」

「ああ……君にも謝っておこう。本当に、すまなかった」

「パパ、会社は……？」

「もう、いいんだ……もう………」

　震える腕で、親父おやじさんが姫ひめ川かわを抱き締める。

　だが、

「あの～～、ちょっといいっすか？」

「……ん？　何だね、漆うるし原ばら君。話なら後に──」

「いえ、実はですね。俺に一つ提案があるんすけど……」
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　灼やけた網に肉を載せると、辺りに芳こうばしい香りが広がった。

　夏休みを終えて海水浴客が引けた浜辺では、俺たちのほか、大勢のグループがバーベキューを楽しんでいる。

「おい三み咲さき、もっと野菜も焼けよ。肉が先になくなっちまうじゃねえか」

「にゃはは！　まあいいじゃないの、せっかくあたしたちが作った動画が大ブレイクして、こんなに観光客が来てくれるようになったんだから！」

　肉をつつきながら、三み咲さきがパチンと片目を閉じる。

「まあ、そうだけどさ……」

「けど、あのＰＲ動画はホント大当たりだったよね。見てる人は、まさか映ってるのが本物の水竜さまだとは思ってないだろうし」

「おかげで『高校生のＣＧスキルマジぱねえ！』って評価をたくさんいただいてるよ」

　俺が姫ひめ川かわの親父おやじさんに提案したのは、本物の水竜さまを使った観光ＰＲ動画だった。

　これが予想以上の大反響で、おまけに企画・制作も都立北小お笠がさ原わら高校有志一同ってことになってたもんだから、「高校生がどうやってこんな動画を!?」ってな具合に、いろんなところで話題になってるのだった。

「よう、ユウ！　やってるか！」

「あ、百もも花か姉ちゃん。どうしたの？」

「お前が作った企画書、決裁が通ったぞ。烏う森もりのやつに頼んで、これから国のほうにも話を上げてもらう予定だ」

　書類をひらひら掲げながら、百もも花か姉ちゃんが俺の背中を叩たたく。

「ユウタ様、これでニホンの方々がリリガルドへ来るようになるのですね。わたくし、楽しみです！」

「ああ……俺も、楽しみだよ！」

　いろいろあったけど、リリガルド観光事業には、俺たちが考えていたエコツアーが認められたみたいだ。

　いままでは前ぜん哨しよう戦せん。本番はこれからだ。

「さあ由ゆう太た、お祝いにどんどん焼くよ！」

「おい、くさやは入れるんじゃねえ！」

　浜辺に騒々しい声が響き渡る。

　真っ赤な炭火に負けないくらいの熱気が、俺たちを押し包んでいった。




　──空が茜あかね色いろに染まり、西から夜の気配が近付き始めた頃、

「漆うるし原ばら君、ちょっといい？」

　姫ひめ川かわが、俺の肩をポンと叩たたいた。

「どうした？」

　促されるままについて行くと、しばらく歩いたところで姫ひめ川かわがくるりと振り返る。

「わたしね………漆うるし原ばら君のことが、好きなの」

　ド直球だった。

　予想外のセリフに、思わずキョドってしまう。

「そ、そ、そう……なのか？」

「漆うるし原ばら君は……わたしのこと、どう思ってるの？」

　さーっと潮風が吹き抜け、姫ひめ川かわのふわふわした髪をなびかせた。

　磯いその香りが鼻をつき、波が白い泡と共に海へ帰っていく。

「……ごめん。俺、他に好きな子がいるんだ」

　フッと笑みを浮かべ、姫ひめ川かわが肩をすくめた。

「やっぱりね。だろうと思ってた。相手は……まあ聞くまでもないわね」

　アンクルストラップの付いた可愛かわいらしいサンダルで、姫ひめ川かわは戻ってきた波を蹴り返す。

「あーあ！　やっぱりわたしじゃ女としての魅力が足りなかったかー!!」

「いや、そんなことないって……」

「別に、気にしないでいいのよ。あなたに振られたからわたしの魅力がなくなったんじゃなくて、あなたに振られたおかげで、自分の魅力が不足してるってことに気付けただけなんだから」

「お、おう……」

　姫ひめ川かわが、一歩踏み出して俺の胸を叩たたく。

「いつかもっと女を磨いて、わたしを振ったことを後悔させてやるわ！」

「……そっか、楽しみにしてるよ」

　さすが姫ひめ川かわ。負けん気なら北小お笠がさ原わらで一番だ。

「それじゃ、わたしはこの辺で帰るわ。明日は英語の小テストがあるから」

「え？　お、おい。最後に嫌なこと思い出させるなよ！」

「ふふ。ささやかなお返しよ。それじゃあね」

　笑顔で手を振り、姫ひめ川かわがくるりと背を向ける。

　やれやれ、女子は強いな。それとも姫ひめ川かわが強いだけなのか？

　俺は小さく肩をすくめ、花火に火を点つけようとしているみんなの許もとへ足を向けた。




　　　　＊




　サク、サク、サク。

　砂を踏み締める結ゆ衣いの前へ、岩陰からひょっこり人影が姿を現した。

「結ゆ衣いちゃん、おつかれ」

「和わ栗ぐりさん……？」

　三み咲さきはトコトコ歩み寄り、結ゆ衣いの正面に立つ。

「どうしたの？　敗者を慰めに来たわけ？」

「そんなんじゃないよ」

「じゃあ、何を──」

　言いかけた結ゆ衣いの身体からだを、三み咲さきはギュッと抱き締めた。

「……ずっと一人で、よく頑張ったね。結ゆ衣いちゃんが誰よりも頑張ってたこと、あたしはよく知ってるよ。だから……」

〝そんなに泣かないで〟

　波の音に混じって、結ゆ衣いの小さな嗚お咽えつが空気を震わせた。

　三み咲さきの肩に、こぼれた涙がじわりと沁しみ込こむ。

　オレンジ色の花火が上がり、宵闇の果てへと吸い込まれていった。




　──そのほんの少し前。

「まさか姫ひめ川かわが俺なんかのこと好きだったなんてなあ……」

　火ほ照てった頰を浜風で冷ましながら歩いていると、背後でザリッと砂を踏む音が聞こえた。

「ん？　誰かいるのか？」

　シュルルルル！

「って、うわ！　何だ!?」

　突然岩陰から細いロープのようなものが飛び出し、俺の胴に巻き付く。

「こ、これは……リボン!?」

「──クロス流リボン殺法奥おう義ぎ、リボ～～～ンベルベリンデスピュア」

　闇の中から姿を現したのは、なぜかド派手なピンクのレオタードに身を包んだベルベリンデさんだった。

「どうしてベルベリンデさんがここに!?　つかその格好は一体!?」

「女子体操部から習得したクロス流リボン殺法の戦闘服です。それよりユウタ殿、なかなか見み目め麗うるわしい女子おなごでありましたなぁ。まあ姫様ほどではありませぬが」

「ま、まさか……さっきの話、聞いてたんですか!?」

「立ち聞きの非礼は詫わびましょう。ですがこのベルベリンデ、ユウタ殿の姫様に対する一いち途ずな愛に心底安あん堵どいたしましたぞ」

「いや……そ、それは……」

「しかし！」

　ギン！

「聞けばあの女子おなご、そもそもユウタ殿がかどわかしたとのこと。女心をもてあそぶ卑劣な行為、断じて許すわけにはいきませぬ！」

「はぁ!?　だ、誰がそんなことを!?」

「ミサキ殿からすべて聞きました。もはや言い逃れは不可能」

「三み咲さきィィィィィィ！」

「さてユウタ殿、これが何か分かりますか？」

　ベルベリンデさんがスッと取り出したのは、ロケット花火だった。

「いまどこからそれを……じゃなくて、まさかそれは、絶対マネしちゃいけないことでしょ！」

「ニホンの『こめでぃあん』なる戦士たちが使用しているのを見て思いついた技です。リリージョン氏に試したところ、大好評でした」

「いやあああああ！　殺されりゅうううう！」

「さあ、これより火遊びがお好きなユウタ殿に相応ふさわしい刑を執行します。お覚悟召されよ！」

「だからそれは誤解なんですってば！」

「いいえ。案外誤解でもなかったかもしれませんぞ？」

「へ？　どういう意味ですか？」

「問答無用！」

　女騎士が、身動きの取れない俺に向かってロケット花火を構えた。

「狂乱の彼方かなたより、熱き炎ほのおよ来たれッ！　ロケット花火アニヒレランチャーーシヨン!!」


　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパン！



「ふんぎゃああああああああああああああああ！」

　こうして、俺の身体からだと心には、また一つ大きな傷が刻み込まれたのだった。

　砂浜の向こうでは、花火の音を聞いた三み咲さきがクスッと悪戯いたずらっぽい笑みをこぼしていた。







　　　あとがき




　こんにちは、鷲わしの宮みやだいじんです！　四巻まで書かせていただいたのは初めてですので、本当に嬉うれしいです！　読んでくださっている皆様には、いくらお礼申し上げても足りません！

　さて、今回のあとがきも、割と多くのページをいただけることになりました。

　本来は本編をブラッシュアップして、もっと無駄のないページ数にできれば良かったのですが、分量調整が下手くそで誠に申し訳ないかぎりです。

　まあ、そうは言ってもあとがきは嫌いじゃないんです。できるだけたくさん書きたいと思ってます。けど、例のごとく、書くことがないんですよね……。

　というわけで、今回は昔話などをしてお茶を濁させていただこうかと思います。

　あれは四、五年前のことだったでしょうか。

　その頃、職場での飲み会（自分、兼業作家です）がありまして、いろいろあった末に気が付くと、一コ上のお姉様とサシで向き合いながら、恋愛談義をしておりました。

　たぶん、男を落とすにはどうしたらいいかみたいな話をしていたんじゃないかと思います。

　その時わたしは、「先輩、男を落とすなんて簡単ですよ。ただね、そこからが難しいんです」と持論をぶちまけました。

　相手は経験豊富な恋愛上級者。本当はわたしなどが語れることは何もないはずなんですが、その時は深酒に酔っていたのでしょう。わたしは続けて、かねてより思索を積み上げてきた恋愛分析を披露させていただきました。

「いいですか先輩……男ってのはねえ、女性から追いかけられる側になると、途端につまんなくなっちゃう生き物なんです！」

　……ええ分かってます。調子に乗ってましたすみません。

　もちろん、女性から追いかけていただいた経験なんて一度もありません。え？　そんなこと分かってるって？　いやいや冷たいこと言わないでくださいよ。とりあえず、右のセリフは周囲のモテる男性方を観察した上にたどり着いた結論です。

　でもね、これたぶん間違ってないと思うんです。

　まあラブコメ作家の言うことじゃないですけど。いやマジで、自じ家か撞どう着ちやくも甚だしいですけど、たぶん合ってると思うんです。

　実際、百戦錬磨の恋愛猛も者さである先輩はフッと笑って「そんなことは分かっている」とのたまいました。

　そして曰いわく。

「あのね、鷲わしの宮みやくん。『好き』っていう感情には波があるの。それが男女の間でうまくバランス取れてるうちはいいんだけど、時々男女の波が逆転しちゃうことがあるわけ。そういう時どうするか。そこが難しいのよ。分かる？」




　な　る　ほ　ど。




　目からウロコがもげました。

　考えてみると、女性作家さんが書かれる作品って、わりと物語の最初期で男女のペアが出来上がって、そこから互いの想おもいが近付いたり離れたり、すれ違ったり再びくっついたりを繰り返すパターンが多いですよね。

　逆に男性作家が描く作品は、複数の女性と仲良くなって、けど最後まで特定のヒロインとはくっつかない、的な。これもお前が言うなって感じですけど。

　いやホント勉強になりました。

　女性からすれば、あるいは当然の知識なのかもしれません。男でも、恋愛経験豊富な人ならとっくに分かっていることなのでしょう。けど、わたしにとっては新鮮な意見でした。

　ただ、それが自分の作品に生かされているかというと……。まあ、そのうち生かすかもしれません。自分ごときに繊細な恋愛小説が書けるとは到底思えませんが。

　以上、本編とはまったく何の関係もない、過ぎ去りし日の思い出でした。




　さて、ここで毎度恒例の謝辞を。

　本作をお手に取ってくださった読者様、本当にありがとうございます。わたしの力不足でいろいろご不満に感じる部分ばかりかと存じますが、それでもこうしてお手に取ってくださることに、心から深く感謝申し上げます。本当に、本当にありがとうございます。

　また、イラストのNardack様、いつも超素敵なイラスト、誠にありがとうございます。

　今回も、新キャラたくさん登場させてしまってすみませんでした。でも、Nardackさんから新キャラのデザインいただくのが、人生最高の楽しみなんですよ……。

　それから担当編集のお二人様、いつもご迷惑おかけしており申し訳ございません。これからもどうぞどうぞよろしくお願い申し上げます。

　それから先日の忘年会で、本の装丁をデザインしてくださっているアフターグロウの増ます田だ様にご挨拶させていただきました。デザイン、ものすごく気に入ってます！　今後とも何なに卒とぞよしなにお願い申し上げます！

　また、そのほかこの作品に関わってくださった皆様方、いつも大変誠にありがとうございます。これからもどうぞどうぞよろしくお願い申し上げます。




　それではまた、近いうちにお会いできることを心より念じて。
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鷲わしの宮みやだいじん

仕事中にコーヒー飲む用のマグカップ。いろいろ試しましたけど、いまのところこのマグカップが一番です。
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イラスト／Nardack

日本のみならず韓国・インドネシアなど様々な国でイラストを手掛けている、気鋭のイラストレーター。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鷲宮だいじん先生」係

「Nardack先生」係
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